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「――誰だれ？」

　そう問うたのは果たしてどちらだったのか。

　まさかこんな所に誰かが居るなどと思ってもみなかった――その意味では、どちらも同じく驚き困惑していたのだろう。

　地面の上と。地面の下と。

　その境界線に穿うがたれた小さな穴を通して両者は出会った。

　可愛かわいらしい衣装を着込んだ少女と。

　服とも呼べない襤ぼ褸ろを纏まとう少年と。

　両者の間には――建物と、石が敷き詰められた地面の境目には、三十センチ四方程度の穴が在あって、そこから地上の音や光が地下に取り込める様になっている。ただし行き来出来るのはあくまでその程度のもので、子供といえども少年がそこを通って地上に出る事は出来ない様になっていた。

　鉄格子が填はまっているからだ。

　それも太いものが三本。風雨にさらされて錆さびてはいるが、だからといって人間の力で引っ張って外はずれる様なものでも、曲がる様なものでもない。子供なら猶なお更さらだ。

　だからそれは、どうしようもないものとしてそこに在あった。

　如い何かに空に手を伸ばしても雲が掴つかめない様に。

　如何に走っても沈む夕ゆう陽ひに追いつけない様に。

　それはもう地下に囚とらわれている少年にとって、改めて絶望する事すら出来ない程に、当たり前で抗あらがい得ないものだった。そこから出るなどと考える事も無く――しかしそこからこぼれ落ちてくる陽の光や、地上の外気を、少年はただ、飢え乾く砂漠の旅人の如ごとく、大切に大切に受け止めていた。

　だからむしろ……そこが陰った事について、彼は当初、不満すら覚えた。

　折せつ角かくの暖かな陽の光が、何かに遮られてしまった。

　怒りではなく悲しみを以もつてその小さな換気窓を見上げる彼は、やがてそこにひょいと顔をのぞかせた少女を見る事になったのだ。

　何の前兆も無く。何の脈絡も無く。

　むしろ少年がそこに居る事を不思議がるかの様な表情で、少女は鉄格子の向こうから彼を見下ろしていた。

　地下の岩牢ろうに閉じ込められてきた少年。

　何不自由なく親の庇ひ護ご下に育った少女。

　共に幼く、共に狭い世界でしか生きてこなかった子供達たちには、幸か不幸かお互いの存在を即座に理解出来るだけの知識も経験もなかった。自分が不幸である事も、自分が幸福である事も、少年と少女は理解していなかった。だから相手が幸福であるとか、相手が不幸であるとか、そういう事も分わからない。当然――相手の幸福を羨うらやむとか妬ねたむとか、あるいは相手の不幸を嘲あざけるとか憐あわれむといった事も無かった。

　何もかも分からないままに二人は……出会った。

「――誰だれ？」

　改めてもう一度。

　それは二人の口から同時に出ていた。

　そして――

「……えと」

　少女の方が何度か戸惑う様に瞬まばたきをしながら言った。

「はじめまして。ささはら、ことね、です」

　言って――ぺこりと頭を下げた。

　初めて出会った人には、そう挨あい拶さつしましょう。

　親か――あるいは幼稚園ででも教わったのだろう。良く躾しつけられた上品な仕し草ぐさに、少女を取り巻く環境が透けて見える。

　一方で――

「あなたの、おなまえは？」

「…………」

　問われて答えない少年。

　こちらはこちらで、やはり彼の置かれた環境が透けて見えていた。

　明らかな警戒の視線。

　迂う闊かつな受け答えが、苦痛どころか――場合によっては死をももたらしかねない場所で彼は生きてきたからである。そしてそれを不幸を思う事すら彼には出来なかった。他ほかの実例を何も知らなかったからだ。ただ本能からもたらされる恐怖と悲ひ哀あいが彼の上にのしかかっているばかりだった。

　ただ――

「あなたの、おなまえは？」

　常識と倫理をよくわきまえた両親に、可愛かわいがられて育てられたのだろう。

　少女は無愛想な少年に気分を害するでもなく、朗ほがらかに、しかし辛抱強くそう尋ねてきた。そこに相手を怯おびえさせる要素は皆無で……だから少年もほんのわずかながら、警戒を解といた。

「…………ぐれん」

　少年はただそう答えた。

　その当時の少年には、それが自分を示す全すべてだった。自分にそれ以外の名が――苗みよう字じがあるなどという事を彼は知らなかったし、読み書きすら出来なかった。そんな教育を施ほどこす必要が無いと親に判断されていたからだ。

　確かに実験動物にそんなものは必要あるまい。

　少年が最低限の人語を解したのも、あくまで、実験結果を正確に記録するのに、問診が出来た方が良いから――という程度の理由に過ぎない。

　だが――

「ぐれん、くん」

　少女は言って頷うなずく。

「どうしてぐれんくんは、そんなところにいるの？」

　どうして。

「…………」

　少年は言葉に詰まった。

　疑う事など知らなかった。

　それが当然だと思っていた。

　辛つらくて。苦しくて。痛くて。哀かなしくて。でもそれ以外を知らないので自分が不幸であるという事すら知らなくて。そしてそうした諸もろ々もろに理由が在あるのだという事すら、彼はよく分わかっていなくて。どうしてなのかと疑問に思う事すら無くて。

　だから――

「どうして」

　少年は呟つぶやく。

「どうして……かな……」

　ある晴れた春の日。

　少年は、自分の境遇に対して初めて疑問を覚えた。



    

  
    
      



    

  
    
      


第四章　許婚の少女





　週明け月曜日の朝。

　時刻はきっかり七時半。

　扉越しに今日も今日とて名前が呼ばれる。

「ぐーれーんー」

　いつもの何ど処こか間の抜けた様な――おっとりとした優しい声。

　恐らく殆ほとんどの人間には、ただそれだけの声に聞こえるだろう。

　そこにいつもとはわずかに違う響きを――若干の不安と躊ちゆう躇ちよが混じっているのだという事は、毎日その声を聴き慣れてきた上で、なおかつ笹ささ原はら琴こと音ねという少女の性格をよく知っている人間にしか分わからない。

　例えば神かん薙なぎ紅ぐ蓮れんの様な。

「…………ちょっと待ってろ」

「うん」

　扉越しのやり取りもいつも通りだ。

　ただし今日の紅蓮は、鏡を覗のぞき込こんで髪型やら何やらを整える必要は無かった。

　実の処ところ、彼がマンションに戻ってきたのは朝の六時過ぎである。気分的にとても寝られる状態ではなかった為ため、そのまま起きていたのだ。一時間余りの間で登校の用意は調えてある。宿題や予習復習の類たぐいは完全に放置だったが。

「…………」

　だから紅蓮は――窓に映る自分の虚像を一いち瞥べつするに留とどめた。

　見慣れた自分自身の貌かおが、そこに在ある。

　やや線が細くて中性的――だが特筆する様な部分は特に無い。普通の十代少年の顔立ちである。逆に言えば明確な破は綻たんが無い分だけ、よく整っていて端たん正せいといえるかもしれない。

　強いて特異な部分を上げるならば、それは彼の髪だ。

　少し癖くせ毛げ気味の黒髪の中で――前髪の一部が白い。光の具合によっては灰色にも銀色にも見えるそれが、奇妙な特徴アクセントとなって紅蓮の顔を印象づけていた。

「…………」

　紅蓮は短く溜ため息いきをつく。

　幸い――居る筈はずの無い妹の姿も、そして四本腕の黒い異い形ぎようも、見当たらない。

　まるで全すべては夢だったのだとでも言うかの様に。

「……本当に夢だったら、良かったんだけどな」

　普段より数百グラム重さを増した鞄かばんを手にすると紅ぐ蓮れんは玄関に向かった。

　扉を開けるとそこには当然の如ごとく――これも馴な染じみの少女の姿が在あった。

　小柄な体たい躯くにセーラー服を着た女子高生。

　物静かで大人しそうな印象が強いのは、セルフレームの眼鏡めがねや、長い髪というよりも、何ど処こか気弱げに瞬まばたきを繰り返すその双そう眸ぼうに因るところが大きい。清せい楚そかと問われればその通りだし、可か憐れんかと問われてもその通りだが、何よりも最初に浮かぶのは『地味』の一語だろう。綺き麗れいな顔立ちなのだが、他者の感覚に対して積極的に訴えるものに乏しい。

　紅蓮の幼おさな馴な染じみ――笹ささ原はら琴こと音ね。

「おはよう」

　そう告げて彼女は、これもいつもの微笑ほほえみを見せる。

　だがその一瞬前――琴音の表情に驚きと安あん堵どの色が交互に過よぎったのを、紅蓮は見逃さなかった。眼鏡の奥では、今も何かを確かめる様に大きな双眸が、いつもよりもややせわしなく瞬きを繰り返している。

「……おはよう」

　そう告げて部屋を出ると鍵かぎを閉める。

　その間――琴音はただ黙って紅蓮を見つめていた。

　いかにも何か言いたげな――問いたげな表情である。だが紅蓮は何事も無かったと言わんばかりに、落ち着いた表情を取り繕つくろって、気弱な幼馴染みを振り返った。

「行こうか」

「……うん」

　素直に頷うなずくと、琴音はやはり半歩斜め後ろの定位置で紅蓮についてくる。

　エレベーターに乗って一階へ。更にエントランス・ホールを出て路上に。

　そこで、さすがに無言の状態が我慢出来なくなったのか――琴音が声を掛けてきた。

「あの……紅蓮？」

「なんだ？」

「土日……家に居なかったよね？」

　その言葉に紅蓮が立ち止まる。

　立ち止まるのが遅れた琴音は、彼の隣に並んでその横顔を見つめてきた。

「何処か出掛けてたの？」

「あ……ああ。まあな」

　頷きながら紅蓮は歩き出す。

　平然とした表情を維持するのは意外と難しかった。それでも内心の動揺を顔に出さないようにと紅蓮は歯を噛かみ締しめて顔の筋肉を引き締める。

　ぎくしゃくした空気がひどく――痛い。

「ああ、そうか、うちまで来たのか」

　そう言う自分の声がひどく空々しく聞こえた。

　琴こと音ねはよく週末に紅ぐ蓮れんの家の掃除や洗濯に来てくれる。

　昨日と一昨日おとといはあまりにもドタバタとした出来事が在あったせいで、紅蓮はその事を思い出す事すら無かった。琴音には申し訳無いが――本当にもうそれどころではなかったのだ。

「悪いな」

「あ、勿もち論ろん、出掛けるのに、私にいちいち言う必要なんて無いけど」

　紅蓮の険しい表情を何か勘違いしたのだろう――慌てて琴音がそんな事を言ってくる。

「その――ちょっと心配しちゃったから。ほら、その、杉すぎ崎さきさんの事で、紅蓮、ちょっと怒ってたみたいだし……」

「怒ってねえよ」

　杉崎由ゆ奈な。

　その名前が今は――何な故ぜかひどく虚むなしく紅蓮の耳には聞こえた。

　彼が望んで止やまなかった平凡な日常。

　彼女もその中の住人だ。ごく普通の高校生として、ごく普通の生活を送る、平凡な人間。

　自分もまた由奈の様に普通の人間だったなら、彼女の気持ちを受け入れて、平凡な、けれどそこそこに幸せな日々を送っていただろうに。

　だが……

　そういう世間一般の『日常』が薄うす氷ごおりの上に築かれたものなのだと紅蓮は知っている。少なくとも紅蓮の眼めから見た『日常』はそう見えてしまう。

　そして知っている以上、のんびりとその上で、普通の人間として生きていく事は出来ない。何ど処こまで平凡を装ってみても、それは本当の事ではない。『日常』という枠からはみ出た『異常』な存在が『普通』ごっこをしているだけだ。

（俺おれは……）

　紅蓮が由奈の気持ちを受け入れる事が出来なかったのもまた、心の何処かで、彼女とのつきあいが『ごっこ遊び』になりかねないと分わかっていたからかもしれない。

　それとも逆だろうか。

　あんな良い子の気持ちを受け入れる事が出来なかったからこそ、自分は変わらず『異常』な世界に片足を突っ込んで佇たたずまなければならないのか。

「…………」

　紅蓮は小さく溜ため息いきをついた。

　考えても詮せん無い事だ。

　だがそう思っても、紅蓮の思考は陰々滅々とその事を繰り返してしまう。

「……紅ぐ蓮れん、でも」

「怒ってねえって」

　不安げに尋ねてくる琴こと音ねに、紅蓮は暗い思考を振り切る様に首を振って見せた。

「なんていうか……苛いら立だってるだけっていうか」

「それ、怒ってるのと同じじゃないの？」

「違う」

　理屈では分わかっているのだ。

　誰だれが悪い訳でも無い。

　強いて言えば悪いのは紅蓮であり――もっと言えば今は亡き紅蓮の両親であり、更に言えば彼等らの所属していた組織のせいなのだろう。

　いや。それすらも……そうならざるを得なかった理由は他ほかに存在する。

「少なくともお前に怒ってるんじゃない。気にするな」

　紅蓮は締めくくる様にそう言う。

　この話題は早々に終えたかったのだ。

　だが――

「そう……？　でも、その、紅蓮？」

　おずおずとした口調で琴音は言った。

　琴音としては未いまだ紅蓮の様子が気になるらしい。

「私に出来る事があったら何でもするから……遠慮なく言ってね？」

「…………」

　紅蓮の中で消えかけていた苛立ちが膨れあがる。

　どうもこの三日で色々な出来事が在ありすぎた。だから心に余裕が無くなっていたのだろう。頭の片隅で紅蓮自身が『駄目だ』と制止するが――彼の口からはつい、八つ当たりの様な台詞せりふがまろび出ていた。

「お前ね」

　紅蓮は再び立ち止まって琴音を振り返った。

　声が思わず尖とがるのを自分自身で止められない。

「もうちょっとよく考えて発言しろよ」

「え？　な――何かまずかった？」

　びくりと身を奮わせて琴音も立ち止まる。

　眼鏡めがねの奥で眼めを丸くしている彼女に紅蓮は言った。

「『私に出来る事があったら何でもするから』って――じゃあ俺おれが『犯やらせろ』つったらお前はやらせんのかよ？」

「やらせる？　何を？　私に出来る事なら――」

　首を傾かしげる琴こと音ね。

　勿もち論ろん……彼女は本気で分わからないのだろう。見方によっては、すれておらず可愛かわいらしいとも言えるが――紅ぐ蓮れんは叩たたき付つける様な声で言った。

「セックス」

「…………」

　さすがの琴音も言葉に詰まった様だった。

（ああ、くそ！）

　胸中で毒づく紅蓮。

　言うだけ言ってしまった事で少しは内圧が下がったらしい。わずかながらも冷静さが戻ってくるのを紅蓮は感じていた。

　だが――こんな事を言うべきではなかった。これは本当にただの八つ当たりで性的嫌がらせセクハラだ。朝も早くから自分は何を言っているのか。いくら紅蓮に対して従順な琴音でも流石さすがにこんな無む茶ちやを言われれば、不快に思って当然――

「…………いいよ」

「そらみろ、何でも気軽――」

　と――言いかけて。

「……琴音？」

　怪け訝げんの表情で紅蓮は傍かたわらの少女を見つめる。

「紅蓮が、それで気が済むなら。少しでも――」

　彼の幼おさな馴な染じみは白い貌かおを僅わずかに強こわ張ばらせながら俯うつむいて、呟つぶやく様な口調で続けた。

「紅蓮が幸せになるなら」

「…………」

　今度は紅蓮が言葉に詰まる番だった。

　強張った空気が二人の間にわだかまる。

　紅蓮は自分の後頭部に自己嫌悪の重さがのしかかってくるのを感じた。

　自分という人間は最低で下劣だ。いくら苛いら立だち紛れとはいえ、琴音の罪悪感につけ込んでこんな要求を口にするなどと。もし他人が見たら軽けい蔑べつされても当然の真ま似ねだった。

「…………そんな訳……ないだろ」

　紅蓮は慌てて頭の中を掻かき回まわし、適当な言い訳の言葉を引っ張り出す。

　だが頭に血が上って思考がどうにもまとまらない。自分の鼓動の音を耳の奥に聞きながら、紅蓮は強い口調でそれまでの空気を押し流す様に言った。

「ものの喩たとえだ、ものの！」

　自分でも本当に弁解じみていて格かつ好こ悪いとは思う。

　だがこんな失言の一つで、二人の関係が決定的に変わってしまうのは嫌だった。

「覚悟っていうか……だから、まあ、実際に、その、そういう事をさせろって言ってる訳じゃ……ない。そういうのじゃ……ないんだ」

「そっか。そうだね」

　琴こと音ねは、緊張の緩んだ柔らかい笑みを浮かべる。

　ただその頬ほおは少し紅あかくなったままだ。

「そうだよね。紅ぐ蓮れんが私と、その、そういう事したいと思う筈はずないもんね」

「…………いや、その、な……」

　適当な言葉が出てこない。

　否定も肯定も出来ない。全く自業自得なのだが。

「でも……紅蓮」

　再び互いの定位置を確保して歩き出す紅蓮と琴音。

　どうやら琴音としてはもう先の言い訳で納得してくれたらしい。彼女は至し極ごく真面目まじめな声で尋ねてきた。

「紅蓮の……好きな女の子のタイプってどんなの？」

「…………」

　これがごく普通の男子高校生と女子高校生の会話に出てきたならば、きっと甘酸っぱい感じの展開が待っていたりするのだろう――と紅蓮は思う。気になる異性でもなければ、少女が少年に好きな女の子のタイプなど尋ねはすまい。



    

  
    
      



    

  
    
      　だが紅ぐ蓮れんと琴こと音ねの間で投げられるそれは、文字通りの意味でしかない。

　そんな紅蓮の内心の憂ゆう鬱うつを、恐らくは露つゆほども知らず――琴音は妙に真剣そうな声で更に尋ねてくる。

「杉すぎ崎さきさんの事で思ったんだけど、紅蓮も男の子なんだから、彼女とか、欲しいよね？　彼女とか居た方が幸せになれるよね？」

「…………かもな」

　呻うめく様に紅蓮は答える。

　本当は喚わめき散らしたい位であったが、今度は何とか抑え込む事が出来た。

「けど……あんまり考えた事ねえよ」

「そうなの？」

「つか何でお前にそういうのを報告せにゃならねえんだよ」

「杉崎さんの事は、残念だったけど――ちゃんとそういう事分わかってれば、次にそういう機会があったら、ちゃんと応援できるし」

「…………」

　紅蓮は行き場の無い苛いら立だちをぐっと堪こらえ続ける。

　ここで余計な事を言ったら、また先程の繰り返しになる。

「…………まあ、その内考えておく。今はそんな事考えてる余裕ねーよ」

　それはその場ば凌しのぎの誤ご魔ま化かしではない――全くの本音だった。

　立て続けに起こった悪夢の様な出来事を思い出しながら、紅蓮は無意味に晴れ上がる晩秋の空を振り仰いだ。



　　　



　筋肉繊維という言葉が在ある。

　そもそも筋肉とは繊維状――つまり糸状の細胞の集合体だ。正確に言えば筋きん繊せん維いと呼ばれる細胞が寄り集まり束になった筋束が、更に寄り集まって筋肉を形成する。つまり極きよく言げんしてしまえば肉は、細い糸で織り成された布の様な構造を持っている事になる。

　故ゆえに、それを引き裂けば、布を引き裂くのとよく似た音がする。

「ぎぃいいいいいいいいいいッ!!」

　絶叫が迸ほとばしった。

　それはもう悲鳴などと呼べる様なものではない。

　骨格の限界まで開かれた顎あごから迸るのは、声というより破壊音そのものである。肉体ではなく精神が完かん膚ぷ無きまでに破裂する際の響きだ。ただの音だけではなく、口から吐き出されるそれに紅あかい霧の様なものさえ混じっているのは――恐らく喉のどの、あるいは肺の毛細血管が破裂しているからだろう。

　薄暗い部屋の奥。

　机が在あって。箪たん笥すが在って。窓が在って。壁には小さな額に入った絵も飾られていて。灯あかりが点ついていない事を除けば、何の変哲も無い、民家の佇たたずまいの真ん中で――

「ばあああああああああ――ッ!!」

　見るも無惨な光景が繰り広げられていた。

　登場人物は二名。

　片方は大柄な男性だった。年齢は恐らく三十代前半――成長期を過ぎ、肉体的にも完成され充実している時期である。筋肉質で肩幅や腕の太さを見る限り、骨格もかなり頑がん強きように出来ているのだろう。

　そんな男が為なす術すべも無く床に組み伏せられている。

　一人の――まさに枯れ枝の様に痩やせた、老婆に。

「…………」

　老婆は笑っていた。

　楽しそうに。愉たのしそうに。心底から嬉うれしそうに。

　笑いながら手を伸ばして、男の肉をむしっていた。

　比ひ喩ゆでも何でも無い。

　老婆の指が男の身体からだに食い込み、突き刺さり、更にはその奥で鈎かぎ爪づめ状に曲げられて無む理り矢や理りに引き戻される。返しの付いた刃物を無理矢理コジって引き抜く様なものだ。当然、男の肉は引き裂かれて、千ち切ぎられて、大量の血が噴き出てくる。

　その際に、びじり、びじりと、まるで布を引き裂くかの様な、ひどく平凡な音がするのが――絶叫の最中にも何な故ぜかそれがはっきりと聞こえてくるのが、まるで悪い冗談の様だった。

「…………」

　老婆は指に引っかかってきた男の肉をしげしげと眺めた後、それを口元に運ぶ。

　まさかと思う間も許さずそれは、老婆の大きく開かれた顎あごの奥に消えていった。

　躊ちゆう躇ちよも逡しゆん巡じゆんも無い。戸惑いなど一切見せずに老婆は、まるで当然の如ごとく――米を口に運ぶかの如くに男の肉を食っていた。くちゃりくちゃりと音を立てて歯の抜けた顎が男の肉を咀そ嚼しやくする。一見すると平凡そうな老婆の顔は、口から下がまるで食事中の肉食獣の如く、真っ赤に染まっていた。

　悪夢そのものの光景である。

　だが――

「――？」

　老婆が怪け訝げんの表情で振り返る。

　轟ごう音おんと閃せん光こうが狂気の情景に挑んだのは次の瞬間だった。

　爆発にも似た光と音に、全すべての色彩が逆転し、血臭に満ちた空気が震える。

　老婆にはそれが短機関銃サブマシンガンの銃火マズルフラツシユと射撃音だと気付く余裕は無かっただろう。四つの銃口から放たれた百を超える銃弾は、老婆の全身に着弾、ほぼ一瞬にしてその肉体をぼろぼろに引き裂いていたからである。

　45口径弾の連射。

　屈強な男でも一撃で撃ち倒されるという大口径軍用弾は、当然の如ごとく、老婆の脆ぜい弱じやくな肉体を完かん膚ぷ無きまでに破壊してゆく。肉片が飛び散り、血が迸ほとばしり、老婆はまるで奇妙な踊りを踊るかの様に、跳ねまくった。

　悪夢の現場に踏み込んできたのは数名の男達たち。

　彼等らは何の躊ちゆう躇ちよも無く手にした短機関銃で老婆を撃った。それも明らかに過剰殺さつ戮りくの――虐殺の誹そしりを免れない程、執しつ拗ように、執拗に。

　しかし。

「…………」

　注意して見れば何かおかしい事に誰だれもが気付くだろう。

　老婆が死なない。

　撃たれて撃たれて撃たれまくって。何発かは頭部にも着弾して。眼球が弾はじけ、頭ず蓋がい骨こつが陥かん没ぼつし、脳のう漿しようが飛び散って。なのに老婆は――倒れない。

「…………」

　弾だん倉そうが尽きたのか、射撃が止まる。

　がくりと糸の切れた人形の様に老婆は俯うつむいて――しかし、次の瞬間、半ば破壊された顔を挙げてにたりと笑った。

　死んでいない。

　全身で百発以上の銃弾を受けながら。

　既すでに老婆というよりも、老婆だったモノ、としか形容しがたい状態になりながら。

　それでもまだソレは動いていた。

　ただ……

「出るぞ！」

　誰かが叫んだ。

　次の瞬間、老婆だった肉塊はいきなり動きを止めた。

　そして――

　………………

「――さすがにちと刺激がきつかったか」

　惨劇の情景は、まるで時が止まったかの様に固着していた。

「トイレは出て右やで」

「……いや…………大丈夫だ」

　神かん薙なぎ紅ぐ蓮れんはそう言った。

　彼の目の前――壁際の五十インチはあろうかという液晶テレビの画面には、一時停止されたビデオの画像が映し出されている。

　そしてその手前に……一人の男がリモコンを片手に立っていた。

「これが俺おれ等らの敵であり、君の敵になるであろう存在――」

　男はリモコンを掌てのひらの上で弄もてあそびながら言う。

「ヤドリギや」

　見るからに胡う散さん臭くさい感じの中年男である。

　髭ひげ面づらに加えて中途半端に伸ばした髪と、丸レンズのサングラス、おまけにカンフーシャツと白いレザー・ジャケット。『怪しい外国人』そのまんまの格好で、ポケットを漁あされば麻薬か覚かく醒せい剤ざいか偽造カードでも出てきそうな印象である。

　少なくとも『日本の平和を守る為ために機能している組織』の一員には見えまい。

　無論、この男の属する組織を、警察や自衛隊といった正式な公的組織と同列に語るのは明らかに間違いだ。国家の予算編成書類はおろか如い何かなる公式書類にもその名が記しるされる事の無い、非合法機関なのだから。

　男の名は逆さか木き慎しん一いち郎ろう。

　彼と彼の仲間が所属する組織の名は〈御ミ火カ槌ヅチ〉という。

　逆木の言葉によると、それは平安の時代より連綿と続く『鬼おに猟かり』の機関なのだそうだ。

　その中でも逆木は主に調査・諜ちよう報ほうを担当する〈索さく組ぐみ〉の人間で、今回の騒ぎにおいて、紅蓮と最初に接触した〈御火槌〉の人間という事になる。そのせいか、どうやら主に紅蓮との交渉はこの男に一任されている様だった。

「『ミカヅチ』っつーのは元々、『御雷みかづち』――日本神話に言う所の雷の神からとられた名前やそうや。刀とう剣けんの神様とか、弓きゆう術の神様とか、まあオーソドックスに軍神とか、そんな感じで信仰されとる神様やね。そのままはいくら何でも不ふ遜そんやから、別字を充あてたとかなんとか」

　と逆木は説明していた。

　確かに現在、日本において常に実戦行動を採とっている組織は他ほかに在あるまい。その意味では『剣の神』や『軍神』の名は相応ふさわしかろう。

　それはさておき……

「ヤドリギ――正しくはヤドリギに取とり憑つかれた被ひ憑ひよう依い体は、人間を止やめてまう」

　あっさりとした口調で逆木は言った。

　ヤドリギ。

　人間に憑ひよう依いして怪物化させる精神の寄生虫。

「でも……」

　こみ上げてくる吐き気を意志の力で抑え込みながら神かん薙なぎ紅ぐ蓮れんは言った。

「これ、普通の婆ばあさんの格かつ好こじゃないか」

　だからこそ余計に異様さが際立つのだが。

「俺おれが見たのはもっと――」

　紅蓮は一度、逆さか木き達たちがヤドリギと称する怪物と出会っている。

　だがそれは、今の記録ビデオ――〈御ミ火カ槌ヅチ〉の物理戦闘部隊〈破は組ぐみ〉が以前に記録したものである――の中の老婆と異なり、最も早はや、人間とは思えない姿になっていた。全身の皮膚は黒く、四肢はまるで漫画の様にやたら筋肉を強調した形状で、しかも太さも関節の位置も左右不ふ揃ぞろい、股こ間かんには尻尾しつぽが生え、しかも頭部には自みずからの素性を示すかの様にはっきりと一対の角が存在していた。

　角を持つ異い形ぎようの人型。

　類似の概念を紅蓮は二つしか識しらない。

　悪魔か。さもなくば鬼か。

「確かにやってる事は怪物そのものかもしれないけど……」

「ああ。それは簡単な話や」

　逆木は頷うなずいた。

「ヤドリギは――正しくは第三段階の、鎧がい鬼き態のヤドリギは、写真やら何やらに映らへんからな」

「……なんだって？　ガイキタイ？」

「鎧よろいの鬼に、形態の態、と書いてガイキタイ」

　逆木は指先で空中に漢字を描いて見せる。

「ちと……難しい話になるんやけどな」

　そう言い置いて――逆木は紅蓮の背後に頷いて見せた。

「梨り緒お、頼めるか」

「はい」

　頷くのは壁際に立っていたもう一人の〈御火槌〉である。

　長い黒髪をポニーテールに結った少女だ。

　御み杖つえ代しろ梨緒。

　それが彼女の名前だという。

　ウェットスーツかライダースーツの様な、黒く身体からだにぴったりと沿った戦闘服の上から武装だの何だのを装備したこの少女は、〈御火槌〉の実戦部隊である〈破組〉の一員だ。

　無体な扱いを受けた紅ぐ蓮れんが、この〈御ミ火カ槌ヅチ〉の施設内で暴れた際に、銃と小刀を手に向かってきた。その際の動きを見ていれば、かなり高度な訓練を受けた、本物の『兵士』なのだという事は素人しろうとの紅蓮にも分わかった。

「…………」

　紅蓮は顔をしかめる。

　どうにもこの少女が紅蓮は苦手だ。

　戦ったからというより、何というか――融通が利かない感じで、しかも無表情なので今一つ何を考えているのか分かりにくい。普段、考えている事がすぐ表情に出る素直な幼おさな馴な染じみの相手をしている事が多いので、こういう堅くて無愛想な女は、とにかく扱いづらい様な印象が在あるのだった。

「ヤドリギのあの異様な――怪物の様な姿は、我々がそう思い込んでいるだけのものです」

「……え？」

　写真に写らない。

　我々がそう思い込んでいるだけ。

（それって……）

　ふと紅蓮の脳裏に『いる筈はずのない妹』の像が過よぎる。

「…………幻覚だってのか？」

「極きよく言げんしてしまえば」

　梨り緒おは平然と頷うなずいた。

　ヤドリギは超高密度呪じゆ詛そ情報体である。

　それは人間に寄生して中身を書き換える。その精神は勿もち論ろんだが、人間の肉体に本来掛かっている幾いくつかの制限すら外はずしてしまう。故ゆえに普段なら出せないような異様な力――火事場の馬ば鹿か力ぢからとも言われる様な力が常に出る状態となり、更には遺伝子そのものすら改変されてしまうという。ある種のレトロウィルスには遺伝子を組み換える能力が在るが、ヤドリギのやる事はそれと同じなのだそうだ。

　だが……そもそもヤドリギには物理的実体が無い以上、それが寄生した処ところで、体重が一瞬で倍に増えたりする訳ではない。素材としての人間は変わらないのである。

　ではどうして紅蓮の眼めにはあれが怪物に見えたのか。

　それは一種の共同幻想なのだと梨緒は説明した。

　そこに実体が無くても、それを認識した全員が『在る』と錯覚したならば、それは存在したも同然という事になる。具体的には呪じゆ術じゆつによる力の場をヤドリギの宿やど主ぬしは帯びるが、それが人間の眼には、物理的実体として映る一方で――純然たる機械の眼にはそれが見えないのだ。

「催眠暗示で『これは焼け火ひ箸ばしだ』と思い込まされた、単なる木の棒を腕に押し当てられると、実際に火傷やけどが生じるという話を御存知ですか？」

「ああ……それは聞いた事がある……けど」

「そこには実際に火傷をする様な高熱が、物理的に発生している訳ではありません。ただ『高熱が在あるのだ』と誤解した意識が、自動的に対処しようとして物理的な反応を示しているだけです」

　呪じゆ術じゆつは更にそれを精せい緻ちかつ強力にしたものだという。

　そしてヤドリギはその塊だ。

　そこに怪物が居ると感じ、実際にその怪物に殺されてしまう事も在あり得えるという事だ。

　呪術の効果を発生させるエネルギー源は結局の処ところ、その対象――つまり呪のろわれた人間は自みずからの力で呪いの状態に自分を落とし込む事になる。

「簡単に言えば、ヤドリギも修しゆ羅ら奇き兵へいも呪術の場――いえ呪術の『鎧よろい』を着ているのだと思って貰もらえば理解が早いかもしれません。だからあの姿は機械の眼めには映りません」

「……妖よう怪かい……みたいな感じか……？」

　小説や漫画では、特定個人や能力の在る人間にしか存在を感知出来ない怪物、などというものは普通に出てくる。そこに在る様に感じられるけれども実体の無いもの。

（……つまり深しん紅くもそうなのか）

　あの妹を自称する怪現象もそれで説明がつく。

　そして――

「……そうか、俺おれのあの姿も……」

　紅ぐ蓮れんの――修羅奇兵状態に発生するあの、髪。

　生物学的に見ればあんな速度で伸びて、しかも事が終われば抜けて、しかもそれ自体が蒸発する様に消滅するなど――在り得ない。

　要するにあれも幻覚の一種だったという事か。

「もっとも、ヤドリギが人間を引き裂くというのは紛れもない事実です。その様子が写真に撮られれば――どうなるか」

「どうなるって……」

「つまりはこういう事や」

　と逆さか木きが静止したままの画面を己おのれの肩越しに示して言った。

「人間の姿をした、けど人間を素手で引き裂く怪物が、人間の中に混じっとる――そんな事が『事実』として公表されたらどうなると思う？」

　逆木は皮肉げな笑みを口の端に載せて言った。

「……魔女狩りや」

「中世ヨーロッパであったっていう？」

「そや」

　頷うなずく逆さか木き。

『魔女狩り』とは中世ヨーロッパ、更には北アメリカ等で見られた、一種の集団ヒステリーである。

『人に仇あだなす魔術マレフイキウム』の使い手とされた男女が数万人――一説には百万人とも言われるが――裁判に掛けられて処刑されたという。

　当然ながら……魔術などという曖あい昧まいなものを『証拠』として用いる場合、関係者の思い込みが多分に判断を左右する。

　実際には『魔女らしい』と噂うわさされ、あるいは訴えられるだけで、殆ほとんど弁解の余地も無く、一方的で形ばかりの裁判を経て、火ひ炙あぶりなどの刑に処せされたと言われている。近代国家に住む人間の感覚からすれば狂気の沙さ汰ただが、当時は大おお真面目まじめに魔女狩りが行われ、数多くの人間が犠牲となった。本当に魔女などというものが存在し超常の力をふるうのならば、ただの人間に捕まり火炙りになどされる筈はずが無い――そんな簡単な道理すら当時の人間を正気付かせる事は出来なかったのだ。

「魔女狩りは元々キリスト教の異い端たん審しん問もんに端たんを発はつするっちゅう意見が支配的やったんやがな、最近じゃ民衆裁判やら民間信仰やらから始まったっちゅう説も在ある。まあ何百年も前の話やから詳しい事はわからへんが……キリスト教が在ったから魔女狩りが起きた訳やないねんな。ぶっちゃけ、規模を問わへんかったら、類似の事例は世界中に、他ほかの時代にも幾いくつも在るねん」

　つまり――と逆木は口にポケットから取り出した板ガムを放ほうり込こみながら言った。

「中世ヨーロッパに限った話やないねん。充分に現代日本においても起こりえる」

　ヤドリギは歴史的愚行を現代に蘇よみがえらせかねない。

　誰だれが怪物か判わからない。自分の隣の家の顔なじみも怪物かもしれない。あるいは自分の親も。あるいは自分も兄弟姉妹も。あるいは自分の恋人や友人も。いつ殺されるか判らない。

　ならば殺される前に殺さねば……当然そう考える者が増えるだろう。

　しかもヤドリギは実際に存在する。

　実際に存在して人間を殺し喰くう。

　ならばその脅威と――そこから発生する恐慌は魔女の比ではあるまい。

　結果として、人間社会は崩壊する。国家がどうのという次元ですらない。農耕や狩猟ですら、人間という生物は集団で行う事を思えば――人々の生活は原始時代よりも更に前に逆戻りしかねない。

「……このヤドリギってのは」

　ふと思い当たって紅ぐ蓮れんは尋ねる。

「そもそも……どうやって生まれるんだ？　これって世界中で発生してるのか？」

「わからへんな」

　逆さか木きは即答した。

「ヤドリギ関連と断定出来る事件の発生場所が偏かたよっとる事から、ある種の条件が重なって生じる自然発生的な呪じゆ詛そちゃうか、とは言われとるけどな――未いまだ確認出来てへん。少なくともこの日本国内やったら関東圏、関西圏の二カ所のみやな」

　故ゆえに〈御ミ火カ槌ヅチ〉の活動拠点もこの二箇所に限定されるという。

「地理的な条件なんか、それとも人口密度や気候といった条件が絡んどるのか、未だ分わかってへん。仮説は幾いくつも在あるんやけどな、証明でけへんかったら意味が無いやろ。『首都』に湧わくんちゃうかとも言われてるけどな」

「首都？」

　紅ぐ蓮れんは眉まゆを顰ひそめる。

　関東は判わかるが関西は――首都ではない筈はずだが。

「その国家の中ちゆう枢すう、脳髄、と言うべきかいな。人数とかそういう意味では東海地方――名古屋とかに湧いてもかまへん筈なんやが」

「けど関西って……」

「知っとるか？」

　逆木は苦笑を深めながら言った。

「皇こう室しつ典てん範ぱんの上では未だ日本の首都は京都やで？」

「え？」

「天皇が遷せん都との詔みことのり出してへんからな」

「あ……………」

　そもそも日本の首都が東京になったのは、江戸時代、日本を支配した徳川将軍家の本拠地が江戸――現在の東京であった事が原因だ。つまりあくまでも国家元げん首しゆの座ざする場所を首都と呼ぶならば、本来、江戸時代さえも日本の首都は通称『千年王城』――平安の時代から続く京都なのである。

　つまり日本には解釈の仕方によって首都が二つあるという事になる。

　天皇体制の上での首都である京都と。

　事実上の政府機能が集中する東京と。

「何にしても」

　逆木は肩を竦すくめて言った。

「どっちも人口が集中しやすい地域な訳でな。そんな所で魔女狩りなんて起こったら、どうなるかは簡単に予測つくわな」

　逆木の口調は平然としていて――今一つ深刻さに欠ける。

　まるで明日の天気か何かの話をしているかの様だ。だがそれだけに――うすら寒くなる様な真しん実じつ味みが在った。この男や梨り緒おにとってそれは、絵空事でも何でもなく、すぐ身近に在ある当たり前の事実なのだ。

　人間社会など。

　相互信頼など。

　条理常識など。

　全すべて――砂上の楼ろう閣かく。延々と数百年に渡って隠され続けて来た真実が暴かれれば、明日にでも崩壊を始める様な、ただそれだけのもの。

「俺おれ等らの仕事がどれだけマジなもんか理解して貰もらえたやろか？」

「今までの話が全部嘘うそで、そのビデオも特撮じゃねえって保証は無いけどな」

　紅ぐ蓮れんは眼めを細めて逆さか木きを睨にらみ据すえる。

「信用あらへんな」

　さして気分を害した様子も無く逆木は言う。

「あいつらの――うちの両親の仲間だった奴等の話なんざ、信用出来るか」

「…………」

　梨り緒おが僅わずかに表情を揺らがせて紅蓮を見る。

　紅蓮の実家とも言うべき神かん薙なぎ家は――梨緒の実家である御み杖つえ代しろ家と呪じゆ術じゆつ研究において競い合っていた存在であるらしい。

　だが事実上、御杖代家の後こう塵じんを拝することとなった神薙家は、起死回生の逆転を狙ねらって、強引な呪術強化兵士――〈修しゆ羅ら奇き兵へい〉の開発に邁進する事となり、当主たる紅蓮の父親は、己おのれの実の息子や娘を使って人体実験を繰り返してきたのである。

　そんな神薙家の生き残りは最も早はや、紅蓮ただ一人。

　彼の兄や姉は皆、実験の末に死亡し――彼の両親もまた十年前の火災によって死亡した。

「逆に言えば」

　逆木は言った。

「お前さんの両親みたいな人間が出てくるって事そのものが、洒落しやれにならへんうちらの状況を証明してると思わへんか？　まさか日曜大工程度の趣味的なノリで、実の息子を改造したりせえへんやろ。まあ生まれた時点でどこか壊れとる人間もおるやろうが、大抵の狂気っちゅうのは、まともな人間が無む理り矢や理り追い詰められた所に発生するもんや」

「…………」

　紅蓮は言葉に詰まる。

　逆木の言う事には一定の説得力が在る。

　ヤドリギが居なければこれを狩る組織も存在しない。その脅威が深刻でなければ狩る者達たちも追い詰められたりはしない。事態が国家の存亡にも――何百万何千万の人間の生死に関かかわるものだからこそ、綺き麗れい事ごとを唱える余裕は失われ、手段を選んでいられなくなる。

　とはいえ――

（こいつは今一つ信用出来ない）

　などと紅ぐ蓮れんは考える。

〈索さく組ぐみ〉の人間――言うなれば諜ちよう報ほう活動を行うのが専門であるこの男の台詞せりふは、詐欺師のそれと同様だ。嘘うそをつく事に躊ちゆう躇ちよを覚える様な人間でもあるまい。この男の言う事を鵜う呑のみにするのは危険だろう。

「まあ一朝一夕で信用や信頼なんか得られるもんやないけどな」

　紅蓮の内心を見透かしたかの様に逆さか木きは笑う。

「そやから神かん薙なぎ紅蓮、お前さんは俺おれ等らを疑ってかかってたらええ」

「…………」

「無理に信用する必要は無いねん。ただ、俺等はお前さんにそれなりに幾いくつかの便宜を図ってやれるから、それに対する対価として、働いて欲しいねんわ」

　あくまでも逆木の口調は軽い。

「とりあえず……」

　新しい板ガムを口に放ほうり込こみながら言った。

「派遣社員っつーか傭よう兵へいっつーか。まあそんな感じで手を打ってくれへんか」

「……派遣社員と傭兵って随分印象が違うけどな」

　紅蓮は顔をしかめて言う。

「なんやったら横文字にしよか？　そやな、フリー・コンパニオンとか」

「…………キャンギャルかよ」

　うんざりした口調で言う紅蓮。

　コンパニオンと言われると何だか女性っぽい印象が在あるのだが。

「一応、傭兵の英訳語やで。マーセナリイとかの方が一般的か」

　へらへらと軽薄そうに逆木は笑う。

「まあ名前は好きに呼べばええわな。とにかく、俺等としては、君に鬼おに猟かりの現場で手伝うて欲しいねん。実戦で君の能力を調べたいっつーのもあるが、前にも言うたように、うちは万年人手不足でな」

「…………」

　紅蓮はちらりと背後を振り返って言った。

「女子供に武器持たせて戦わせる位にかよ」

「――それは私の事を言っているのですか？」

　梨り緒おが眼めを細めてそんな声を投げてきた。

「私は志願して〈破は組ぐみ〉に居ます。人手不足とは直接関係在りません」

「ああそうですか」

　面倒臭くさそうにそう応じる紅蓮。

「まあそういう訳で――」

　逆さか木きは手元のリモコンを操作。

　ビデオの再生が停止され、液晶画面の電源も落とされて、惨劇の情景はのっぺりした黒い平面の向こうに消え去った。

　逆木は『よっこらしょ』と少々年寄り臭くさい掛け声と共に腰を上げると、戸口に歩み寄り、促うながす様に紅ぐ蓮れんを振り返る。

「とりあえずの現状認識が終わったら――次は手続きやな」

「手続き？」

「いや、まあ準備っつーか何つうか」

　言いながら逆木は紅蓮を手招きする。

　ふて腐れて座ったままという訳にもいくまい。仕方なく紅蓮は立ち上がり、逆木の後を追う様にして廊下に出る。更にその後ろを梨り緒おが無表情についてきた。

「こっちや」

　逆木と梨緒。二人に挟まれる形で紅蓮は廊下を歩いていく。

　味も素そっ気けも無い内装の通路である。

　装飾は勿もち論ろんだが、窓すらも無い。秘密機関の建物だから当然なのかもしれないが、紅蓮としては地下の坑道か――あるいは監獄の通路を連想してしまう。幅や高さは標準的なのだが、何ど処こか圧迫感が在あるのだ。

　やがて――

「ここや」

　廊下の途中で逆木が立ち止まる。

　見れば愛想の無い灰色の壁に一枚の扉が填はめ込こまれていた。

　その上には〈装そう組ぐみ〉とやはり味も素っ気も無い書体で刻まれたプレートが一枚。

「ここで君の装備を注文しとく」

「装備……？」

「あの格かつ好このままうろつき回るのはまずいやろ」

　と逆木。

　あの格好――それは即すなわち紅蓮が『変身』する〈修しゆ羅ら奇き兵へい〉としての姿の事だろう。

　四本の腕。黒い皮膚。血管の如ごとく全身を這はう白い線の模様。そして頭部に生えた一対の突起。確かにあの姿の紅蓮は怪物そのものだ。誰だれかに見られれば間違いなく騒ぎになる。

「カメラの類たぐいはともかく、無関係の他人に見られたらややこしい事になるしな」

　ヤドリギの鎧がい鬼き態や、紅蓮の修羅奇兵態は、機械の眼めには映らなくとも――逆に言えば普通の人間の眼には映るのだ。

「それにいくら〈修羅奇兵〉やいうたかて、ヤドリギと本当に肉体能力で互角かどうかはわからへん。防具は要いるやろ。まあ現代風の具足っつーか、戦いくさ装しよう束ぞくやね」

　言いながら逆さか木きは扉を叩たたく。

「野の神がみさん。入るで」

　返事が来るのを待たず彼は扉を開いた。

　逆木の後に続いて紅ぐ蓮れんと梨り緒おも中に入る。

　そこには――

「…………うわ」

　思わず紅蓮の口から呻うめきの様な声が漏れた。

　そこは……端的に言えば武器庫だった。

　壁に沿って鉄製の架台ラツクがずらりと並べられており、そこに銃器や刀とう剣けん類――それも明らかに古美術品とは異なる、現代風の造つくりのものだ――が数え切れない程に収納されている。見せる為ための収納と異なり、いずれもが縦に、銃器であれば銃口を上に、刀剣類であれば柄えを上にして並べられている。他ほかにも何かをまとめて収納しているらしい樹脂製プラステイツクのコンテナ・ケースが並べられており、

　恐らくは鉄と油の臭においなのだろう――乾いた空気の中、微かすかな異臭が漂っており、それが、薄暗い照明と相まって、独特の雰囲気をその部屋に醸し出していた。

　そして――

「――ん？」

　ずらりと並べられた架台の奥。

　灰色と闇やみ色いろに塗り固められたかの様なその部屋の最中に在あって、やたらに違和感を放っている人物が、椅い子すに座っていた。

　容姿よりも何よりもまず目立つのがその衣装だ。

　アロハシャツなのである。

　ハイビスカスをあしらった、いかにも『南国ですよ』と言わんばかりの服で――しかも下は半ズボンである。既すでに季節は晩秋、気温も半はん袖そで半ズボンで過ごす様な段階はとっくに過ぎている筈はずなのだが……小太りのその体たい躯くにそういう格好なものだから、無意味にその周囲だけが暖かそうに見える。

　そして異様なのはもう一点。

　髪の毛を短く刈り込んだ丸顔の真ん中を横切る――あれは眼鏡めがねだろうか？

　断言を憚はばかるのは、本来、単純なレンズ一枚が填はめ込こまれている筈のそこに在るのが、カメラのレンズの様な筒状の部品なのである。いや、恐らくはカメラのレンズそのもので、交換も出来る様になっているのだろう、首からは別のレンズがチェーンに繋つながれてぶら下がっていた。

　眼鏡というよりゴーグル、あるいはヘッドアップディスプレイと言った方が印象が伝わりやすい様な、ゴツい代しろ物ものである。

「逆さか木きちゃん――珍しいな。どうした、〈クーガー〉の調子悪なった？」

　と――アロハシャツにゴーグルというその奇妙な格好の中年男は、思いの外、気さくな口調で尋ねてきた。年齢はよく分わからないが、逆木と同じ位なのだろうか。

「いや、クーガーは問題無いけどな」

　と逆木は言った。

「こいつの装備が欲しいねん。連絡行ってるやろ？」

　と言って彼は紅ぐ蓮れんの肩を叩たたいてみせる。

「あ？　ああ――噂うわさの、神かん薙なぎ家謹製、〈修しゆ羅ら奇き兵へい〉の坊主か」

　野の神がみと呼ばれたその男は椅い子すから立ち上がると、紅蓮達たちの方に歩み寄ってきた。

「お。梨り緒おも一緒か。〈デト〉の調子どう？」

「問題在ありません」

　と紅蓮の後ろから梨緒が答える。

「まあガバ系は耐久性が命だからねぇ。それはさておき」

　野神は紅蓮に視線を移してしげしげと眺めてきた。といってもその双そう眸ぼうは厳いかついレンズの向こう側なので、今一つどこを見ているのかは判わからないのだが。

「この坊主の装備？」

「ああ。とりあえず護身用の拳けん銃じゆうと、それから現場に出る際の短機関銃サブマシンガンと拳銃、それから呪じゆ術じゆつ刀とう、でもって――」

　逆木が懐ふところに手を入れながら言う。

「戦いくさ装しよう束ぞく」

「修羅奇兵の時は四本腕になるんだっけか」

「そうやね。出来れば通常の状態から修羅奇兵態に移行しても破は綻たんしないっつーか、対応出来る格かつ好こで、プロテクターとか、ボディ・アーマーとか作って欲しいねん。早急に」

「大まかなデータさえありゃ、半日程で削り出せるがね」

　と野神は言った。

「細かい所はまあ、ベルトだの何だので調整するとして」

「データはこっちに」

　と逆木が懐から取り出したメモリー・チップらしいものを手渡す。

「目もく視しイメージからの逆算やけど、そう間違ってへん筈はずや」

（……そうか）

　紅蓮は胸の内で頷うなずく。

（俺おれの修羅奇兵状態のデータは、採とりにくいんだ）

　例えば今は、３Ｄスキャナなるものが存在する。これはカメラでぐるりと対象物を撮影するだけで、その形状データを組み上げてしまう代しろ物もので、工業分野では普通に使われている機材だが――カメラの類たぐいにそのまま記録する事のできない修しゆ羅ら奇き兵へい態は、どうしても生身の人間の目もく視しによってしか数値をはじき出す事が出来ないのだ。

「わかった」

　言って――それから野の神がみは首を傾かしげた。

「で、護身用って何よ？」

　確かに逆さか木きは『護身用の拳けん銃じゆう』と『現場に出る際の拳銃』を分けて言っている。

「既すでにヤドリギと一度、接触しとんねんわ、彼は」

「ああ。そういう事ね」

　完全に紅ぐ蓮れんは蚊か帳やの外そとといった感じで話が進んでいく。

　だが……

「ええと――神かん薙なぎ紅蓮、だったか」

「ああ」

　ようやく野神に名を呼ばれて紅蓮は頷うなずく。

「あたしは野神。野神直なお樹き。〈御ミ火カ槌ヅチ〉の装備を扱う〈装そう組ぐみ〉の者だよ」

「…………」

「で、一つ尋ねるが。銃を撃った事は？」

「あるわけねえだろ」

　と紅蓮は顔をしかめて即答する。

　少なくともつい昨日までは一いつ介かいの高校生たらんとしていたのである。海外旅行の経験もない以上、撃った経験どころか本物を間近に見た経験すら無かった――昨日の夜までは。

「左様か。なら――」

　頷きながら野神は紅蓮達たちに背を向ける。

　腰の後ろに拳銃を吊つっているのが見えた。

「…………」

　戦闘が専門という訳ではない様だが、この男もやはり〈ミカヅチ〉の人間という事だろう。野神は架台ラツクの間を歩き、ひょいと軽い動作でその中から一挺ちようの拳銃を掴つかみ出した。更に続く動作でその架台の下の方から部品らしきものを幾いくつか。

「ほれ。こっちこっち」

　その直後に彼は紅蓮達を奥の方へと手招きした。

　奥には、作業台らしい大きな机と、幾つかの工作機械が置かれている。

　机の上にその拳銃本体と――恐らくは予備弾だん倉そうらしい箱形の部品を二つ、明らかに銃声抑制器サプレツサーらしき筒状の部品、更に樹脂製カイデツクスのホルスター、『45ＡＣＰ／乙種処理済み積層呪じゆ術じゆつ弾』と書かれた弾薬箱らしきものを置いて、野神は言った。

「素人しろうとさんならこの辺かね」

「グロックの36な。まあ無難な選択やな」

　逆さか木きも頷うなずいている。

　その拳けん銃じゆうは――何というか、全体的にやたら寸詰まりで、しかも下半分は樹脂製プラステイツクらしい。お陰で見るからに玩具おもちや然とした雰囲気が在あるが、まさかこの場で出されてくるのがエアガンだのモデルガンだのの類たぐいでもあるまい。

「使い方はまあ、逆木か梨り緒おに聞いてくれ。あたしゃ撃つ方は専門外でね」

　と野の神がみは何ど処こか眠たそうな口調で言いながら、グロック36なる小型拳銃と、その関連部品やら何やらを小型のケースに収めていく。

「それと――神かん薙なぎ紅ぐ蓮れん。無駄だと思うが、〈装そう組ぐみ〉の人間として言っておく」

「……？」

「無傷で返せ」

「…………」

　紅蓮は返事に困った。

　まあまさかこんな物騒で非合法な代しろ物ものを渡されて『貰もらった』と想おもう程、紅蓮も脳天気な性格はしていないので、いつか『返す』のは当然だが――武器だの何だの、過酷な現場で使われる実用品は、大なり小なり傷はついて当然だろう。

「ああ、気にせんでええ。野神さんは誰だれにもコレ言うねん」

　逆木が苦笑してそう言ってくる。

「とにかく野神さん、頼むわ」

「あいよ。頼まれたわ」

　野神は頷くと、それで話は済んだといわんばかりに、紅蓮達たちに背を向け――奥の工作機械の方へと歩いていく。

「ほないこか」

　逆木も紅蓮と梨緒を促うながして部屋の出口へと移動する。

　その途中――

「…………どうした？」

　紅蓮が半はん眼がんで自分を眺めているのに気付いて逆木は首を傾かしげた。

「〈ミカヅチ〉ってのはあんたらみたいな胡う散さん臭くさいおっさんの集団かよ？」

「失礼な」

　逆木は言った。

「美少女もそこにおるがな」

　と肩越しに逆木が指差すのは、言うまでもなく梨緒である。

「…………」



    

  
    
      



    

  
    
      　言われてみればまあ、確かに梨り緒おは整った顔立ちをしているが。

　その『美少女』本人はといえば、振り返って見ても、嬉うれしがるでも恥ずかしがるでもなく、やはり無表情に紅ぐ蓮れん達たちの後をついてきている。

「楽しそうな職場やろ？」

「……命懸けでなけりゃな」

　気楽そうに言ってくる逆さか木きに、紅蓮は呻うめく様に答える。

　手に下げたグロック36のケースが――妙に重く感じられた。



    

  
    
      

　　　



　始業の鐘の音で、紅ぐ蓮れんは回想から意識を引き戻した。

「ホームルーム始めるぞ」

　顔を上げて見れば、丁度赤あか城ぎという名の教諭が出席簿を片手に入ってくる所だ。

　生徒達たちの間に広がっているざわめきが、微妙に温度を変えながら静まっていく。

　暮くれ林ばやし教諭について……学校側からの発表は未いまだ無い。

　だが既すでにこの土日で、暮林教諭が死亡したという噂うわさは生徒達の間に広まりつつある様だった。警察も未だ事件の内容については公表していないが、殺人事件ともなれば現場検証は大掛かりにならざるを得ないし、たとえどれだけ捜査に影響が出るからと説得しても、近所の人間全すべてに口をつぐませるのは、不可能だろう。

　しかも赤城教諭は、生徒達を見回してこう告げてきた。

「暮林先生はちょっと事情が在あって学校に来れない。しばらくは俺おれがこのクラスの担任をする事になったから」

　赤城教諭としては、極力さりげなく言った積もりなのだろう。

　だがこれで益ます々ます、生徒達の間に流れている噂は真しん実じつ味みを帯びる事となった。生徒の間で交わされる囁ささやきが暗い熱を帯び、ざわめきがわずかに濃度を増す。恐らく今日の昼休みまでには全校に広まっている事だろう。

「……やっぱり噂は本当だったか」

　隣の席の遠とお野の謙けん吾ごが腕を組んで呟つぶやく。

　教壇の上で赤城教諭が出席をとっているのを横目で見ながら……紅蓮は臨りん席せきの同級生にそっと尋ねてみた。

「噂って？」

「知らねえの？『暮林先生の一家は殺人事件に巻き込まれて皆殺しになった』って話」

「殺人事件……ね。いや、ちょっと土日は出掛けててな」

　若干の自じ嘲ちようを込めて紅蓮は言った。

「押し込み強盗か怨えん恨こんの殺人か、未だ分わかってないらしいけどな。かなり酷ひどい殺され方してたみたいだぜ。金曜日の朝にはもう死んでたってよ」

「…………」

　警察が事件そのものを発表しようとしないのは、報道される事で捜査状況を犯人に知られるのを防ごうという意図が在るのだろうが、高校生の間ですら噂の流る布ふを止められないのであれば、あまり意味は在るまい。

　もっとも……

（実は暮くれ林ばやし先生は肉片みたいに解体されてて、犯人はバケモノに取とり憑つかれた実の娘です――なんて話までは出回ってないみたいだけどな）

　意味ありげに視線を交わし合う同級生達たちを見ながら紅ぐ蓮れんはそんな事を思う。

　ヤドリギは金曜日までは暮林教諭の娘に取り憑いていた――という事実については紅蓮も逆さか木きから聞かされていた。

　その後、暮林教諭の娘という『器うつわ』を棄すてる事で〈御ミ火カ槌ヅチ〉の包囲陣から逃れたヤドリギは、誰だれかの中に――次の犠牲者に取り憑いて紅蓮を襲おそったのだ。

　次の憑ひよう依い先が誰なのかは未まだ分わかっていない。

　存在自体が高密度の呪のろいであるヤドリギは『縁』を辿たどって転移するという。

　つまり物理的な距離よりも、人間同士の記憶や感情といったものの流れを手掛かりに、次の寄生先を探すらしい。『感染呪じゆ術じゆつ、あるいは類感呪術的な考えでな』などと逆木は説明していたが、正直、何の事か紅蓮にはさっぱり分からない。

　いずれにせよ……ヤドリギは、暮林教諭の娘から別の誰かに転移したと考えられている。

　金曜日に紅蓮を襲ったのは、時間的に考えてその『二人目の被憑依者』だ。

　そして――

「…………」

　紅蓮は全身の毛が逆立つのを覚えていた。

　二人目は恐らくこの学校の中に、居る。

　確か暮林教諭の娘は以前――夏休みに、部活の顧問として学校に出てきていた父親に、忘れ物を届けに来てこの学校の生徒何人かと顔を合わせている。確か謙けん吾ごが『全然父親に似てねえんだよ。すっげえ可愛かわいいかった』と力説していたから紅蓮も覚えている。

　そして何よりも……

（――あの、校章）

　現場を『何も無かった』かの様に保全する『繕ぜん組ぐみ』が回収した遺留品が在あった。

　恐らくはヤドリギの依より代しろが落としたと思われる――逆木のミニ・クーパーが激突した時だろう――小さな校章。制服に付けるもので、男女共用の、親指の先程度のものだ。

　それは紅蓮達の通う高校を示していた。

　つまり――

「…………」

「――ん？」

　紅蓮の視線を受けて謙吾が眼めを瞬まばたかせる。

「なんだ？」

「いや……」

　曖あい昧まいに首を振る紅蓮。

　謙けん吾ごがヤドリギに寄生されている可能性も在ある――という事だ。

　紅ぐ蓮れんは〈御ミ火カ槌ヅチ〉が秘密組織である事の必然性を、ようやく実感として理解した。

　誰だれが化け物なのか分わからない。

　当たり前の日常の中に人間の顔をして人食いの怪物が混じっている。

　疑い出せばきりがあるまい。しかも憑ひよう依いの初期段階では自覚症状すら無い事も多いらしく、ヤドリギの被憑依者が怪物としての本性を晒さらした時には既すでに、状態が進んでいて、数名の死者が出ている事が多いのだという。

　本来ならば紅蓮が金曜日、その一人目になる筈はずだったのだ。

　野生の熊くまが人里に降りてくるだけでも大騒ぎになる。

　人間の精神を乗っ取り、熊以上の膂りよ力りよくを持った不死身の化け物に変える精神寄生体が存在するなどという事実が、周知のものとなれば……それも誰か犠牲者が出るまでそれと分からないなどという事が知れ渡れば、逆さか木き達たちの言う通り、人間社会は人々の疑ぎ心しん暗あん鬼きから容易たやすく瓦が解かいする。

　この学校の何ど処こかにあの怪物が居るのかもしれない。

　しかも――

（……あの化け物は）



『ナニ？　ナニドウジダノ、紅蓮、ソノガッゴ……』



　紅蓮の名前を呼んだ。

　それはつまり紅蓮の知り合いだったという事か。

　勿もち論ろん、偶然に――一方的に紅蓮の名を知っていただけかもしれないが、もし知り合いなのだとすれば、やはりこの教室の誰かがヤドリギに寄生されている可能性が在るという事だ。勿論、他ほかの学級や他の学年の生徒という事も在あり得えるが。

　それに……

（アレは俺おれを『紅蓮』と呼んだ……）

　苗みよう字じの『神かん薙なぎ』ではなく名前の『紅蓮』で彼を呼ぶ者は極めて限られる。

　この教室の中に限定すれば――

「…………」

　紅蓮は、少し離れた席で授業の準備をしている琴こと音ねの方を振り返る。

（いや、まさか、違う。在り得ない）

　紅蓮は自分に言い聞かせる様に考える。

　だが冷静に考えれば、その可能性は勿論、否定出来ないのだ。

　琴音がヤドリギに憑つかれていないという証拠も理由も無い。

　いや、むしろ高いと言うべきなのだろう。

『紅ぐ蓮れん』と名を呼んだ事。

　そして何より――紅蓮があの怪物と出会ったのは、笹ささ原はら家の近くだ。

　在あり得えないというのは、単に紅蓮の個人的な感情に起き因いんする希望的観測に過ぎない。

「…………」

　紅蓮は教室を見回す。

　見慣れている筈はずの日常風景が現実味を失い――まるで芝居の書き割りの様な薄っぺらいものに見えた。

「…………」

　教師の出欠確認の声と、それに応じる生徒の声が単調に響く。

　そして――

「――杉すぎ崎さき」

「はい」

　その声に紅蓮は思わず彼女の方を振り返っていた。

　杉崎由ゆ奈なは、いつも通りの様子で自分の席に座っている。

　正直言って、どんな顔をして話をすれば良いのか見当もつかなかったので、今朝、彼女がいつもの様に話し掛けてこなかったのは――正直言って助かった。色々な事が起こりすぎて、紅蓮としても彼女の気持ちを慮おもんぱかる余裕が無くなっているのだ。

（…………杉崎。ごめん）

　ひっそりと紅蓮が胸の内でついた溜ため息いきを知る者は居ない。

　しかし――

「さて。今日は転校生を紹介する」

　出欠を取り終わって一息つくと、おもむろに赤あか城ぎ教諭はそう告げてきた。

　教室中のざわめきがまた温度を変える。

　唐突な話だった。

　転校生がくるとなれば、それこそ事情通の生徒が予あらかじめ話題にしていそうなものである。もっとも暮くれ林ばやし教諭の噂うわさで持ちきりの校内には、そんな話が広がる余地など無かったのかもしれないが。

　赤城教諭は教室の出入り口の方を振り返って言った。

「入りなさい」

「――はい」

　赤城に促うながされて入ってきたその『転校生』を見て――

「…………ッ!?」

　紅蓮は思わず席から立ち上がりそうになった。

　長い黒髪をポニーテール状に結った少女。

　格好こそセーラー服で以前と異なっていたが、間違いない。

　真まっ直すぐ背を伸ばした清すが々すがしい姿勢で少女は歩き、教壇の上に登ると、赤あか城ぎ教諭から手渡されたチョークでもって自分の名前を書いていく。黒板とチョークという、普通の人間ならば書き慣れない組み合わせでありながら、明らかに達筆と分わかる流麗な文字が、次々と記しるされていった。

　全部で五文字。

　御み杖つえ代しろ梨り緒お。

「みつえしろ、りお、です。よろしくお願いします」

　噛かんで含める様に丁寧に自己紹介してから、梨緒は折り目正しい仕し草ぐさで一礼する。

（なに考えてんだ、あいつは!?）

　両の拳こぶしを握にぎり締めて紅ぐ蓮れんは叫び出したい衝動を堪こらえた。

　聞いていない。全く知らなかった。梨緒が紅蓮の学校に――それも同じ学級に転入してくる事など、一切知らされていなかった。まさか同姓同名の別人という訳でもあるまい。

　しかも……

「このクラスの」

　切れ長の双そう眸ぼうがひたと視線を向ける。



    

  
    
      



    

  
    
      　他ほかの誰だれでもなく――真まっ直すぐ紅ぐ蓮れんに。

「神かん薙なぎ紅蓮の遠縁にあたります」

　呆ぼう然ぜんとしている紅蓮を静かに見据えて〈御ミ火カ槌ヅチ〉の少女はそう宣言した。



　　　



　対宿やどり鬼き秘密特務機関――〈御火槌〉。

　形式的には日本政府の下に存在しながらも、その実、現在の日本政府が形成される遙はるか以前から活動を続ける組織である。

　歴史的に見ても、性質的に見ても、当然ながら〈御火槌〉は政府に対して一定の影響力を持っており、独自の権能と武力を備えた組織である事から、『日本の中に在ある小国』と評する関係者も居る。

　もっとも歴代内閣の閣僚達たちも『政治生命は元もとより人間としての生命も惜しいならば極力関かかわるな』と後任に言い送りながら退陣してきた事から、〈御火槌〉の存在を知る者はごく少数であり、彼等らからは、ただただ『触らぬ神に祟たたり無し』と遠巻きにされ、恐れられ続けていた。

　恐らく外部の人間はおどろおどろしい秘密結社じみた、古臭くさい儀式と因いん襲しゆうによって塗り固められた時代錯誤なイメージを抱いているのだろう――と逆さか木きは思う。

　そしてそれは根本的には間違っていない。

　ただ――

「……以上です」

　逆木はそう言って報告を締めくくった。

　彼が居るのは、ある高層ビルの一室である。

　何も知らぬ者が見れば、それは何ど処こかの大企業の会議室にしか見えまい。広々とした部屋の真ん中に置かれた円卓には、六人の男女がついており、彼等の視線は揃そろって部屋の隅に立つ逆木達の方に注がれていた。

　和服を着ている者も居れば、背広スーツ姿の者も居る。いずれも殊更に異様な格好でもない。怪物じみた異い形ぎようや異い相そうの者も居ない。中身が――精神がどうであれ、見た目には普通の人間達でしかなかった。むしろ彼等の佇たたずまいは企業の重役、あるいは高級官吏、といった風情で……見るからに冷徹そうではあったが、仰々しい虚こ仮け威おどしの雰囲気は微み塵じんも無い。

　これが鬼おに猟かり機関〈御火槌〉の采さい配はいを振るう者達なのだと告げられれば、外部の者達は意外に思う事だろう。

　だがこれは当然のことでもある。

〈御火槌〉はある意味で日本に唯一存在する実戦的な――実戦を絶える事無く常に続けて来た武力組織だ。その目的はただただ宿やどり鬼き――ヤドリギの封ふう殺さつであり、その為ためだけに常に組織としての効率化を図ってきた。これは〈破は組ぐみ〉の武装などにもよく顕あらわれており、有効と判わかれば最新の武装を導入して事にあたる。失敗は人間の生死どころか日本という国家の崩壊にも繋つながりかねない以上、そこに中途半端な様式美だの何だのが入り込む余地は殆ほとんど無いのだ。

　装飾過剰の儀式剣ではなく、威力本位の実用品――それが〈御ミ火カ槌ヅチ〉だ。

　ちなみに、さすがの逆さか木きもここではサングラスを外はずしている。目め許もとは普通なので途端に胡う散さん臭くささが三割ほど減った様な印象である。

　それはさておき……

「在あり得えん」

　円卓に就いている者の一人、十六夜いざよい家代表が呻うめく様に言った。

　背広スーツ姿の偉い丈じよう夫ふである。年齢は初老の域に達している様だが、炯けい々けいと光るその双そう眸ぼうは、そこらの若者よりも遙はるかに精気に満ちている。大物実業家然とした雰囲気がその姿には在った。

　十六夜いざよい帯たて刀わき。それがこの男の名だ。

「神かん薙なぎが修しゆ羅ら奇き兵へいを独自に完成させていたなどと」

「ですが資料を見る限り確かにこれは修羅奇兵」

　隣の御み杖つえ代しろ家の代表が言った。

　こちらは若い女である。未まだ三十には達していまい。だが癖くせの無い黒髪を結い上げ、和服を帯びるその姿は、既すでにある種の風格を醸し出していた。

　御み杖つえ代しろ雪ゆき緒お。

　この円卓に就いた者の中では二番目に若い。

「勿もち論ろん、我等らが当初より求めていたものと全く同じという訳には参りますまいが」

「当たり前だ。こんなものは修羅奇兵とは呼べん。この十六夜家にも未いまだ不可能なものを――神薙などが」

「ふむ。帯刀殿は余程に神薙に先を越されたのが不愉快と見える」

　揶や揄ゆする様に言うのは帯刀の向かいに座る老女。

　年齢はもう七十を超えているだろう。こちらも着物姿で、白髪を結い上げているが、むしろ飄ひよう々ひようとした様子で、威圧感の類たぐいは殆ど無い。むしろ衣装を作さ務む衣えの様な安っぽいものに変えれば農家の縁側か、何ど処こぞの駄菓子屋の店先に座らせてもよく似合うだろう。

　伽が藍らん堂どう紫し乃の。

　伽藍堂家――主に外部組織との渉しよう外がい役を務める家で、〈索さく組ぐみ〉や〈繕ぜん組ぐみ〉にはこの家かその分家の出の者が多い。実の処ところ、逆木もその一人だ。

「…………」

　帯たて刀わきが眼めを細めて紫し乃のを睨にらみ据すえる。

　だが老女は平然と微笑を浮かべてその射うち殺ころす様な視線を受け止めた。

　更に――

「我等らの先達が修しゆ羅ら奇き兵へいの構想を立てたのは二世紀も前だ」

　惑まど羅ら葉ば家の長が言った。

　名は惑羅葉兵ひよう衛え。

　和服を帯びた細ほそ面おもての中年男性である。

　神経質そうな外見にかかわらず、以前は〈破は組ぐみ〉の隊長を務めていた人物で、惑羅葉家そのものが武術戦術の研究に特化した集団である。惑羅葉家は勿もち論ろん、〈御ミ火カ槌ヅチ〉とすら縁も所縁も無かった傭よう兵へい――現隊長である迫さこ水みず純じゆん一いちを引き抜いてきて〈破組〉の長に据えた事からも判わかる様に、〈御火槌〉六家の中では身も蓋ふたも無い程の実利主義、能力至上主義の家門だ。

「時代は変わっている。当然に状況が変われば戦術も変わり、求められる修羅奇兵の性能諸元も当然に変化する。過去の原型に執着する意味はなかろう。ともあれ今問題とすべきはその神かん薙なぎ紅ぐ蓮れんとやらが戦力として使えるのか、そして」

　兵衛は円卓の一同を見回して言った。

「その能力――量産出来るのか」

「…………」

　眉まゆを顰ひそめる帯刀と紫乃。

　勿論――現時点ではその目もく算さんは立っていない。

　未いまだ十六夜いざよい家も御み杖つえ代しろ家も神薙紅蓮の体内に組み込まれた呪じゆ術じゆつ回路の解析には成功していない。どうしてもと言うのならば、神薙紅蓮を生きたまま物理的にも呪術的にも解剖する必要が在あるが――万が一にも失敗すれば、彼等は貴重な『お手本』を喪うしなう事になる。

　また黙って解剖される紅蓮でもない。

　十六夜家の呪術者達たちの独断専行とその結果については既すでにこの場で報告済みである。

「御杖代家の者が一人、監視と補佐の役目で近くに置かれている様だが？」

　兵衛がそう問うてくる。

「これは――十六夜の独断専行と同様、少々問題がないかね？」

「あれは確かに御杖代家の出ではありますが」

　雪ゆき緒おが涼やかな口調で言った。

「御杖代梨り緒おの配置を決めたのは我々ではありません。推薦が在ったからです、〈破組〉と〈索さく組ぐみ〉から」

「ほう……」

　円卓に就く者達の視線が、逆さか木きと、そしてその隣の人物に集中する。

　誰だれでもない――その推薦者というのが彼等らだからだ。

（あー…………）

　逆さか木きは胸の内で溜ため息いきをついた。

　確かに〈御ミ火カ槌ヅチ〉は実戦的な武力組織であり、中途半端な様式美はそこには無い。無いが――しかし古来から永く続いた結果として、閉へい塞そくしがちな価値観は、組織内での権威争いに繋つながっていた。

　勿もち論ろん、それが〈御火槌〉の、対ヤドリギ封ふう殺さつ機関としての機能を阻害する様な事にまでは至っていない。それならとっくに〈御火槌〉は存在理由を喪うしなって消滅していた事だろう。六家いずれもヤドリギを封殺する、その事を至上命題としているのは変わりない。

　ただ内部での微妙な牽けん制せいのし合いがこうした会議の場では露ろ呈ていする事が多く、報告者としてこの場に立たされる者は、何かと気苦労が絶えない。

（企業の中間管理職ってこんな感じなんやろな）

　と逆木は思うが、勿論、口には出さない。

「理由を聞こうか」

　帯たて刀わきが訊たずねてくる。

「一つは先日の戦闘において御み杖つえ代しろ梨り緒おが相棒を喪っており、事実上、予備兵員扱いになっていた事」

　そう答えたのは逆木ではなかった。

　彼の隣に並んで立つ男である。年齢は――よく判わからない。そう若くはないのだろう。だが老いた雰囲気が無いのだ。痩やせているが貧弱な雰囲気は無く、全体的に絞り込まれた体たい躯くは何かの武器を想おもわせる。それも刀とう剣けん類ではない。装飾性を一切廃した実用本位――戦闘用ナイフの印象だ。

　ある意味で〈御火槌〉の武力集団たる側面を体現するかの様な人物である。

　それもその筈はず――彼は〈破は組ぐみ〉の隊長だ。本来〈御火槌〉とは縁の無い家系の人間だが、その経歴と能力を買われて引き抜かれた、筋金入りの戦闘屋。

　迫さこ水みず純じゆん一いち。

「更に一つは、戦闘における連携性は今一つですが、個人としての戦闘技能については充分なものを備えている事」

　両手を後ろで組み、口調も丁寧だが――しかし居並ぶ〈御火槌〉の首脳達たちを前に臆おくした様子は微み塵じんも無い。自みずからを『外と様ざま』と評する通り、外部から入ってきた迫水は〈御火槌〉内部の価値観にあまり染まっていないのである。

「また一つは……既すでに何度か神かん薙なぎ紅ぐ蓮れんと顔を合わせているという事。それも修しゆ羅ら奇き兵へい状態の時に直接戦闘をしており、片へん鱗りんとはいえその能力を肌で理解しています」

「更に言えば……」

　逆さか木きが後を継ぐ。

「一つ、ここで監視役として新しい人間を用意するよりは、神かん薙なぎ紅ぐ蓮れんも警戒を解ときやすいと判断した事」

（まああの二人の場合、警戒を解く解かへん以前の問題かもしれへんけどな）

　などと内心で思いつつも、逆木は口には出さなかった。

　そして――

「一つ、神薙紅蓮に年齢が近い事。彼の身辺警護、監視となると、同じ様に行動できる学生の身分の方が良い、との判断です。そして――最後に一つ」

　逆木は手にした資料をめくって見せた。

「この――遺留品」

　資料写真に写っているのは〈繕ぜん組ぐみ〉が現場から回収してきた小さな校章だった。

「神薙紅蓮のものではないという確認はとれています。という事は現場でヤドリギの依より代しろが落とした可能性が高い」

　勿もち論ろん……全くの偶然で、紅蓮がヤドリギに襲おそわれる前に、そこを通った何の関係も無い生徒が落としたという可能性も在ある。

　しかし――

　逆木は御ミ火カ槌ヅチ六家の当主、あるいは当主代行達たちを見回して言った。

「もしヤドリギが未いまだ完全に宿やど主ぬしを支配しきっていないなら、学校に出てきている可能性が在ります。この学校に探索役として誰だれかを送り込むのが得策と判断しました」



　　　



　御み杖つえ代しろ梨り緒おはよく目立った。

　基本的に美人だという事もある。だが――それだけではない。彼女の場合、立ち居振る舞いが凛りん然ぜんとしていて明らかに他ほかの少女達と一線を画す雰囲気というものが在るのだ。

　バレエや日舞を幼い頃ころから習っている人間は、歩き方そのものが違うという。

　恐らく身に着けた技能が仕し草ぐさの端々にも滲にじんでいるのだろう。もっとも梨緒のそれは、踊りだの作法だのという様な、無害で可愛かわいらしいものでは決してないのだろうが。

　単に容姿や雰囲気だけではない。

　学力の面でも彼女は早々に目立っていた。

　転校生という事で、恐らくは様子を見るという意味も在ったのか、授業中も教師達は何かと彼女をあてて質問をしたりしていたのだが――彼女はその全すべてに、ほぼ完かん璧ぺきに答えていたのである。数学。物理。古文。英語。数学は少々苦手の様ではあったが、答えるのに多少時間が掛かる、という程度で間違った事は一度も無かった。

　ここまで隙すきが無い人間も珍しい。

　当然ながら、生徒からも教師からも梨り緒おは注目を浴びていた。

　しかも――

「御み杖つえ代しろって変わった名前だよね」

「そうですか？」

「なんか旧家っぽいっていうか。実は良いところの御お嬢じよう様さまとか？」

「どうでしょう。家は古くから続いていると聞いていますが」

「お～」

　梨緒を囲む女生徒達たちの間からどよめきが漏れてくる。

　時刻は十二時半――昼休み。

　四限目の授業が終わった直後、早速、物見高い女生徒達数人が梨緒を囲んで声を掛けているのだ。三度在あった休み時間にも、何かと話し掛けている女生徒は居たが……長い休み時間という事で本格的に『尋問』する積もりらしく、彼女等らは机を動かしてきて、梨緒の周りで持参の弁当を広げている。

　梨緒は梨緒で何やら紫色の風ふ呂ろ敷しき包づつみから、漆うるし塗りの、和の風味漂う弁当箱を取り出して食べていた。中身はさすがに紅ぐ蓮れんの位置からは見えないが。

　で――

「…………」

　紅蓮はといえば購買にパンを買いに行く事も無く――梨緒がどういう行動に出るのか分わからなくて眼めが離せないからだ――空腹感を抱えながらも、自分の席に座って女生徒達の会話をそれとなく聞いていた。

　少女達の質問攻めに対して、とりあえず梨緒は当たり障りのない返事をしてはいる。

　だが……

「ケータイ番号聞いていい？」

「携帯。携帯というと？」

「ケータイはケータイでしょ。携帯電話」

「ああ。携帯電話ですか。はい」

　と――そこでようやく鞄かばんから携帯電話を取り出す始末。

　どうやら携帯電話というものそのものは知っていても、それを略した『ケータイ』という一語が、そのまま携帯電話を指す様に世間ではなっているのだ、という事が分かっていないらしいのだ。

　他ほかにも、とにかく略称や俗語になると途端に知識の無さが露ろ呈ていする様だった。

　プリクラ、写メ、コスメ、その他諸もろ々もろ。

　本当に何ど処この深窓の令嬢かと呆あきれ始めた少女達の間で――

「御み杖つえ代しろさんって神かん薙なぎ君の親しん戚せきだって言ってたわよね」

　と問うたのは――由ゆ奈なだ。

　いきなり名前が出てきて紅ぐ蓮れんは心臓がどきりと跳ねるのを覚えた。

　そんな紅蓮の内心を知ってか知らずにか、梨り緒おは平然とした口調で答えている。

「はい。父方の遠縁にあたります」

「ふぅん？」

　意味深に笑いながら由奈が紅蓮の方を振り返ってくる。

「神薙君」

「…………なんだよ」

　声を掛けられては知らん顔も出来ない。

　紅蓮は努めて表情を抑え込みながら少女達たちの方を振り返った。

「こんな美人の親戚が居たなんて知らなかったよ」

「……そうか」

　としか紅蓮は答えられない。

　梨緒がどういう『設定』で紅蓮の親戚を名乗っているのか分わからないので、迂う闊かつな事を言えば何もかもをぶちこわしにしてしまう可能性が在あるからだ。正直、梨緒の――そして恐らくは〈御ミ火カ槌ヅチ〉の思惑など紅蓮の知った事ではないが、彼女の正体がばれれば、芋づる式に知られたくない諸もろ々もろが明るみに出てしまう。

「確か琴ことちゃんも親戚なんだよね？」

　由奈は琴こと音ねの方を振り返って尋ねる。

　梨緒に詰め寄る少女達には混じらず、自分の席で持参したパンを食べていた琴音もまた、いきなり声を掛けられて、びっくりしたかの様に身を奮わせてから――

「え――うん。まあ」

　やや困惑顔で頷うなずいた。

「私は紅蓮から見れば母方の親戚だけど」

「じゃあ琴ちゃんと御杖代さんは直接の親戚じゃないって事？」

「そんな感じかなあ」

　琴音も少し困惑した表情でそう答える。

　当然だろう。

　琴音が――笹ささ原はら家が神薙家の遠縁であるのは事実だが、笹原家はごく一般的な家庭で〈御火槌〉とは関係が無い。恐らく琴音は勿もち論ろん、その両親も、神薙の家が裏では化け物を狩る集団の一員だった、などという話は知るまい。

　いずれにせよ梨緒の存在は琴音にとっても青せい天てんの霹へき靂れきだった筈はずだ。

　彼女の中で梨緒をどの様に捉とらえて良いのか、扱うべきなのか、決めかねているといった印象である。自分にとって直接の親しん戚せきでないとはいえ、紅ぐ蓮れんの親戚で、しかも同級生となると、琴こと音ねにとっては無視出来ない相手になってくる。

　梨り緒おを囲む女生徒達たちに混じっていなかったのは彼女の、控えめというか、引っ込み思案な性格故ゆえの事だろうが……これを機会とばかりに琴音は話に加わる事にした様だった。

「えっと」

　琴音がこちらを振り返って尋ねてくる。

「御み杖つえ代しろさんって――紅蓮とは従兄妹いとことかになるの？」

「…………どうだったかな」

　紅蓮はやはり無表情にそう応じた。

　事前の打ち合わせも無しに、いきなり親戚宣言されても対処に困る。

　まあ打ち合わせをしたらしたで、紅蓮は梨緒が転校してくる事には断固拒否していただろうから――〈御ミ火カ槌ヅチ〉の連中、特にあの胡う散さん臭くさい逆さか木きとかいう男に見透かされていたのかもしれないが。

「何だか神かん薙なぎ君、不機嫌みたいね」

　楽しげに由ゆ奈ながそう言ってくる。

　金曜日の事などまるで無かったかの様に、その表情は明るく、いつもの杉すぎ崎さき由奈だ。

　それが土日の二日間で気持ちの整理をつけたからか、それとも普段通りの自分を演じているだけなのかは、紅蓮にも判わからない。

　だが――

「照れているのでしょう」

　と梨緒は淡々とした口調で言った。

　さらりと――何でもない事の様に。

「親が決めた事とはいえ、許嫁いいなずけですから」

「――っ!?」

　ざわりと生徒達の間に驚きよう愕がくの波が走る。

「マジ!?」

　やはり少女達の会話には耳をそばだてていたのか、隣席で弁当を食べていた謙けん吾ごが、愕がく然ぜんとした表情で紅蓮を振り返って問うてきた。

「ちょ……おま、許嫁っておい!?」

「黙れ。頼むから黙れ」

「てめっ……そういう事かよ!?」

「どういう事だか言わなくていいぞ。ってゆーか言うな。黙れ」

　呻うめく様に、出来るだけ目立たぬ様にと声を抑えて紅蓮は言うが――謙吾は紅蓮の襟首を掴つかまんばかりの勢いで身を乗り出して喚わめいた。

「笹ささ原はらと付き合ってない付き合ってないって、妙に言い張ると思ったら！」

「それとこれとは関係ねーよ！」

　たまりかねて机に拳こぶしを降り降ろし叫ぶ紅ぐ蓮れん。

　同時に――女生徒達たちも何やら興奮して口々に喋しやべっている。

「すっごい、漫画みたい！」

「許嫁いいなずけって――フィアンセ？　婚約者だよね？」

「え、卒業したら結婚すんの？」

「マジ？　なんか凄すごいんですけど！」

　生徒達が色めきだって騒ぐ中、紅蓮は頭を抱えたくなるのを必死に堪こらえていた。

『マジ!?』――それは誰だれよりも紅蓮が真っ先に叫びたい台詞せりふだ。

　一体何を考えているのだ、この女は!?

　ただでさえ由ゆ奈なの一件で、紅蓮は精神的な消耗が激しいのだが――

「…………御み杖つえ代しろ」

　紅蓮は唸うなる様な声で言った。

　それはもう愉たのしげに囀さえずっていた女生徒達が、ぴたりと口を噤つぐんで興味深そうに紅蓮と梨り緒おを見比べる。やはり思春期――他人の色恋沙ざ汰たは最高の娯楽なのだろう。

「梨緒でいいですよ。紅蓮」

　平然とそう梨緒はそう言ってくる。

「いつもそう呼んでいるでしょう？」

　ただしその表情は照れもしなければ焦りもせず、憎たらしい程に静せい謐ひつだった。

　それどころか、彼女の整った顔には、親近感すら欠片かけらも無い。お前は本当に許嫁を演じる積もりが在あるのかと襟首掴つかんで問とい質ただしたい位に、事務的な口調だった。

「ああそうだな、本当にそうだな!?」

　半ばやけくそで紅蓮は言う。

（なにが『いつもそう呼んでいるでしょう』だよ!?　お前の中でどんな設定が作られてるんだよ!?）

　叫び出したい気持ちを必死で抑えて紅蓮は言った。

「いつまでも親の決めたくだらねえ話を真に受けてんじゃねえよ」

「私に異論は在りませんが。紅蓮は在るのですか？」

「在るに決まってんだろうが！」

　こいつは本当に何を考えてこんなホラを吹きまくっているのか。

　紅蓮が呻うめく様に溜ため息いきをついたその時――ようやく昼休みの終了を告げる鐘が鳴った。



　　　



　コンクリートの地肌が剥むき出だしになった地下駐車場。

　恐らくは五十台以上の駐車容量を持つ広大な空間の片隅に――逆さか木きのミニ・クーパーは停車していた。駐車スペースで埋まっているのはおよそ三分の一。しかもその殆ほとんどが大型の外車――それも高級セダンである。

　その中でこぢんまりしたミニ・クーパーの車体は妙に目立っていた。

〈御ミ火カ槌ヅチ〉が東京都内に持つ拠点ビルの一つ……その真下である。

　首脳部への報告を終えた逆木は、迫さこ水みずと別れ、〈索さく組ぐみ〉の通常任務に戻るべくこの地下駐車場に降りてきた。やれやれと溜ため息いきをつきながら彼はジャケットの胸ポケットから取り出したサングラスを掛けると、車の運転席に滑り込み――

「――逆木」

　そこで、嗄かれた声が彼を呼んだ。

　声の主は同じ車内ではない。それは扉を閉じきる前の隙すき間まから、狙ねらい澄すましたかの様に入り込んできたのである。

「…………」

　思わず取りかけたサングラスを敢あえてそのままにして――そのレンズの下から逆木は自分の右隣を一いち瞥べつした。

　隣の駐車スペースには、ミニ・クーパーとは同じ『車』という単語で括くくるのも躊躇ためらわれる様な灰色の大型車が黙然と存在していた。７６０Ｌｉ――ＢＭＷの最上級車フラツグシツプである。それも外観からは殆ど見分けがつかないが特別仕様車だ。高価な防弾硝子ガラスと防弾鋼こう板ばんを使いまくった代しろ物もので、重量は通常の７６０Ｌｉよりも五割り増し、エンジンもそれに合わせて強化されている。見た目は単なる車でも、実体は装甲車に等しい。

　実の処ところ、この駐車場に停とまっている高級車はいずれも〈御火槌〉六家の当主や当主代行と、その侍じ従じゆうが乗る車で――多少の差は在あれ、全すべてこの７６０Ｌｉと同様の仕様になっている。

　高級車を選んでいるのは贅ぜい沢たく故ゆえの事ではない。あくまでエンジンの馬力と空間容積の問題である。小型車では防弾鋼板を仕込みきれないか、無理をして仕込んでも重くなりすぎて車体としてのバランスを著しく損ねるからである。

「ちょいといいかい？」

　７６０Ｌｉの後部座席。

　そこの硝子が下げられて中に一人の老婆が座っているのが見える。声を掛けたのは彼女だ。車体は駐車スペースからわずかに前に出ている為ため、逆木と老婆の距離は一メートルも無かった。

「何でしょう」

　前方を向いたまま逆さか木きは言った。

「貴方あなたも件くだんの神かん薙なぎ家遺児に張り付いておきなさい」

　同じく前を向いたまま老婆が命じてきた。

　伽が藍らん堂どう紫し乃のである。

「目付役として御み杖つえ代しろの息女だけを張り付かせておくのは何かと不穏です」

　紫乃は言った。

「御杖代も十六夜いざよいも今回の件では少々神経質に過ぎます。つまらぬ事で〈御ミ火カ槌ヅチ〉の結束が崩れては眼めも当てられません。それに――」

　伽藍堂家の当主は眼を細めた。

「ここしばらく猟かりも上う手まく行っていない様子」

「〈破は組ぐみ〉や〈滅めつ組ぐみ〉が――いや〈御火槌〉そのものの結束が緩んできていると？」

「いえ。それならば未まだ良いのですが……」

　ではこの老婆は何を憂うれいているのか。

　もし内部の諍いさかいによる組織の結束力低下以外に、組織の存亡を直接的に脅かすものがあるとすれば――それは。

「あくまでこれは私の勘でしかありませんが、今回の神薙の遺児の一件、後々何かの契機となる可能性が在あります。注意なさい」

「…………」

　逆木は天井を仰いで溜ため息いきをついた。

「伽藍堂紫乃の『勘』ですか」

「動くには不充分？」

「充分すぎます」

　肩を竦すくめて逆木は言う。

「つまりは内ない患かん外がい憂ゆうの双方に気を配る余裕は無いので、とりあえず内患の方は私が眼を光らせる事で善処せよ――と。了解しました」

「お願いね」

　鈍い駆動音と共に上昇したスモーク硝子ガラスが紫乃の姿を隠してゆく。

　そのままＢＭＷはエンジンを掛け、重い排気音を響かせながら発進――スロープを通って地上へと走り出ていった。

「……さて」

　懐ふところから携帯電話を取り出しながら逆木は言った。

「顔を出すには手土産も要いるか…………もしもし。野の神がみさん？　どうも逆木です。例のモノの仕上がりの方はどうなっとります？　ああ、それは勿もち論ろん。無理言うて急ぎで作ってもろてんですから、贅ぜい沢たくは言いませんて。試作品って事で。はい。はい。分わかりました。時間があき次第、取りにうかがいます」

　逆さか木きは携帯電話を切って溜ため息いきをつく。

「そういや今日が同どう棲せい初夜か」

　ポケットからまたガムを取り出して口に放ほうり込こみながら逆木は苦笑を浮かべた。

「御み杖つえ代しろの連中はどうせ、これ幸いと梨り緒おに何か言い含めとんねやろうけど…………まあ、あの二人がいきなり、しっぽり出来上がるとも思えへんけどな」



　　　



　表情を取り繕つくろうのは割と得意だった。

　社交的であろうと思えば……それは必ひつ須すとも言うべき技能だ。

　だがそれはあくまで表面的なものであって、文字通りに取り繕うだけの事である。自分の感情を思い通りに扱えるという意味では決してない。

　そうであれば楽だったろうに――と由ゆ奈なは思う。

「…………」

　時刻は午後四時――放課後である。

　由奈は四階の廊下からぼんやりと校庭を見下ろしていた。

　わざわざ四階に上がったのは、あまり同級生達たちと顔を合わせたくなかったからだ。この高校では大学進学率が比較的高い為ため、十一月ともなれば三年生は殆ほとんど登校してくる事も無く、受験に専念するし、学校側もこれを容認している。当然、部活の類たぐいも大半が引退しているし、結果的に放課後の四階は、一年の教室が在ある二階、二年の教室が在る三階に比べて大幅に人の姿が減る。

　だから憂ゆう鬱うつな表情を、誰だれか知り合いに見られるという可能性は低い。

　ただ――

「……あ」

　由奈は喘あえぐ様な声を漏らす。

　校庭を横切って校門に向かう三つの人影が見えたからだ。

　遠い上に後ろ姿だが――すぐに誰だか分わかった。

　神かん薙なぎ紅ぐ蓮れん。そして笹ささ原はら琴こと音ねと御杖代梨緒。

　由奈の告白を受け入れなかった少年は――二人の少女を伴って下校する様だった。

　一見すればそれは両手に花といった風にも見えるが……

「婚約者――ね」

　何ど処こか皮肉げな呟つぶやきがガラスの上を滑り落ちた。

「親が決めたものだって言っていたけれど。そりゃあ、笹原琴音は勿もち論ろん、あんな美人がキープ出来てるんだから、改めて告白なんかされてもうざいだけよね」

「うるさいわね」

　不愉快丸出しの口調で由ゆ奈なは言った。

　だが声は止まらない。むしろ由奈の様子を愉たのしむかの様に大おお袈げ裟さな抑よく揚ようをつけて――ひどく芝居がかった口調で続けて来た。

「二ふた股またならともかく三さん股また四よん股またなんて、余程マメな奴でなければ出来る筈はずもないし。そういう意味では神かん薙なぎ紅ぐ蓮れんの判断は正しかった訳で」

「……うるさい」

「でももうヤっちゃってるのかなあ。ヤっちゃってるんじゃなきゃ、先にこっちで既成事実作っちゃえば、どうとでも出来そうな気もするけど」

「うるさい」

「男の子なんてどうせ、ヤりたいだけなんだろうし」

「うるさい」

「気持ちなんて後からついてくるよね」

「うるさい」

「結局、邪魔な奴が居たから上う手まくいかなかっただけで――」

「うるさいって言ってるでしょ!!」

　由奈は叫ぶ。

　そして――

「……それは申し訳無い」

　それまでとは全く質の違う声が背後から詫わびた。

「あ――」

　由奈は慌てて窓ガラスから視線を逸そらして背後を振り返る。

　そこには、少し驚いた様子で一人の上級生が立っていた。

「太た刀ち花ばな――先輩？」

　それは由奈も見覚えの在ある相手だった。

　長身痩そう躯くで涼やかな顔立ちの少年。

　品行方正、成績優秀、文武両道、才色兼備と、およそ欠ける所の無い完かん璧ぺきな人物で――おまけに生徒会の書記という肩書きまでついている。

　太刀花明あか月つき。

　彼は片手に何やらビニール袋を提さげている。

　いかにもたまたま通り掛かった――といった風情だが。

「杉すぎ崎さきさん、だったかな。そんなに耳障りだったかい？」

「あ……いえ」

　どうやらそのビニール袋ががさがさと音を立てていたらしい。正直言って由ゆ奈なは全く気付いていなかったが、明あか月つきは由奈がその音に対して苛いら立だちを募らせたのだと勘違いした様だった。

「園芸用の砂利なんだけどね」

　と明月は言う。

　どうやら盆栽が趣味という噂うわさは本当らしい。

「ごめんなさい、違うんです」

「そうなのかい？」

　明月は首を傾かしげる。

「ちょっと……その。先輩に対してうるさいって思ったんじゃなくて」

「ふむ？」

　明月は廊下を見回してもう一度首を傾げた。

「でも他ほかに誰だれも居ない様だけれど」

「…………」

　由奈は言葉に詰まった。

　実際――廊下には由奈と明月の他には人の姿が絶えている。由奈の一言が自分に向けられたものだと明月が勘違いしたのも当然だ。

　しかし……

「そ……その独ひとり言って言うか」

　慌てて由奈はそう言い繕つくろった。

「独り言ね」

　明月は頷うなずく。

　その顔に――白はく皙せきの美少年とも言うべきその整った面持ちに、細さざ波なみの如ごとく歪ゆがみが走った様に見えたのは由奈の気のせいだろうか。何かひどく邪悪な笑みが口元を過よぎったかの様に見えたのは。

　いや。勿もち論ろんそんなものは気のせいだろう。

　今の自分は本当にどうかしている。

　紅ぐ蓮れんに振られた事がそんなにも衝撃だったのだろうか。確かに哀かなしかったが――一部の記憶が飛んだり幻覚を見たり聴いたりする程のものとは思わなかった。

　そんな由奈の胸の内を知ってか知らずにか……

「おや、あれは――」

　と明月は由奈の肩越しに校庭の方を見み遣やった。

「…………」

　明月も気付いたのかもしれない。

　ある意味で立場は同じだった。

　意中の相手に告白して――振られた。

　だが明あか月つきは飄ひよう々ひようとしていて、さして落ち込んだ様子も無い。あるいは由ゆ奈なの様に平然たる態度を取り繕つくろっているだけかもしれないが、それにしても明月のそれは徹底していた。振られる前の明月を詳しく知っている訳ではないので、多少の変化が在あったとしても由奈には判わからないかもしれないが。

　少なくとも明月には趣味に勤いそしむ余裕が在るという事だ。

　それに比べて自分は何と無様だろう。

「太た刀ち花ばな先輩は」

　由奈の唇は殆ほとんど意識する事も無いままに言葉を紡ぎ出していた。

「琴ことちゃんに――笹ささ原はらさんに振られたんですよね」

　あるいは自分と同じ様に振られているのに、まるで堪こらえた様子の無い明月にある種の苛いら立だちを感じたのかもしれない。殊更に強調する様に由奈は言った。

　だが……

「まあそうだね」

　平然と明月は頷うなずいて見せる。

　やはりその態度には何の揺らぎも無い。恥ずかしいとか、体裁が悪いとか、そんな感情は微み塵じんも覚えていない様だ。

「…………」

　一瞬呆あきれて、それから――正直、羨うらやましいとさえ由奈は思った。どんな風なものの考え方をすれば、こんなに飄々と落ち着いていられるのだろうか。

「でも諦あきらめてないんですよね」

「僕を嫌いな訳ではない、と説明を受けたからね」

「…………」

　それは由奈も同じだ。

　しかし――

「神かん薙なぎ紅ぐ蓮れん君を幸せにするまでは、僕との交際を考える余裕など無いのだと」

「それは――でも」

　由奈は発作的に口にしていた。

「きっと言い訳で」

「言い訳？」

「結局あの二人は――」

　神薙紅蓮。笹原琴こと音ね。

　あの二人の間には何か余人が立ち入れない様な関係が在る。

　それは単なる彼氏彼女の様なものではなく、あるいは何かもっと――はっきりと言葉に出来ない『深さ』の様なものが感じられる。具体的に何があの二人の間に在あったのかは、分わからないのだが。

　それはきっと何年も前からのもので。

　だから――

「お互いが居るから……」

「神かん薙なぎ君も、笹ささ原はらさんも、実は相思相愛で、けれど適当な言い訳をしながらそれを隠している――と？」

　やはり明あか月つきは噂うわさ通り頭が良い様だ――すぐに由ゆ奈なの言いたい事を察して後を続けて来た。

「ふむ――なるほど」

　明月は頷うなずく。

　何度も何度も、彼は自分自身に対してしているかの様に頷いていた。

「面白いな。実に面白い。うん」

「………先輩？」

「知っているかい？　この間、テレビでやっていたんだけどね」

　怪け訝げんの表情で見つめる由奈を振り返る明月。

「一説にはね、脳科学の側面から見れば、恋愛感情というものは普通、二年くらいしか保もたないものなんだそうだよ？」



    

  
    
      



    

  
    
      　少し身を屈かがめて由ゆ奈なの目を覗のぞき込こむ様にしながら明あか月つきはそう言った。

「……え？」

「よく恋の病、だなんて言うけどね。実際、恋愛状態の脳というのは、一種異様な興奮状態になっていて、普段と思考パターンが微妙に違ってきているらしいんだよ。ほら、『恋は盲目』とか『あばたもえくぼ』なんて言うだろう？　一度恋に落ちてしまうと、相手の欠点を見ても無視してしまったり、むしろそこが長所に見えたりしてしまう」

「…………」

　それは確かに昔からよく言われてきた話だ。

　だが――

「これはまともな判断力が在あるとは言えないよね？」

　明月の言い方では、まるで恋愛は狂気だと断じている様にも聞こえる。

「勿もち論ろん、二年を超えてもつきあいのあるカップルというものは居るし、熟年になっても仲の良い夫婦というものも居る。けれどそれは、あくまで相手を尊敬したり、慣れ親しんだが故ゆえの親近感だったりして、相手の事を思うだけでドキドキする様な気持ちとは、もう別物になっているんだそうだよ。まあ確かにドキドキする時に出ているアドレナリンっていうのも、実際には劇薬みたいだし、常に出っぱなしになっていると脳にも悪いんだろうけどね」

「…………何が、言いたいんですか？」

「つまりね」

　明月は言った。

「あの二人は恋愛しているんじゃない」

「……え？」

「相思相愛かもしれない。けど噛かみ合あってない」

「…………噛み合って……いない？」

　由奈はその言葉を舌の上に載せてみた。

　相思相愛。それはお互いに相手を想おもい相手を愛するという事。

　だがその事実だけを見れば……想いが互いに結び付いている必要は無い。それぞれ一方通行でも相思相愛は成立する。噛み合わないとはそういう事だろうか。

　だが――

「彼等らのつきあいはもう十年にもなるそうだけれど、ずっとそんな気持ちを保もち続けるのは不可能だよ。少なくとも普通の人間は」

　明月ははっきりとそう断じた。

「恐らく――彼等の恋は、そもそも、未まだ始まってすら居ないのさ。彼等は恋愛している恋人同士じゃない。自分達たちの気持ちすらまともに扱い切れていない、迷える羊って訳」

「…………」

　由ゆ奈なは眼めを細めて明あか月つきを見る。

　この上級生は――どうしてそんな事を自信たっぷりに言えるのか。

「何か、知ってるんですか、先輩は」

　探る様に尋ねる由奈。

　だが――

「さあね」

　明月は朗ほがらかに笑うだけだ。

　由奈はこの目の前の先輩が、今まで知っていた彼とはまるで別人に――いや、実は底知れない何か別のものにすら見えた。

「とにかく――僕はそう判断するからこそ、未まだ僕にも希望が在あるなって思ったのさ。文字通り神かん薙なぎ紅ぐ蓮れん君の存在が、笹ささ原はら琴こと音ねさんを縛っている。でもそれは恋愛感情じゃない。似て非なるものだよ。だから、彼女を縛る鎖が無くなる事だってある訳だし、それならば彼女は自由に恋愛出来るだろう？」

「…………」

　では――と由奈は思う。

　紅蓮はどうなのだろうか。

　琴音が誰だれか別の男と付き合えば。

　あるいは琴音が…………………………………………………………………………

「ああ！」

「――!?」

　突然、素すっ頓とん狂きような声を上げた明月に、びくりと身を震わせる由奈。

　彼女の中に育ちつつあった仄ほの暗ぐらい想像は、瞬間的に意識の奥底へと沈められた。

「僕とした事が。妙な持論を得意げに語ってしまった。格かつ好こ悪いね」

「あ……いえ」

　由奈は首を振る。

　明月はそんな彼女に微笑ほほえみかけてから――「それじゃ」と片手を挙げて告げると再びビニール袋を持って歩き出す。

「…………」

　由奈は歩み去っていく明月の背中をじっと見据えた。

　そして――

「そうだね。そうだ。本当に」

　改めて窓硝子ガラスに視線を向ける。

　既すでに紅ぐ蓮れん達たちの姿は無い。

　うっすらとそこには由ゆ奈な自身の貌かおが映っているだけで――

「あいつは正しい事を言ってるよ」

　窓硝子ガラスの中の由奈の顔が、笑いながらそんな風に言った。



　　　



「――じゃあ」

　目を丸くして琴こと音ねは言った。

「生まれた時からもう許嫁いいなずけなんだ？」

「ええ。親がそのように」

「…………」

　少女二人の会話を背中で聞きながら紅蓮は唸うなる様に溜ため息いきをついた。

　琴音と梨り緒お。

　二人の少女は至し極ごく当然といった様子で紅蓮と一緒に下校している。とはいえ傍はた目めにはこれは特に不自然なものには映るまい。琴音と下校するのはいつもの事だし――梨緒にしても、建前上は転校してきたばかりの親しん戚せき、それも許嫁、となれば慣れるまで一緒に行動するのがむしろ当然だろう。

　結果として紅蓮は、余人の眼めから見ればいかにも『両手に花』といった状態で歩いている事になる訳だが……

（…………くそ）

　勿もち論ろん、紅蓮としては心中穏やかではなかった。

　落ち着いて考えれば、梨緒が転校してきた理由はおおよそ想像がつく。

　紅蓮に対する建前としては、恐らく〈御ミ火カ槌ヅチ〉の協力者たる彼の保護と支援という事になっているのだろう。だがそれを鵜う呑のみにする様な脳天気さを紅蓮は持ち合わせていない。

　実際には彼に対する監視という目的も含まれている筈はずだ。

　御み杖つえ代しろ梨緒。

　この少女はあの〈御火槌〉の人間だ。しかも――御杖代という〈御火槌〉内では『名家』の――つまりは権力者の家系に生まれているのだという。紅蓮に対してあの人体実験紛まがいの検査をしてきたのは御杖代家ではなく、十六夜いざよいという家の連中らしいが、同じく呪じゆ術じゆつ研究で名を残す一族ならば中身はそう変わるまい。実際、紅蓮には神かん薙なぎ家の者達と――自分の父とあの十六夜家の連中は同類にしか見えなかった。

　人間の生命や尊厳など、目的の為ためならば平気で踏みにじる――踏みにじっている自覚すら無い様な連中である。どんな無む茶ちやをやらかしてくるか分わかったものではなかった。一応は〈御ミ火カ槌ヅチ〉に対する協力要請を受け入れた紅ぐ蓮れんだが、油断する積もりは微み塵じんも無かった。

（許嫁いいなずけってのも俺おれを監視し易やすい様につけた設定なんだろうが――）

　紅蓮が背後を意識しながらそんな事を考えていると。

「そっか。だから紅蓮、杉すぎ崎さきさんと付き合えなかったんだね」

「――あ？」

　思ってもみなかった琴こと音ねの台詞せりふに、紅蓮は思わず立ち止まって振り返った。

「お前――何を言ってるんだ？」

「こんな綺き麗れいな許嫁が居たら、他ほかの子とはつきあえないでしょ」

　あくまでも朗ほがらかに琴音はそんな事を言ってくる。

「最初からそう言ってくれれば……杉崎さんには悪い事しちゃったな……」

「最初も何も――」

　と言いかけて黙り込む紅蓮。

　実は梨り緒おとは四日前の晩に会ったばかりです――とは言えない。

　一方……

「――綺麗？」

　まるで初めて聞く異国の言葉の様に――眼めを瞬まばたかせて梨緒が呟つぶやく。

　琴音はのんびりと微笑ほほえみながら続けた。

「うん。なんて言うか――凄すごく大人びてて、凄く、綺麗。紅蓮の女の子の好みって御み杖つえ代しろさんみたいな人だったんだね」

「ちょっと待て、何言ってんだお前は!?」

「何って――」

　きょとんとした表情を浮かべる琴音。

「俺はこんな奴、好きでもなんでもねえよ！」

　梨緒を指差して紅蓮は喚わめいた。

「え？　でも婚約者なんでしょ？」

「だからそれは――その、こいつも言ってたろう、親が勝手に決めただけだよ！」

　真実を話さず誤ご魔ま化かす為ためには、梨緒の口にした嘘うそに乗っかるしかない。

　その気も無いのに、いつの間にか共犯者にされている気分だった。

（くっそ……！）

　どうにもならない苛いら立だちを抱えたまま、紅蓮は二人の少女達たちと通学路を歩いていく。

　やがて――三人は紅蓮のマンションの前に辿たどり着ついた。

　エレベーターに乗ると――当然といった様子で琴音と梨緒もついてくる。

　琴音はいい。これもいつもの事だ。

　だが……

「…………おい？」

　紅ぐ蓮れんは顔をしかめて背後を振り返る。

　彼の住む４０３号室の前。

　そこに梨り緒おは立っている。しかも琴こと音ねと並んでではなく――彼女を紅蓮と共に見送るかの様に、紅蓮の隣に立っているのだ。

　さすがの琴音も若干困惑した様子で紅蓮と梨緒を見比べている。

「御み杖つえ代しろ――お前」

「梨緒と呼んでください。いつもの様に」

　甘える様に言われれば可愛かわいくも思えるのかもしれないが……無表情で、かつ棒読みで言われると、まるで脅迫されてる様に聞こえるから不思議だ。

「転校してきたって事は」

　嫌な予感を覚えながら紅蓮は問う。

「引っ越しもしてきたって事だよな。何ど処こに？」

　まさかそこまではしないよな？　――と思いながら。

　しかし……

「こちらですが」

　平然と梨緒はそう答えた。

　ついでに４０３号室を指差したりもする。

「ここは俺おれの家なんだが」

「今日から私の家でもあります」

「………………」

　悪い予感は的中していた。

「……それって」

　今一つ空気の読めない琴音が眼めを丸くして駄目を押す様に言ってくる。

「一緒に住むって事？」

「そうなります」

　と梨緒は頷うなずいた。

　まるで『何か不都合でも？』と言わんばかりの口調である。

「もう荷物は届いている筈はずです」

「…………」

　どうやって？　――と問とい質ただしたくなった処ところを紅蓮はぐっと堪こらえた。それこそ人知れずに化け物を狩る特務機関、紅蓮のマンションの鍵かぎなど幾いくらでも空けられるだろう。

「私は彼しか頼る人がいませんので」

　まるで不安など含まない超然とした態度で梨緒はそう言った。



　　　



　家に戻って制服から私服に着替え――階下に降りてきた所で、丁度買い物から帰ってきた母親と玄関で顔を合わせる事になった。

「ただいま」

「おかえりなさい」

「ちょっと持ってて」

　食材その他ほかの詰め込まれた買い物袋を琴こと音ねに渡し、母親――笹ささ原はら響きよう子こは靴を脱ぐ。

「未まだ暦の上じゃ秋だっていうのに、すっかり寒くなったわねぇ」

「…………」

　琴音は家族四人分の食材と日用品が詰め込まれた大きなビニール袋を抱えながら、ふと首を傾かしげて言った。

「お母さん」

「なに？」

「紅ぐ蓮れんの――神かん薙なぎの家の事なんだけど」

「…………」

　響子は眼めを瞬まばたかせて娘を眺めた。

　驚いているのだろう。紅蓮の事はさておき……琴音が自分から『神薙』の名を口にするのは珍しいからだ。いや。琴音だけでなく他の家族にとっても同じ――笹原家において神薙家の話題は半ば禁きん忌きになっている。それはどうあっても琴音の心理的外傷トラウマに触れるからである。

　しばらく笹原家に紅蓮が住んでいた事もあり、彼を呼ぶ場合には両親も、妹の鈴すず音ねも、基本的に『紅蓮』ないし『紅蓮君』となる。

　響子は束つかの間ま、考え込む様な表情を見せたが――

「神薙の家がどうかしたの？」

　と問うてきた。

「うちは、お父さんが神薙家の親しん戚せきなんだよね？」

「神薙の家っていうより、紅蓮君のお母さんと、だけどね――あ、ありがと」

　と響子は頷うなずきながら手を伸ばし、琴音から買い物袋を受け取った。

「遠縁で、あんまりつきあいは無かったみたいだけど」

「だったらお父さんも神薙の家の事はあまり詳しくない？」

　台所に向かう響子の後ろを歩きながら琴音は問う。

「そうね。同じ町内に居たから、うちが引っ越してきた時に挨あい拶さつに行った位で……」

「うん。覚えてる」

　琴こと音ねが初めて神かん薙なぎの家に行ったのはそれが最初だ。

　丘の上の大きな和風建築――それに草木が生い茂しげる広い庭が、何というか、ジャングルみたいで幼い琴音の眼めには、とても面白そうに映った。だからそれからも、ちょくちょく琴音は神薙の家に遊びに行ったのだ。

　神薙の家の者はあまり世間体というか外面を気にしない人達たちだった様で、笹ささ原はら家の親子が挨あい拶さつに行った際も、広い庭は荒れ放題、しかも土塀の一部が崩れていた。

　その後――幼い琴音はその崩れた土塀の所から出入りして何度も遊びに行った。あまりにも大きな敷地だった事から、琴音にしてみれば、まるで公園の様にも思えて――そこが『勝手に入ってはいけない場所だ』という認識すら無かったのである。

　だが……

「で。神薙の家がどうかしたの？」

「あ……うん。実は今日、紅ぐ蓮れんの親しん戚せきって人が転校してきて」

「紅蓮君の？」

　さすがに少し響きよう子こも驚いた様だった。

「今更？」

　響子の口からそんな言葉が漏れたのは――笹原家が紅蓮を引き取った当時の事を思い出しているからだろう。当時は琴音も幼かったので詳しい事は聞かされていないが、神薙家に密な関係を持つ親戚が居たならば、彼等らが紅蓮を引き取っていた筈はずなのだ。逆に言えばそういった親戚が名乗り出てこなかったからこそ、紅蓮は笹原家が引き取る事になったのである。

「しかも親が決めた許嫁いいなずけだって……」

「…………それはまた……」

　顔をしかめて響子は首を傾かしげる。

「アナクロっていうか」

　勿もち論ろん――神薙家そのものが何ど処こか浮世離れした雰囲気が在ある旧家だった訳で。ならば今や時代錯誤としか言い様の無いしきたりだの何だのも、伝統という大義名分の許に残っていてもおかしくはないのだが。

　ただ――

「御み杖つえ代しろ、梨り緒お、って人なんだけど」

「みつえしろ。変わった苗みよう字じね」

　少なくとも一度聞けば覚えている様な。

　つまり響子も聞き覚えの無い苗字だという事だ。

「そんな話、紅蓮君からも聞いてなかったけど……」

「……うん」

　琴こと音ねは頷うなずく。

　勿もち論ろん、神かん薙なぎ家が焼失した当時は紅ぐ蓮れんも幼かった。あるいは親の決めた許嫁いいなずけの事など知らなかったのかもしれない。だが――それにしては、今日の紅蓮と梨り緒おのやり取りは、初対面とは到底思えない感じがした。

「そんな親しん戚せきが居たのなら、最初っから紅蓮君をそっちが引き取れば良かったのに」

　溜ため息いき混じりに響きよう子こがそんな事を言う。

「お母さん――」

「ああ。別に紅蓮君が嫌いとか……そういうのじゃなくてね」

　苦笑を浮かべて響子は言った。

「今まで紅蓮君を放ほうっておいて、今更、許嫁ですってのもね。なんだか――身勝手すぎるっていうか。たまたま連絡がつかなかっただけかもしれないけれど」

「…………うん」

　不自然といえば不自然である。

　だが――

「まあでも神薙の家の親戚だしね……」

　両親があまり神薙の家に対して良い印象を抱いていないというのは琴音も知っている。

　遠縁とはいえ、わざわざ挨あい拶さつに来た親戚に、茶の一杯を出すでもなく……偏屈を絵に描いた様な無愛想な夫と、陰気に俯うつむいてばかりの妻とが、殆ほとんど喋しやべる事も無く、笹ささ原はら夫妻の持参した菓子折を受け取って、それで終わりだった。細かな礼儀だの何だのは勿論、幼かった琴音には気にならなかったが――神薙家の当主、つまりは紅蓮の父親が何か、やたら怖い眼めをしていた事だけははっきりと覚えている。

　あるいは御み杖つえ代しろ家というのも、同じく変わり者の家系なのかもしれない。

　ひょっとしたら、旧家特有の跡目がどうのとか相続がどうのとか、何とか――そういう特殊な事情でも絡んでいて、神薙家の焼失と共に事実上破棄されていた筈はずの紅蓮と梨緒の婚約を、改めて蒸し返してきたのか。

「とにかく――琴音」

　響子は少し呆あきれた様子で言った。

「変でも何でも、それは紅蓮君の問題なんだから。いつもの調子でお節介焼いたら駄目よ。分わかってる？　許嫁の子にしても、自分の婚約相手の側そばに、同じ歳としの女の子がうろちょろしていたら嫌だろうし」

「お節介って……」

　言って琴音は俯く。

　妹の鈴すず音ねほどではないにしても、両親もまた、琴音が紅蓮の世話を焼くのをあまり良く思っていないのは分わかっている。紅ぐ蓮れんがどうのというよりも、単純にもう、あの事を忘れてしまいたいのだろう。

　自分の娘が人殺しなのだという事実を。

　紅蓮が自分からこの笹ささ原はら家を出て行くと言った時、両親があからさまにほっとした表情を浮かべたのを琴こと音ねは覚えている。両親にとって、紅蓮は自分の娘の罪の象徴なのだ。彼という異物が笹原家に居る限り、娘の罪は常にそこに主張され続ける。

「私は――別に」

　琴音は呟つぶやく様に言った。

「ただちょっと気になっただけで……」

「ならいいけど」

　改めてもう一度溜ため息いきをつくと、響きよう子こは買い物袋を抱えて台所に入っていく。

　入り口で彼女の背中を見送り――そして琴音もまた溜め息をつくと、階段を上って自分の部屋に戻った。



　　　



　洗面所兼脱衣所に入ったのは、とりあえず物理的に梨り緒おから離れたかったからだ。

　何ら臆おくする事無く紅蓮の部屋に入ってきた〈御ミ火カ槌ヅチ〉の少女は、部屋の隅に積まれていた段ボール箱に歩み寄って荷に解ほどきを始めた。本当に――一体いつの間に運び込んだのか。油断も隙すきも無い。確か紅蓮の部屋を含めこのマンションの錠じようはピッキング対応のものになっている筈はずだが――〈御火槌〉の連中にしてみればそんな程度の防犯設備は無いも同然なのだろう。

「…………」

　長々と溜め息をついて顔を洗う。

　これからどうしたものか。

　ただでさえ何かと苦手な相手なのだ。

　それなのに一緒に住むなどと――とんでもない話である。

　これは事実上の同どう棲せいだ。琴音がべらべらと周囲に喋しやべる様な事は無かろうが、同じマンションの人間に隠し通せるかどうかは疑問だし、学生名簿上の住所の記載が同じになっていれば、嫌でもいつかは周囲に知れ渡る。

　そうなれば、ある事ない事噂うわさになるのは間違いない。

「なんでこんな……」

「兄様。何かお困り？」

「…………」

　紅ぐ蓮れんは何秒か躊ちゆう躇ちよしてから顔を上げた。

　洗面台に取り付けられた大きな鏡。

　その平面の向こう側に紅蓮と――そして一人の少女が映っている。

　この洗面所兼脱衣所には紅蓮しか居ない筈はずなのに。

「……深しん紅く」

　単純に顔の造作のみを論じるならば、それはとても美しい少女だった。

　非現実的な程に整った――まるで３ＤＣＧを見ているかの様な、完かん璧ぺきすぎる均きん衡こうがそこには在ある。名に反して何ど処こまでも処女雪の様に白い肌と、そして銀で紡がれたかの様なその白髪が余計にその存在から生々しさを奪い去っていた。

　しかもその――頭部。

　緩やかな曲線を描く一対の突起物。

　本来、人間には備わる筈の無いものが備わっていて――なおかつ何な故ぜか違和感を醸し出さないのは一体どういう理屈なのか。角を生やしながらも何ら破は綻たんの無いその姿は、これもまた一つの異い形ぎようと言えるのではないだろうか。

　神かん薙なぎ深紅。

　紅蓮の妹を自称する――幻影。

　いや……

（逆さか木きの話からすれば……）

　ヤドリギはフィルムやビデオカメラに映らないという。

　あくまでそれは、呪じゆ術じゆつの場を人間の眼めが――というより脳が理解し易やすい形に『翻訳』しているからそう見えるだけで。自我の無い……つまり呪じゆ力りよくに対する認識機構の無い機械には、これを記録する事が出来ないのだという。

　同じくカメラの類たぐいに映らない深紅はつまり、呪術によって造つくり出された存在と考える事は出来ないだろうか。

　紅蓮は両親が自分の身体からだの身体を使って如い何かなる人体実験をしていたのか――詳細は知らない。ただ神薙家が〈御ミ火カ槌ヅチ〉の中でも呪術研究で名を上げていた一族だったという事からして、深紅の存在が呪術と無縁とは――そして修しゆ羅ら奇き兵へいとも無縁とは考えにくい。

「お前は全部知ってる――知ってたのか？」

「……何をです？」

　ころころと鈴を鳴らす様な声で深紅が尋ね返してくる。

「俺おれの身体の上に加えられた実験の中身と、俺が――その修羅奇兵だか何だかよく分わからないモノにされちまったって事を」

「さあ……どうでしょう？」

　愉たのしげに深紅は首を傾かしげる。

　とぼける気の様だが――紅ぐ蓮れんの身体からだが修しゆ羅ら奇き兵へい態に変化する際、キーワードとも言うべき言葉を示唆してきたのは深しん紅くだ。そもそも修羅奇兵になる直前には必ず深紅が現れていた。彼女が修羅奇兵と全く無関係とは考えにくい。

「じゃあ質問を変える」

　鏡の中を睨にらみ据すえながら紅蓮は言った。

「お前は――神かん薙なぎ深紅は、俺おれの頭の中に、呪じゆ術じゆつで作られた、仮想人格とか、そういったものか？」

「私は兄様の妹ですよ？」

　何を今更、といった口調でそう返してくる深紅。

　どうもまともに答える気は無さそうだった。

「……説明する気があるなら最初にしてるか」

　紅蓮は吐き捨てる様に呟つぶやく。

「俺を嘲あざ笑わらって愉たのしいか？」

「嘲笑うなんて」

　深紅は腕を伸ばして紅蓮の背にしがみつく。

「愛いとしい愛しい兄様を嘲笑うだなんて」

「じゃあ何だってんだお前は」

「兄様が私の事を忘れちゃってるから。ちょっと意地悪をしたいだけ」

「…………忘れる？」

　忘れるとはどういう意味か。

　むしろ忘れられないから――常に意識の端にこの異常な『妹』の存在が引っかかっているからこそ紅蓮は、必死に普通を装い、日常を演じながらも、自分自身でそれに馴な染じみきれずにいたのだ。

　だが――

「……紅蓮」

　ノックの音と梨り緒おの声が洗面所兼脱衣所の扉越しに響いた。

「どうかしたのか？」

「あ――ああ、いや、別に何でもない」

　慌てて紅蓮はそう答え、そして鏡の中に視線を戻す。

　だが――

「――くそ」

　深紅の姿は既すでに消きえ失うせていた。



　　　



　轟ごう音おんがコンクリートの中を跳ね回る。

　音ではなく既すでに衝撃とでも言うべきそれが、皮膚を叩たたく。耳に防音具プロテクタをしていればさしたる問題ではないが、直接鼓膜を叩く銃声というものは、それ自体が間違いなく暴力である。砲兵は難聴になる者が多いというが、拳けん銃じゆうや小銃でも同じ事だ。

　しかも――

「…………」

　立て続けに六発。

　撃ちきるのに一秒弱。

　自動装填式拳銃オートマチツクであればそう驚く様な発射速度ではないが、回転弾倉式拳銃リボルバーでは驚異的な数字である。そもそも手動の安全装置を持たない回転弾倉式拳銃は、引き金の引きしろストロークの長さ、引き金の重さを以もつて暴発を防いでいる。逆に言えばそれだけ速そく射しやには向かないのである。

　更に――

「…………」

　流れる様な動作で回転式弾倉が本体から振り出され、六つの空から薬やつ莢きようが落ちる。

　自動拳銃と異なり、少ない装そう弾だん数と、再装そう填てんに掛かる動作が二つ三つ多い為ために、回転弾倉式拳銃はどうしても多数の弾たまを撃ちまくる様な戦いには向かない。警察ですら実戦の多い米国などでは自動拳銃にほぼ席せつ巻けんされてしまい、回転弾倉式が絶滅し掛かっているのはこの為だ。

　しかし……

「…………」

　空薬莢がコンクリートの床に跳ねたその時には、既に弾だん倉そうは本体に戻っていた。

　スピードローダーと呼ばれる装填用の器具を使っているとはいえ、異様な速度である。

　そしてまた六発の速射。

　まるで機銃の様な一連なりの轟音が響き、そして再び排莢。再び装填。

　この――無防備とも言うべき時間が二秒も無い。

「――大したもんですな」

　六連射を総計十回繰り返した後、ようやく銃を降ろしたその男の背に、声が掛かる。

　振り返ったのは――〈破は組ぐみ〉の隊長、迫さこ水みず純じゆん一いちである。

　壁際にもたれかかり、パックの牛乳をストローで飲んでいるのは、逆さか木きだ。

「確かにそこまでやれりゃ、リボルバーでも充分ですか」

「ジャムらねえからな」

　と防音具プロテクタを頭から外はずしながら迫水は言った。

「拳けん銃じゆうなんざ、使うのは最後の最後だ。その時にジャムったら洒落しやれにもならねえ。まして相手がヤドリギじゃ、一発目が出ただけじゃ駄目だろ」

　と迫さこ水みずは言いながら、愛用の拳銃――Ｓ＆Ｗ・Ｍ３２５〈サンダーランチ〉を射撃台の上に置いた。携帯性と命中精度をぎりぎりで両立させる為ための４インチ銃身、しかも高圧投光器フラツシユライトやレーザー照しよう準じゆん器を装着する為の20mmレールを銃身の下に装備した戦闘タクテイカル仕様だ。

　ちなみに〈御ミ火カ槌ヅチ〉全体を見回しても回転弾倉式拳銃リボルバーを使っているのは迫水だけである。

　前述の様に、自動装そう填てん式に比べて連射しにくい点、更には銃声抑制器サプレツサーが付けられないという点を嫌ってのものだが、迫水の言う様に、最後の最後、他ほかの武器を全すべて失った際に命を託すのだとすれば、事実上、作動不良ジヤムというものが存在しない回転弾倉式は、確かに何物にも代たえ難がたい信頼性を持っている。

　特にヤドリギ相手となれば、一発銃弾を当てたからといっても精せい々ぜい、数秒程度の時間稼ぎにしかならない。一発で大の男を行動不能にすると言う四十五口径弾を六発まとめて撃ち込んでようやく、数十秒その動きを止める事が出来る程度だ。

「まあ猟かりに出る時はソコム・ピストルも提さげるがな」

　と言いながら迫水は銃をホルスターではなく樹脂製プラステイツクの箱に突っ込んだ。使った後は整備する。銃に限らず、道具に対する玄人の心得だ。

「それより何だ、何か用か――逆さか木き？」

「ちと相談事が」

「俺おれにか？」

　眉まゆを顰ひそめて迫水は言った。

　同じ〈御火槌〉に所属し、基本的に顔見知りではあるが――〈破は組ぐみ〉の迫水と〈索さく組ぐみ〉の逆木では、仕事の内容がまるで違う。軍隊と諜ちよう報ほう部の様なものだ。先日は迫水と梨り緒おが逆木を手伝っていたが、あれは異例の事である。

　なのに逆木が迫水に相談事を持ってくるという事は――

「〈御火槌〉っぽくない人間の意見が欲しい、とかか？」

「概おおむね正解です」

　逆木は肩を竦すくめた。

「〈御火槌〉の現状を把は握あくした上で、なお、それなりの権限を持っていて、更に〈御火槌〉の六家の影響が比較的小さいとなるとね」

「俺みてぇな外と様ざまになるか」

　迫水は苦笑を浮かべた。



　　　



「……やけに荷物が多いと思ったら」

　椅い子すを回して背後を振り返り――紅ぐ蓮れんはうんざりした気分で言った。

　梨り緒おが持ち込んだ段ボール箱は全部で十。

　だが服やら靴やら高校の教材やらといったものは最低限しか無く、それらは段ボール箱二つに無理なく収まっていた。

　では残りの八つの中身が何かというと……

「戦争でもする積もりか」

　言いながら紅蓮は梨緒の手元を眺める。

　板張りフローリングの床の上――正確には床に敷いたビニール・シートの上に並べられている武器、武器、武器、武器。

　拳けん銃じゆうだけでも自動式が大小併せて数すう挺ちよう在ある。でもってその数倍の数の弾だん倉そう。同じく弾薬箱。樹脂製プラステイツクのホルスター。同じく樹脂製の弾倉ポーチ。太くて妙に凸でこ凹ぼこした黒い筒は恐らく銃声抑制器サプレツサーの類たぐいなのだろう。よく見れば拳銃の銃身は全すべて、少し本体から延長されており、そこに銃声抑制器をねじ込む為ための溝がきってあった。

「拳銃だけで幾いくつ持ってきてんだよ」

「ＭＥＵピストルが二挺と、デトニクス45〈コンバット・マスター〉が二挺、グロック36が一挺、総計五挺です。いずれも口径は45ＡＣＰで統一してあります」

　淡々とまるで数式を暗唱する様な口調で梨緒は言った。

「……いや。あのな」

「二挺在るのは破損した場合の予備、あるいは部品取り用です。デトニクスとグロックは、キャリーガン――隠して持ち運ぶ為のもので、護身用です。そしてグロックに関しては」

　ここで梨緒は紅蓮を振り返って言った。

「貴方あなたの予備です」

「……左様か」

　何だかもう全てどうでもいい様な気持ちで紅蓮は言った。

「基本的な使い方は覚えていますか？」

「これか？」

　紅蓮は鞄かばんの中から野の神がみに渡されたグロック36を取り出して見せた。

　一応、〈御ミ火カ槌ヅチ〉の施設内で、逆さか木きと梨緒から簡単に使い方を教えられ、百発余りの射撃訓練も行った。

　その程度で自由自在に扱える様になると自惚うぬぼれる程、紅蓮も楽天的ではないが……思った以上に操作そのものは簡単だった。

　何でもこのグロックという拳銃は引き金が二重になっていて、最後まで引き金を指で引ききらないと発砲出来ない作りになっているらしく――改めて操作すべき安全装置の類が無いのである。よく漫画や映画で観みる様な、焦って安全装置を外はずさないまま、引き金だけをカチカチ鳴らす失態は起きないという事だ。

「グロックはマニュアル・セフティが在ありませんから、遊底操作と、弾だん倉そう交換さえ覚えれば基本的には使えます」

「どっちも覚えてる」

　と紅ぐ蓮れん。

　自動装填式拳銃オートマチツクは、弾倉を装着しただけでは弾たまが出ない。遊底と呼ばれる銃の上半分を前後に動かして初弾を薬室に送り込んでやらなければならないのだ。

「『撃つ瞬間までは用心鉄トリガーガードに指を入れない』、『常に銃口の向きを意識しておく』――覚えてるさ」

　この二点はくどい位に逆さか木きと梨り緒おが繰り返していた言葉だ。素人しろうとはついつい気軽に引き金に指を掛けて暴発させてしまうことがあるという。そしてその際、銃口の向いた先に人間が居れば、銃弾はその人間に命中してしまう訳で。

　銃器は刃物と違って寸止めが出来ない。

　その意味では基本的な扱い方だけでも覚えておく事、気を付けておく事は多い。

　更に――

「レーザーの使い方も、消音器サイレンサーの使い方もな」

　逆木によると、紅蓮に渡されたグロック36は、特別装備カスタムタイプらしく、銃身は消音器――いや銃声抑制器サプレツサーを付けられる様に延長され、尖せん端たんには螺ね子じがきってあるし、銃把グリツプ部分にはレーザー照しよう準じゆん器も組み込まれている。強く握にぎれば本体右側に在る発はつ振しん器からレーザーが出て、照準すべき対象に紅あかい点が点ともる。

「念のために言い置きますが」

　梨緒は紅蓮に真まっ直すぐ向き直って言った。

「それはあくまで護身用です」

「ああ。そんな事言ってたな」

「使わずに逃げられる場面であるならば、まず逃げる事を考えてください。それを使うのは本当にもう、他ほかにどうしようもない場合に限ります。そして使う場合はあくまで時間稼ぎや、相手の隙すきをこじ開ける程度に留とどめてください」

「…………」

　紅蓮は改めて梨緒の顔を眺める。

〈御被槌〉の――〈破は組ぐみ〉の少女は至し極ごく真面目まじめな顔で続けた。

「修しゆ羅ら奇き兵へい態の貴方あなたは確かに強力ですが、どれだけ強化されていても所しよ詮せんは人間――修羅奇兵態にない状態で敵に襲おそわれれば、やはり危険です。小型拳けん銃じゆうはどうしても命中精度や装そう弾だん数に不安は生じますが、護身用に持っていれば逃げる時間が稼げるかもしれません。その程度のものだという事です」

「…………」

　ふと紅ぐ蓮れんは眼めを瞬まばたかせた。

『所しよ詮せんは人間』

　今――梨り緒おはそう言った。

　修しゆ羅ら奇き兵へい態の、あの奇怪な姿をさらしまくった紅蓮に対して。

「どうしましたか？」

　彼女は手にしたナイフで更に別の段ボール箱を解体して中を取り出しながら聞いてくる。

　紅蓮は小さく首を振って――それから次の箱の中を覗のぞき込こんだ。

「……そっちはまたゴツいな」

「そうですね」

　彼女がやはり床の上に並べるのは、同じ銃器でも明らかに拳けん銃じゆうの何倍も大きな代しろ物ものだった。折りたたみ式の銃床ストツクだの、本体から突き出た長い弾だん倉そうだの、明らかに軍用と思おぼしき威い嚇かく的な形状をしている。

「ＨＫ・ＵＭＰ短機関銃サブマシンガン。弾たまはこちらの拳銃と同じ45口径弾を使用しますが、大きな分、安定して構えられるので命中率は上がります。選択子セレクタを操作すれば、全自動射撃フルオートも可能ですが、相当使い慣れないと弾の無駄ですから、普段は半自動射撃セミオートで使ってください」

「……それも使い方を覚えろってのか？　護身用なんてレベルじゃねえだろ」

「こちらは〈御ミ火カ槌ヅチ〉の基本武装の一つです。貴方あなたは要請があれば我々の一員として対ヤドリギ戦闘に加わって貰もらう事になる訳ですから、使い方は覚えて貰います」

　この短機関銃がやはり三挺ちよう在あるのも一挺は予備で一挺は紅蓮用という事らしい。

「…………けど」

　紅蓮は若干の躊ちゆう躇ちよを覚えながらも言った。

「俺おれは――その、修羅奇兵なんだろう？」

　銃器はあくまで非力な人間がヤドリギと闘う為ためのもの、と紅蓮は考えていた。

　ならば修羅奇兵態の紅蓮に銃器は必要ないのではないか……？

　護身用云うん々ぬんというのはまだ分わかる。紅蓮が修羅奇兵態に変身するには若干の時間を要する。その間の身を守る為に、拳銃は役に立つだろう。梨緒が言った通り時間稼ぎの道具だ。

　だが――変身した後の紅蓮は、ヤドリギと同等ではないのか？

「逆さか木きさんが説明していたと思いますが――」

　梨緒は手を止めて紅蓮を見据えた。

「ヤドリギは寄生の進行具合によって幾いくつかの段階を持ちます。我々が第三段階と呼ぶ状態になれば、腕力は多少低下しますが、代わりに意識的、理性的に自みずからの力を制御出来る様になり、更には特殊な能力を発揮する事になります。能力の内容については個体差が在りますが、銃器同様の遠隔攻撃を可能とする場合も在ありますので、たとえ貴方あなたが修しゆ羅ら奇き兵へい態に在ったとしても、銃器装備は必要かと思われます」

「……確かにそんな話は聞いたような……」

　だがその特殊能力とやらは実際に眼めにしなければ今一つ実感が湧わかない。

　要するに超能力というか、単なる腕力脚きやく力りよくとは別のそういった『力』をあの怪物は使えるという事らしいのだが。

（漫画なんかじゃよく見るネタだけどな……）

　眼から光線が出たり、気合いを入れて力むと空中に浮かんだりするのだろうか。

　そんな事を紅ぐ蓮れんが考えていると――



　――ぐぅ。



　不意にひどく馴な染じみ深い音がした。

　空腹を訴える腹の虫の音だ。

　だがそれは――

「…………」

「…………」

　紅蓮と梨り緒おの間に微妙な沈黙が落ちた。

　半はん眼がんで見つめる紅蓮の視線を静かに受け止めながら梨緒は言った。

「生理現象です」

「判わかってるよ。そんな事は」

　呆あきれた口調で紅蓮は言った。

　堂々と腹の虫を鳴かせておいて頬ほおを赤らめもしないのは、やはり普通の人間とは違う価値観で育ってきたからだろう。

　とはいえ、この人形めいた〈御ミ火カ槌ヅチ〉の少女にも普通の人間と同じ感覚が備わっているというのは、ある意味で微笑ほほえましくもあった。何というか――生身の人間としての俗っぽさが根ね刮こそぎ欠けている感じなので、トイレにすら行かない様な印象が在ったからである。

「つか――晩飯どうするかだな」

　呟つぶやいてからふと思いついて紅蓮は梨緒に訊たずねた。

「お前……飯とかどうすんだ？」

　一緒に食べるのかという程度の問いだったのだが。

「炊事ですか？　出来ません」

　平然と梨緒は言った。

「…………自慢げに言うな」

「別に自慢ではありませんが。紅ぐ蓮れんは作れるのですか？」

「俺おれが何年一人暮らししてると思ってるんだ。自炊くらい出来て当然だろ」

　もっとも炊事をのぞく家事――洗濯や掃除は琴こと音ねが週一回、土曜日か日曜日に来てしてくれるので、そちらの方は紅蓮もいささか頼りない感じだが。

「むしろお前が出来ないのがびっくりだよ」

　簡単な炊事なら、習う習わないの問題でもあるまい。まあ米を洗剤で洗っちゃうとか、落とし蓋ぶたを知らないとか、そもそも出だ汁しを知らないとか、そういう新婚主婦というのは未いまだ居るそうだが。

　親が料理をする後ろ姿を見ないで育てば、そういう事もあるかもしれない。

　ひょっとして梨り緒おもその類たぐいなのだろうか。

　実の処ところ……紅蓮も『母親』が料理する姿は見た事が無い。だが、しばらく笹ささ原はら家に引き取られていた間、琴音の親が料理をする姿は何度か見ている。笹原家は夫婦共に料理をするのだが、琴音が火を恐れて台所に近付かない分、紅蓮や、琴音の妹の鈴すず音ねに笹原夫妻は熱心に料理を教えたのだ。

　それはさておき――

「そういうのは専門の者が居ましたので」

　しれっと梨緒はそんな事を言ってくる。

　それはつまり家の中に料理人が常駐していたという事か。

「何ど処この御お嬢じよう様さまなんだよお前は」

　呻うめく様に紅蓮は言う。

　そういえば〈御ミ火カ槌ヅチ〉六家――神かん薙なぎ家を入れれば七家は全すべて永い歴史を持つ旧家だという。ただ旧ふるいだけでは良家や名門とは言うまいが、それでも伝統だの因習だのといったものが独特の価値観を作る事は紅蓮もよく知っている。

「そういえば御み杖つえ代しろってのは呪じゆ術じゆつの家系って言ってたか」

「……はい」

　一瞬……

（……うん？）

　梨緒が身を振るわせた様に見えたのは、紅蓮の眼めの錯覚か。

　だが芽め生ばえかけた小さな疑問は頭の片隅に追いやって紅蓮は続けた。

「そういうのばっかり叩たたき込こまれて一般常識は知らないってか？」

「…………」

　梨緒は無言。

　その様子には、何処か頑かたくなに答えを拒むかの様な雰囲気すら在あった。

　何か聞いてはいけない事にでも触れたのか。まあ……紅蓮としても殊更に尋ねたい様な内容でもないのだが。

　今はそれよりも優先すべき事柄が在ある。腹の虫こそ鳴かないが、正直言って紅ぐ蓮れんも空腹を覚えていたのだ。

「何か作るか」

　溜ため息いきをついて立ち上がると――紅蓮は冷蔵庫に歩み寄った。



　　　



「――梨り緒おを？」

　眉まゆを顰ひそめて迫さこ水みずが言った。

「ええ。どうにも危なっかしいというか……」

〈御ミ火カ槌ヅチ〉は幾いくつか都内に拠点を持っている。

　先に逆さか木きと迫水が六家の重鎮達たちに報告をしていたビルもその一つであるし、今二人が居る建物――大型物流倉庫に偽装した施設もその一つだ。外から見れば味も素そっ気けもない倉庫にしか見えまいが、その実、此こ処こには武器弾薬庫から簡易の訓練施設まで一通り揃そろっている上、〈破は組ぐみ〉は基本的にこの建物で待機している事が多い為ため、宿泊や炊事洗濯の為の部屋も備わっている。

　ちなみに……一箇所に拠点を――設備を集中させないのは、何らかの事故や災害が起こった際に、〈御火槌〉の機能が停止してしまうのを警戒しての事である。

「御み杖つえ代しろの意向も含められてるでしょうから、梨緒が最終的にどういう動きに出るのか分わからへんのですわ」

　迫水の銃の整備が終わるのを待って、逆木は建物内に設置されている食堂に彼を誘い、そこで話を切り出したのだ。今の時間、食堂には他ほかに人影も無く、照明も最低限のものに落とされている。壁際に設置されたドリンク・サーバーの側そばに二人は座っていた。

「神かん薙なぎ紅蓮の事はあれからも調べとったんですが。どうにも――」

　逆木は曖あい昧まいな笑みを浮かべる。

「どうにも、なんだ？」

「弱点が在る様で」

「弱点だ？」

「コレ」

　と逆木は小指を立てて見せた。

「……女か」

「例の――彼の家に毎朝訪ねてくるっていう同級生。どうも幼おさな馴な染じみで、遠縁で、しかも紅蓮の両親の死亡に絡んでいた様で」

「なんだって？」

　迫さこ水みずは眉まゆを顰ひそめる。

「神かん薙なぎ紅ぐ蓮れんの同級生って事は当時まだ五、六歳だろ。まさかヤドリギか？」

「いやいや」

　逆さか木きは首を振った。

「その線はまずないですな。紅蓮の両親の死亡に関しても、偶然の事故、という事で決着がついとるんですが――それはさておき」

　逆木は板ガムの包装紙を剥むいて口に放ほうり込こみながら言った。

「とにかく、この少女が、いつも神薙紅蓮に寄り沿っとる様なんですがね」

「恋人だってか？」

「まあそこらは未まだ分わかりませんが。一時期、この少女の家に引き取られていた事もあって、恐らく、神薙紅蓮にしてみれば、最も親しい相手です」

「…………」

　迫水はしばし黙もつ考こうし――溜ため息いきをついた。

「だから――か」

「ええ」

　逆木が頷うなずく。

「梨り緒おを紅蓮の側そばに置いたのは我々の判断ですが……彼女が御み杖つえ代しろの意向を込みで任務に出向いているとすれば、場合によっちゃかなり強引な真ま似ねもするかもしれない。神薙紅蓮を彼の『日常』に繋つなぎ止とめている最大の存在は、この少女――笹ささ原はら琴こと音ねでしょう。だとすれば、この少女は神薙紅蓮にとってアキレス腱けんに成り得る」

「そいつを人質にとれば、こっちの言う事を聞かせる事が出来る？」

「多分。いや、それどころか――梨緒には神薙紅蓮を誑たらし込こむ任務も与えられている可能性が在あります。所しよ詮せんは性欲と愛情の区別もつかない様な小僧、女をその笹原琴音から梨緒に乗り換えれば、我々の側に大人しく従うだろう、という目もく算さんで」

「姑こ息そくだな」

　顔をしかめて迫水は言った。

「つかそういうのに向かねぇだろ、梨緒の奴は」

「まあそうなんですが」

　逆木は肩を竦すくめる。

「御杖代の現当主代行はさておき――周囲の爺じいさん達たちが言い含めそうな事でしょ？」

「お前さんがそう言うならそうなんだろうさ」

「とにかく……そうなると、最悪、梨緒は笹原琴音を人質に取る、あるいは、もっと強引に消してしまう命令を御杖代本家から受けている可能性も在る訳で」

「…………」

　迫さこ水みずはしかめ面で懐ふところから煙草たばこを取り出して一本くわえ、同じく取り出したオイルライターで火を付けた。

「……そんな事をしたら紅ぐ蓮れんの坊主は意固地になるだろ」

「なるでしょうね」

「こっちの敵に回るかもしれねえ」

「御み杖つえ代しろ本家にしてみれば、願ったり叶かなったりかも」

「しょうもねえ――」

　吐き捨てる様に迫水は言った。

「それはアレか。『俺おれ達たちの作ったものより優れた成果は存在してはならねえ』ってか」

「そう考える可能性も在あるって事です」

　言って逆さか木きは肩を竦すくめた。

「まあその辺の事情は分わかったが。俺にどうしろってんだ？」

　天井を向いて煙を吐き出す迫水。

　今――逆木が話した事は、多分に想像が混じっている。邪じや推すいと言っても良いだろう。それを根拠として迫水に出来る事などそう多くない。あくまで彼は〈破は組ぐみ〉の隊長というだけで、〈御ミ火カ槌ヅチ〉内部の――それも自分より上の立場の人間が決めた事に対して、影響力を行使する事は出来ない。

「ですから梨り緒おですよ。一応、彼女は今でも〈破組〉所属で貴方あなたの部下でしょ」

　手元に在った灰皿を迫水の方に押し出しながら逆木は言った。

「御杖代家以外で、堂々と正面から彼女の行動を抑えられるのは迫水さんだけって事になります」

「そりゃ理屈の上ではそうだろうが……」

「一応、私も注意は払いますがね、いざ〈破組〉の現場活動となると、私の出る幕じゃない。その時にはちっと目を光らせておいてください、というお願いですよ」

「ふん。曖あい昧まいでまどろっこしい話だな」

　指先で灰皿に煙草の灰を落としながら迫水は言った。

「まあいい。分かった。その程度の事はしといてやるさ。つまらねえ抜け駆がけで〈御火槌〉の機能そのものが破は綻たんするのも面白くねえしな」

「頼みます」

　そう言うと改めて逆木は頭を下げた。



　　　



　紅ぐ蓮れんの部屋は、一人住まい用のマンションとしては比較的広めの間取りだ。

　だが逆に言えば、面積はさておき、一人住まいを想定しての構造という点に変わりは無いという事である。事実上のワンルーム、脱衣所兼洗面所が別室になっているだけで、他ほかに室内空間を仕切るものは何も無い。

　当然それは――仕切りも何も無い部屋で、紅蓮と梨り緒おが眠るという事になる。

　正直言って、紅蓮は脱衣所兼洗面所が別室構造になっている事を、今日ほど有り難いと思った事は無い。さもなければ常に梨緒を同じ部屋に居るという事であり、例えば風ふ呂ろに入るだけでも、お互いに遮しや蔽へい物の無い所で服を脱ぐという事になる。梨緒が異性として紅蓮の好みに合致するかどうかはさておき、同じ年とし頃ごろの少女がすぐ側そばで裸になっている状況で、平然としているのは非常に厳しいし――逆に紅蓮自身、梨緒の前で裸になるのは絶対に避けたかった。

「…………ったく」

　部屋の真ん中で腕を組んで座りながら紅蓮は唸うなった。

　現在――梨緒は風呂に入っている。ちなみに紅蓮はもう済ませた。さすがに相手が女の子だからと紅蓮は先に入るのを彼女に勧めたのだが――梨緒は梨緒で家主に先に入る権利が在あると辞退したのだ。

「しかし――」

　紅蓮は梨緒が荷に解ほどき途中の荷物を眺める。

　とりあえずまず最初に武器の類たぐいを取り出していたのはいかにも梨緒らしい。

　だがそれらは夕食前に全すべてもう整理されていて、次に彼女が開いていたのは、資料の類が詰まったらしい段ボール箱だった。

　パソコンでも情報管理はしているのだろうが――それだけでは足りないのか、それとも物理的なバックアップの意味なのか、とにかく紙の書類を挟んだバインダーだの本だのがびっちりと箱の中には詰まっていた。

　整理途中のバインダーが一冊、段ボール箱の上に置かれている。

　何気なくそれに眼めをやって――

「…………」

　紅蓮は手を伸ばした。

　表紙に『神かん薙なぎ紅蓮／神薙式修しゆ羅ら奇き兵へい資料』と書かれていたからだ。

　中をめくっていくと、単純な身体検査の数値が並んでいて――恐らくこれは十六夜いざよい家の連中がとった記録だろう――その後にはやたらに専門用語らしい意味不明の単語が並びまくっている。はっきり言って紅蓮にしてみればちんぷんかんぷん、外国語の書籍と大差無い代しろ物ものだった。

「こんなのあいつ読めるのか」

　眉まゆを顰ひそめて紅ぐ蓮れんは風ふ呂ろ場ばの方を振り返る。

「しかし……」

　それでも何か分わかり易やすい図版の類たぐいでも無いかとぱらぱらと書類をめくっていく。

　すると……

「…………！」

　思わず紅蓮はその場でつんのめりそうになった。

　気絶中に撮られたものだろう。彼の全裸の写真がそこには在あった。

　しかも御丁寧に、手術台の様な所に寝かされた彼を、前後左右上下、更に幾いくつかの部分写真を含めて、執しつ拗ような程に撮影している。全部で二十枚。一糸纏まとわぬ彼の姿が、くっきりはっきりと写されていた。

「ちょっ……これ……」

　梨り緒おの前で服を脱ぐ脱がないどころの話ではない。

　局部――つまりは股こ間かんも一切隠される事無く写っている訳で。

「こ……こんなもの……」

　梨緒は見たのか。

　梨緒に見られてしまったのか。

　というか――

「…………」

　声にならない呻うめきが漏れる。

　更にめくった先に添付されていた写真――

「いつの間に……！」

　それは初めて梨緒と出会った時の、写真だった。

〈御ミ火カ槌ヅチ〉の施設内の廊下。そこで紅蓮が梨緒と対たい峙じしている姿が写っている。修しゆ羅ら奇き兵へい態で彼女と、一瞬だがやり合った際の様子だ。確かに〈御火槌〉にしてみれば貴重な資料ではあるのだろう。

　しかし……

　修羅奇兵態は、ヤドリギと同じく写真に写らない。

　それはつまり生身の実体である紅蓮しかそこには記録されないという事である。

　写真の中では――一糸纏わぬ姿で、身構えて梨緒と向かい合っている紅蓮の姿が、文字通り赤裸々に写っていた。

「ッ！」

　紅蓮は思わずバインダーを床に叩たたき付つける。

　どう考えてもそれは全裸で少女に襲おそいかかる変態の姿だった。まあ梨緒は梨緒で拳けん銃じゆうに刃物を手にした戦闘態勢である訳だが――紅蓮の全裸というどうしようもなく衝撃的な絵面の前に、そちらはひどく些さ細さいな問題にしか見えない。

「ぐぬ…………」

　一瞬、ガスコンロで書類を残らず燃やしてしまいたい衝動に駆られた紅ぐ蓮れんであったが、辛うじて踏みとどまった。まさか今時、フィルムカメラで記録を採とっていた訳でもないだろうし、デジタルカメラの画像ならば幾いくらでも複製がきく訳で。この書類を燃やした所であまり意味はない。

　羞しゆう恥ちと屈辱に紅蓮が唸うなり続けていると――

「――どうしました？」

　脱衣所兼洗面所から梨り緒おが出てきた。

「な、なんでもねえよ」

　紅蓮は咄とつ嗟さにそのバインダーを、身体からだで隠す様にして段ボール箱の中に戻してから背後を振り返る。

　そこには長い黒髪をタオルで拭ふいている梨緒の姿が在あった。

　今の彼女は寝間着代わりらしいゆったりした上下のジャージを着ていて、殊更に肌を露出させている訳でも、体型を強調している訳でもないのだが――ポニーテール状に括くくっていた髪をといたその姿は、急に女性的な印象を強めていた。

「そうですか」



    

  
    
      



    

  
    
      　梨り緒おは無表情に頷うなずくと、そのまま未まだ壁際に幾いくつか積んだままになっている段ボール箱に歩み寄ると、その梱こん包ぽうを解とき――中からもこもこと膨らんだ、ダウンジャケットの化け物の様な代しろ物ものを取り出した。

「なんだ？」

「寝袋です」

　と梨緒は答える。

「……準備万端だな」

　自分のベッドに腰掛けながら呆あきれて言う紅ぐ蓮れん。

　正直――ベッドは梨緒に譲って自分は床で寝るべきなのかと考えていた自分が、少し間抜けに思えてくる。

　だがそもそも……そこまでする位なら最初から簡易ベッドでも運び込む手配をしておけば良いものを、と紅蓮は思った。合あい鍵かぎでも用意していたのか、荷物そのものは勝手に運び込まれていたのだし。何ど処こか梨緒を含め〈御ミ火カ槌ヅチ〉のやる事は紅蓮の常識とはずれた感じがする。

「つか……本当に此こ処こに住むのかよ」

「出来るだけ近くに居ろとの命令ですので。隣室も考慮対象に挙げられましたが、生あい憎にくといずれも埋まっています」

　と梨緒。

　確かに同じマンションの六階は全すべて埋まっていて空き室は無い。ついでに言えば真上真下も無い。元々は分譲マンションなので、持ち主が改めて貸しに出さない限り――あるいは売却して不動産屋の所有になるのでもない限り、空き室になるという事はまず無い。

「超法規組織なんだろ。どうにか出来そうなもんだけどな」

「秘密組織ですから。強引な事をあまり乱発すると秘ひ匿とく性に問題が生じます」

「……つくづく異常な集団だよな。お前等ら」

　紅蓮は呻うめく様に言った。

「どういう意味ですか」

　さして気分を害した様子も無く、梨緒は寝袋の前で荷物の整理を続けている。

「正気の沙さ汰たとは思えねえよ。大体…………お前、幾つなんだ？」

「貴方あなたより一つ上です。17ですね。表向きは16になっていますが」

「殆ほとんど同じだろうが」

　と紅蓮。

　実の処ところ、彼は自分の本当の誕生日を知らない。親に教わっていないからだ。あの非道な両親が子供の誕生日を祝うなどという真っ当な真ま似ねをする筈はずも無い。なので便宜的に紅蓮の誕生日は笹ささ原はら家に引き取られた日という事になっている。

　つまり一歳違いといっても、紅ぐ蓮れんの生まれた日付によっては三ヶか月げつも違わない可能性だってある訳だ。

「監視だかなんだか知らねぇが、男と一緒に暮らすってのがどういう意味か分わからない訳でもねえだろが？」

「私と貴方あなたが性的関係になるという事ですか？」

　梨り緒おは整理の手を停とめると背筋を伸ばしていった。

「……まあ、そういう感じの意味っていうか」

「ですが互いにその気が無ければ成立はしないでしょう」

　そう言う梨緒には羞しゆう恥ちは勿もち論ろん、動揺や困惑の様子も無い。

　さすがに此こ処こまで徹底して感情を見せないとなると――冷静クールというよりむしろ人形じみて見えてきた。

「俺おれが――その、襲おそったらどうすんだよ」

「修しゆ羅ら奇き兵へい態にない貴方では、私の自由を奪うなどという事は出来ないでしょう。貴方が私を強ごう姦かんするのは事実上、不可能です」

　強姦などという言葉が梨緒の口から出てくるのを聞くのは、何か倒とう錯さく的な印象すら在あったが――それよりも何よりも、どこまでも怜れい悧りなその口調と眼まな差ざしが、紅蓮の神経を逆さか撫なでした。

　やれるものならやってみろ……暗にそう言っているのだ、この少女は。

「試してみるか？」

「どうぞ。ですがあまり手加減は出来ませんよ」

「…………！」

　そこまで言われては紅蓮としても引き下がれない。

　紅蓮は立ち上がって梨緒の前に立つ。

　彼女も応じる様にその場に立ち上がり、紅蓮と真正面から向き合う。

　そのまま互いに沈黙する事――数秒。

「……で？」

　促うながす様に――挑発する様に尋ねてくる。

（くそ。余裕かましやがって）

　ああは言ったものの、では具体的に『襲う』といってもどうすれば良いのか紅蓮には見当もつかない。よく押し倒すと言うが――正直言って、今の紅蓮に本気で梨緒を強姦しようという考えがある訳ではない。この生意気な女に一矢報いる、その程度の感覚でしかなかった。

　だが本当にどうすれば良いのか。

　女の顔を殴るのはさすがに躊躇ためらわれるし――腕力というのなら、やはり壁際に押しつけるとか床に押し倒すとかしてしまうのが一番簡単か。上に馬乗りになってしまえば梨り緒おとしても負けを認めざるを得まい。

　勿もち論ろん、紅ぐ蓮れんは梨緒が素早く動くのは知っている。訓練を受けているだろう事も。

　だが所しよ詮せんは少女、修しゆ羅ら奇き兵へいやヤドリギでもあるまいし、筋力の絶対量が増えるだの、呪じゆ術じゆつ場の鎧よろいを帯びるなどという事も無かろうから――とにかく押さえ込んでしまえば自分の勝ちだ。

　そんな事を考えながら紅蓮は右手を伸ばして――

「――え？」

　次の瞬間。

　紅蓮は世界が回転しているのを感じた。

　いや。違う。

　回転しているのは紅蓮自身――

「ぐはっ!?」

　床にたたきつけられた紅蓮は、短い苦鳴を漏らした。

　一瞬の事で何が起こったのかすら分わからない。

　殴られた訳ではない。蹴けられた訳でもない。掴つかまれたのでもなかった。

　ほんの一瞬、梨緒が自分から紅蓮の方に身を絡める様にして前に出たかと思うと、次の瞬間には紅蓮は床に倒れていたのだ。

　いや、それどころか――

「御納得いただけましたか？」

　俯うつぶせに倒れた紅蓮の背後から――彼の身体からだに馬乗りになった梨緒の怜れい悧りな声が降ってきた。反射的に身を起こそうとして、しかし紅蓮は身体が動かない事に気付く。右腕が、ねじり上げられている。

「てめっ…………」

「貴方あなたの動きは無駄だらけです。修羅奇兵と化した時ですら」

「なん……だと……？」

「人間離れした脚きやく力りよくや膂りよ力りよくと――恐らく呪術的に強化された認識や、反射速度によって高い戦闘能力を発揮する様ですが、戦闘技術という意味では稚拙も良い所です。貴方の強さというのは所詮、動物のそれであって、人間のそれではない」

　紅蓮の上に跨またがったまま梨緒は言った。

「…………」

　紅蓮としては返す言葉が無い。

「どうしますか。修羅奇兵化して続けますか。それとも――」

「…………分かったよ」

　せめてもの抵抗として吐き捨てる様に紅ぐ蓮れんは言った。

「女相手に化け物になるのも大人げない」

「…………」

　梨り緒おは一瞬、不快げに眉み間けんに皺しわを寄せたが――それ以上は何も言わず、紅蓮の上から退いて手を離す。

「くっ…………」

　紅蓮はねじり上げられた右腕を左手でさすりながら身を起こした。

　改めて梨緒を振り返ると、彼女は何事も無かったかの様に寝袋の脇わきで整理を再開していた。彼女にとってみれば今のやり取りは作業の合間に肩を回す様な、ごく軽い運動、程度のものであったという事か。

　実際、彼女は殆ほとんど動いていない。掴つかみかかった紅蓮の動きに介入して紅蓮が自みずから転ぶ様に仕向けただけだ。確かに無駄が多いと紅蓮を評するだけの事はある。

　いや――

（俺おれを転がす場所まで考えてたのか……？）

　相変わらず床の上には整理中の品が色々と置いてある。改めて見れば、紅蓮が転倒したのはそれらの隙すき間ま、床の上に何も無い場所だ。

　これを偶然と思う程に、紅蓮も馬ば鹿かではなかった。品物を守ったのか、紅蓮を守ったのかは判わからないが。

「お前が強い事は分わかったけど……」

　溜ため息いきをつきながら紅蓮は言った。

「それってあれか。〈御ミ火カ槌ヅチ〉で叩たたき込こまれた格闘術とかか」

「はい」

　梨緒は頷うなずいた。

　あまりに鮮やかな手並みだったが――彼女には勝ち誇る様子は無い。淡々と整理作業を続けながら彼女は言った。

「ですが私は格闘術に関して言えば〈御火槌〉の中でも中の下です」

「…………」

「〈破は組ぐみ〉の中には三歳から格闘術を身に着ける様に仕込まれてきた者も居ます。特に惑まど羅ら葉ば家の者の多くはそうです」

「時代錯誤も極まってんな」

　紅蓮は呻うめく様に言った。

「三歳のガキに殴る蹴けるの技術を教えるってのか？」

「身体からだが出来上がる前に技術を教え込む事で、効率化が図れます」

　とんでもない事を梨緒はさらりと、当然の如ごとく言ってきた。

「子供は回復も早いですし、歯が折れても生え替わりますから」

「なんだって？」

　子供の身体からだというものは発展途上だ。

　故ゆえにこそ……その段階で格闘技の訓練を開始する事で、格闘技に適した身体に造つくり上げる事が出来る。人間の身体は適応力に富むが、その性質が最も効率良く発揮されるのは、人体が基本的な成長を終えて完成するまで、つまりは子供の間という事になる。

　勿もち論ろん……実戦を想定した訓練ともなれば怪け我がをして当然だ。いやむしろどれ位の攻撃を受ければ、どれ位の怪我をして、どれ位の苦痛が生じて、どれ位、自分の戦闘能力が低下するのか――そして低下した状態では何が出来るのかを知っておくのも重要なのだと梨り緒おは言う。

　まるで人間を戦闘機械か何かの様に取り扱って性能試験をしている様なものだ。

　やはり〈御ミ火カ槌ヅチ〉の人間は普通じゃない。

　人間を人間として扱っていない。その意味では紅ぐ蓮れんの両親と何ら変わる処ところは無い。結局の所――紅蓮の両親も典型的な〈御火槌〉の人間だったという事か。

「狂気の沙さ汰ただ」

　紅蓮がそう告げると――しかし梨緒は淡々とした口調で反論してきた。

「それは現代日本の価値観での判断です」

「ここは現代で日本なんだよ」

　と紅蓮はうんざりした口調で言うが、梨緒は平然とした様子で続けた。

「かつてはより目的に沿った形で人体を『改造』する事は当然に行われていました。敢あえて指を何度も折る事で、指突の技に適した、棒の様な指を造る事や、敢えて毒を少量ずつ服用する事で、毒に耐性を持った身体を作る事など――ある意味でワクチンの接種もその延長に在あります」

「…………」

　確かに抗原抗体反応を利用して『特定の病原菌にやられない身体にする』というのは人体改造の一種と言えない事も無いが――

「その意味では修しゆ羅ら奇き兵へいもそうした考え方の延長に在るものです。何ら特異なものではありません。呪じゆ術じゆつを使っているというだけで」

「…………」

　紅蓮は瞬まばたきをする。

　これは――ひょっとして梨緒は『お前も人間だ』と言ってくれているのだろうか。

　まさかこの愛想も可愛かわいげも全滅した様な少女に限って、気を遣って慰めるなどという真ま似ねをしてくるとも思えないのだが。

「…………」

　微妙な居心地の悪さを感じて紅ぐ蓮れんは立ち上がる。

　大して動いた訳でも汗をかいた訳でもないのだが、ふと喉のどの乾きを覚えて彼はそのまま冷蔵庫に歩み寄った。中にはいつも烏龍ウーロン茶が徳用ペットボトルで突っ込んである。紅蓮はコップに枯かれ葉は色の液体を注いでから梨り緒おを振り返った。

「それと先程の話ですが」

　梨緒は――再び整理の手を停とめ背筋を伸ばしていた。

　相変わらずの無表情だが、何ど処こか妙に決然とした雰囲気なのがどうにも気に掛かった。

「先程？」

「性的な関係の話です。もっと端的に言えばセックスの話です」

「…………」

　思わず紅蓮は烏龍茶を噴き出しそうになった。

　無表情で何を言い出すのか、この女は。

「先程は貴方あなたに戦闘能力と技術の違いを知って欲しくて挑発いたしましたが。実の処ところ、今回の任務に就くにあたり、『そういう事』もあるだろうと注意を受けています」

「……おまえな」

　呆あきれて呻うめく様に言う紅蓮を、しかし照れるでも怯ひるむでもなく、床の上に正座し、真正面から見据えて梨緒は言ってきた。

「私はその点についても納得ずくで此こ処こに来ています」

　それはつまり紅蓮が望めば抱かれても良いという事か。

（それが異常だってんだよ）

　紅蓮は胸の中で呻いた。

　ここで『じゃあ御言葉に甘えて』と据すえ膳ぜんを食べてしまう程に紅蓮も脳天気ではない。

　目的の為ためなら人権だの個人の感情だのは後回し――それが〈御ミ火カ槌ヅチ〉だ。

　ヤドリギを倒すという目的のみを掲げて数百年、元もとより秘密組織たる〈御火槌〉にとって、一般常識や社会通念は理解はしていても、拠より所どころにすべきものではないのだろう。

（そういうのが我慢ならねえってんだよ）

　まるで普通である事を見下しているみたいで。

　まるで紅蓮を修しゆ羅ら奇き兵へいなどという怪物に仕立てたあの男みたいで。

（くそっ……）

　普通の生き方をしたかった。

　望んで望んで血を吐く程に求め続けて――そして偶然にも手に入れる事が出来た鉄格子の向こう側。ただごく当たり前の人間として生きる事。それを汚される様で紅蓮は不愉快だった。

　そんな彼の内心を知ってか知らずにか……梨緒は静かな口調で問うてきた。

「私を抱きたいですか？」

「ふざけんな。お断りだ」

　そう言って紅ぐ蓮れんは烏龍ウーロン茶の残りを無む理り矢や理りに口の中へ流し込むと、コップを置いた。



    

  
    
      


第五章　尋常の終焉





　誰だれが言い出したのか、歓迎会をする事になった。

　言うまでもなく梨り緒おの――である。

「まあ転校生なんて滅めつ多たに来る事無いしね。クリスマスも近いし、御み杖つえ代しろさんを口実に、皆、合コンとかしたいんじゃないの？」

　女生徒達たちの取とり纏まとめ役を任じられているらしい由ゆ奈なは、苦笑してそう言った。

　どうも男子だけとか、女子だけとか、そういう区切りはなくて一年Ｂ組全体のイベントという事であるらしい。

　見れば由奈の隣では、謙けん吾ごも腕を組んで満足げに頷うなずいてる。厳いかつい外見が今一つ女子受けしない彼としては、これを機に彼女とまではいかずとも、親しい女生徒の一人や二人は作りたいと思っているのだろう。

　火曜日――その一限目と二限目の間の休み時間。

　紅ぐ蓮れんの眼めに映るのは、いつもと同じ平凡な教室風景である。

　見慣れた物は全すべてそこに在あり。

　見慣れた皆も全てそこに居て。

　だからこそ……そこに御杖代梨緒という非日常の領域から来た異物が混じっているのは、どうにも妙な気分だった。

　いや。梨緒は未まだマシだ。

　ごく当たり前のこの風景の中に――

（何食わぬ顔をしてヤドリギが混じってる可能性が在る）

　愛すべき日常が……不発弾の様に掘り起こされた過去によって侵食される。

　それが紅蓮はたまらなく嫌だった。

　とはいえ――そんな事を由奈や謙吾に言える筈はずも無い。紅蓮は、とりあえずいつも通りの自分を演じる事に専念していた。

「そういう訳で放課後、五時に〈シャンバラ〉へ集合ね」

　憂ゆう鬱うつな紅蓮の気持ちなどまるで知るよしも無く――むしろ自分と紅蓮の間に在った諸もろ々もろも綺き麗れいに忘れ果てたかの様に、朗ほがらかな笑顔で――由奈は言った。

　あれから……由奈は全く以前の状態に戻っていた。

　積極的で社交的で世話好きな、いつもの杉すぎ崎さき由奈だ。

　紅蓮としては、この少女の切り替えの早さに随分と救われていた。自分が気まずさを感じるのは自業自得としても――自分のせいで琴こと音ねと由ゆ奈なの仲まで悪くなってしまったらどうしようかと不安に思っていたからである。

　ともあれ……

「……いきなりだな」

　呆あきれた様に言う紅ぐ蓮れん。

　まさか歓迎会の話が出たその日の内に実行するとは思わなかった。

　ちなみに〈シャンバラ〉というのは何かと由奈が友人や中学時代の後輩とよく使うカラオケ・ボックスの事だそうだ。他ほかのカラオケ・ボックスよりも少し値段は高いのだが、その分、パーティに使える様な広い部屋や、凝った内装の部屋が多いのが特徴である。

「こっちの都合はお構いなしか？」

「帰宅部の神かん薙なぎ君に何か都合でもあるの？」

　とからかう様に言ってくる由奈。

「大急ぎで帰らないと大好きなアニメが始まっちゃうからとか？」

「んな訳あるか。そんな番組在あっても録画するわい」

「じゃあいいじゃない」

「…………だとさ」

　紅蓮は面倒臭くさそうに梨り緒おの方に話題を振る。

「紅蓮が行くなら」

　と簡潔に――というより素そっ気けない程の口ぶりで言う梨緒。

　更に紅蓮は琴音の方を振り返って問うた。

「…………どうするよ？」

「え？　わ、私？」

　それまで黙って話を聞いていた琴音は、急に尋ねられて慌てた様に眼めを瞬まばたかせた。

「お前は行くか？」

「あ――紅蓮、その」

　ちらりと梨緒の方に視線を送りながら戸惑いの表情を浮かべるのは……遠慮というかこの紅蓮の『婚約者』に気を遣っているのだろう。さすがに立て続けに色々在った為ために――由奈の一件や梨緒の存在だ――紅蓮の側そばに居続ける自分が、他人からどう見えるのか多少気になって来たらしい。

　だが――

「行こうよ、琴ことちゃん」

　優しく微笑ほほえんで由奈が言った。

「杉すぎ崎さき……さん」

「皆で愉たのしもうよ。ね？」

　諭す様な口調でそう言われると、琴こと音ねとしても断り辛づらい様だった。

「うん……分わかった。私も行く」

「じゃあ遠とお野の君。男子への時間とか場所の連絡はお願い」

「おう。任せとけ」

　余程に楽しみなのか……力強く握にぎり拳こぶしなんぞ作って見せながら謙けん吾ごは頷うなずいた。



　　　



　サングラスの偏光レンズには、校門から三々五々と出てくる生徒達たちの姿が写っていた。

　何ど処こか憮ぶ然ぜんとした表情を浮かべながら――迫さこ水みず純じゆん一いちはポケットから取り出した煙草たばこを唇の端に咥くわえる。オイルライターで火を点つけてから深々と吸い込み、そして溜ため息いきの様に紫煙を吐き出した。

「お疲れ様です」

　掛けられた声に振り返ると、同じくサングラスを掛けた胡う乱ろんな姿の男が立っていた。

　言うまでもなく逆さか木き慎しん一いち郎ろうだ。

〈索さく組ぐみ〉の調査員は迫水の視線を追う様にして校門の方へと視線を向ける。

「この中の誰だれかがヤドリギって事なんですな。まあ無関係な人間が、制服買ってコスプレしてるって可能性もあるんやろけど」

「面倒な話だな、おい」

　指先に煙草を挟んでくゆらせながら迫水は言った。

　二人は大きなトラックに――ベンツ・アクトロスの荷台に背を預ける様な格好で立っている。運送会社の名前が印刷されては居るが、いうまでもなく中に詰まっているのは完全装備の〈破は組ぐみ〉隊員達である。

　……紅ぐ蓮れんを襲おそったヤドリギが、彼の通う高校の校章を落としていった。

　ならば十中八九この生徒の中にヤドリギの宿やど主ぬしは居る――〈御ミ火カ槌ヅチ〉はそう判断し臨戦態勢の〈破組〉と〈滅めつ組ぐみ〉が学校の側そばに待機しているのである。

　勿もち論ろん、普段は人間を装っているヤドリギが、わざわざ校内で行動を起こす可能性は低いが、誰がヤドリギか判わからない以上、何処に駆け付けるにしても、学校を基点とするのが一番理に叶かなっている。更に言えば梨り緒おや紅蓮も合流しやすい。

　ちなみにアクトロスの運転席からは、小型のデジタルカメラが常に校門を向いて記録中である。監視体制としては他ほかにも〈索組〉が三名ばかり、辺りを見張っている。本来は戦闘が専門の迫水が、わざわざ外に出てきて生徒達を眺めているのは、単に煙草が吸いたかったからというだけの事だ。

「いっそ学校の中で騒ぎを起こしてくれたら楽なんですがね」

「そしたら今度は〈繕ぜん組ぐみ〉が溜ため息いきつくぜ。〈索さく組ぐみ〉もな」

「まあそうなりますな」

　昼日中の学校の中でヤドリギが怪物の本性を晒さらして暴れれば、それこそ百名単位で目撃者が出るだろう。過去にそういう事件が無かった訳ではないが、ヤドリギという怪物の存在を誤ご魔ま化かす為ために、〈御ミ火カ槌ヅチ〉は――特に現場処理と情報操作を担当する〈繕組〉は大変な労力を費やしたという。人手が足りずに情報収拾を担当する〈索組〉も駆り出され、〈御火槌〉の機能が半ば停止する程の事態になったという。

「とはいえ」

　逆さか木きは板ガムを口に放ほうり込こみながら言った。

　どうやらガムを四六時中噛かんでいるのは、この男なりのストレス解消法なのだという事に迫さこ水みずは気付いていた。ガムを切らした時にぎりぎりと歯は軋ぎしりをしている姿を何度か見ている。生まれも育ちも〈御火槌〉の影響下というこの男でも、自分の任務について苦痛を覚える事があるのかもしれなかった。

「やっぱりやりきれへん感じですわな」

「なにが？」

　迫水が言う。

　台詞せりふは問いだが中身は確認に過ぎない。

　本当にもうどうしようもなく今更の事。

「子供を――高校生を殺さにゃならんのは」

「もう人間じゃねえんだろ」

「我々にとってはね」

「……今更何言ってやがる。まして俺おれみたいな外と様ざまならともかく生粋の〈御火槌〉がよ」

「そうなんですけどねえ」

　逆木は肩を竦すくめる。

　迫水は逆木と異なり〈御火槌〉外部から引き抜かれてきた人間だ。元々、民間軍事会社ＰＭＣの実働職員オフイサーだった彼は、その経歴と実力を買われ、〈破は組ぐみ〉の装備、訓練の更新アツプデートを目的に招かれているのである。

　戦場を這はい回った経験の在ある迫水にとって、子供の死など至し極ごく有り触れたものだ。平和な国の病気の幼児に億単位の寄付金が集まる一方で、戦地では貨幣一枚で買える筈はずの抗生物質が手に入らずに死んでいく幼児が居る。

　命は平等だとか、地球より重いなどというのは、夢想家の嘘うそっぱちだ。

　人間の命の値段は相場の変動が激しい。迫水は嫌という程にそれを思い知らされていた。それに慣れるか否かは――認め受け入れるかどうかは、また別の問題だが。

「どうしても〈索組〉関係者は外部との交渉だの何だのに出歩く事が多いもんで。外の常識にあてられたのかも。たまに虚むなしくなります」

「まあ確かに――」

　茜あかね色に染まる気け怠だるげな空を見上げ、煙を吐きながら迫さこ水みずは言った。

「俺おれ達たちの仕事ってのは――基本的にいつも手遅れなんだよな」



　　　



　大抵の場合に宴会パーテイの主賓というのは飾り物でしかない。

　要するに誰だれもが飲んで喰くって騒ぐ為ための口実が欲しいだけだ。

　特に今回の『一年Ｂ組・御み杖つえ代しろ梨り緒お歓迎会』については、由ゆ奈なも言っていた通り、クリスマス前の緊急合コンとしての意味合いが強いので、一度盛り上がってしまえば後は誰が何ど処こに居ようとあまり意識されない。大抵の参加者は意中の相手と話し込んだり、眼めで追っているばかりで、既すでに『婚約者』という攻略対象外を示すレッテルを張られている梨緒は勿もち論ろん、紅ぐ蓮れんに注意を向けている人間は少ない。

　だが――

「……紅蓮」

　ふと廊下で声が掛かった。

〈シャンバラ〉のフリー・ドリンクのプランは二種類在あって――安い方は種類も少なく自分でドリンク・バーに行き来するセルフ・サービスだ。勿論、高校生の懐ふところはたかが知れているので紅蓮達は安い方を選んでいて、丁度、紅蓮も空になったグラスを片手に烏龍ウーロン茶を注つぎに来ていた処ところだった。

「…………」

　振り返った先。

　個室の扉が幾いくつも並んだ廊下のその奥に――由奈が立っていた。

　彼女も飲み物を注ぎにきたのか、右手には空のグラスを一つ握にぎっている。

「杉すぎ崎さき……？」

　返す言葉に疑問の響きが滲にじんだのは――何な故ぜだか分わからない。

　いつもの由奈だ。

　その容よう貌ぼうにもその表情にも変わった処は何も無い。

「ちょっと一緒に来てくれる？」

「……杉崎？」

「お願い。一緒に来て。話がしたいの」

　紅蓮の言葉に覆おおい被かぶせる様に由奈は言う。

　彼女はいつもの朗ほがらかな笑みを浮かべたまま、片手に持っていたガラスのコップを僅わずかに傾けて――



　――異音。



「……!?」

　愕がく然ぜんとする紅ぐ蓮れんの視線の先で、粉々に砕けたコップの破片がぱらぱらと床に落ちた。

　握にぎり潰つぶしたのだ。

　由ゆ奈ながその細い指で。

「おまえ…………」

　開かれた少女の掌てのひらには傷の一つも無い。

「一緒に来て？」

　僅わずかに笑みを緩めて由奈は言った。

　その眼めは紅蓮を真まっ直すぐ見つめながら『来ないとこうするよ』と告げていた。勿もち論ろん、改めて『何を？』などと間抜けな質問をする必要も無い。一年Ｂ組の面々が居るのは廊下の奥の一番大きなパーティ・ルームだが……そこまで戻る必要もあるまい。廊下の左右に並んだ扉からは、それぞれ別の歌声が漏れてきている。近くの個室に飛び込めば、手て頃ごろな獲物には事欠くまい。



    

  
    
      



    

  
    
      「そこのね」

　由ゆ奈なは自分の肩越しに廊下のある場所を指差す。

「避難口から、非常階段通って、このビルの屋上に上れるんだ」

　この店よく使っているから知っているの――と由奈は付け加える。

　本当にその口調も表情も、普段の彼女と大差は無くて。

　なのに、どうしようもなくもうコレは違うのだと紅ぐ蓮れんは理解していた。

「…………」

　呆ぼう然ぜんとする紅蓮に背を向けて避難口へと歩き出す由奈。

　その後ろ姿は――

「……おまえが？」

　その足下から伸びる影は、異い形ぎようの歪いびつさを示していた。



　　　



　店内とは裏腹に屋上は恐ろしく殺風景だった。

　コンクリートの四角い平面と、それを囲む様に設けられた鉄てつ柵さく。そして端に設けられたペントハウス。それがそこに在ある全すべてだった。屋上というものは大抵が舞台裏で無愛想なものだが……周囲に幾いくつかより丈の高いビルが建っている為ため、此こ処こは日光も届きにくく、解放感の代わりに奇妙な重苦しさが漂っていた。

　まるで穴の底の様だと紅蓮は思う。

　そしてその真ん中に……紅蓮とは二メートルばかりの距離を置き、こちらに背を向けた状態で由奈が立っていた。

　いや。正しくはかつて杉すぎ崎さき由奈だったモノ――だ。

「……杉崎」

　紅蓮が紡ぎ得た言葉は……震えていた。

「お前……いつから……？」

　恐ろしいというよりも哀かなしかった。

　どうしてこんな事になっているのか。

　由奈が一体何をしたというのか。

　自分が一体何をしたというのか。

「……いつから……ヤドリギに憑つかれた……？」

「ヤドリギ？」

　肩越しに振り返って、不思議そうに眼めを瞬まばたかせて繰り返し――そして由奈は頷うなずいた。

「ああ。そうそう。そうね、そういう名前だったね」

　既すでに混乱や逡しゆん巡じゆんは微み塵じんも見られない。

　どうやら由ゆ奈なはもう『安定』しているらしい。

　ヤドリギの精神寄生には幾いくつかの段階が在あると紅ぐ蓮れんは聞かされていた。

　第一段階は潜伏期だ。

　普段と少々異なる言動が散見される様になったりもするが、基本的に異常性らしきものは無く、本人に自覚も無い。

　第二段階は混乱期だ。

　急激に侵食される自我と覚かく醒せいした能力に振り回されて、言動が異常になってゆく。自分が誰だれなのか分わからなくなる事も在る。この時期に殆ほとんど発作的に人を殺したりして馬脚を現してしまい〈御ミ火カ槌ヅチ〉に封ふう殺さつされるヤドリギが最も多い。

　そしてそれらの段階を経て到達する第三段階。

　腕力や修復力といった基礎能力の上限こそ若干下がるが……ヤドリギには自覚が生まれ明確な意志でその能力を使う。また呪じゆ術じゆつ的な能力は集しゆう束そくし、個人に特有の能力を手にする個体が多いと言われていた。

　つまり……

「既に第三段階か……」

　紅蓮は絶望的な気持ちで呟つぶやいた。

　勿もち論ろん……ヤドリギに寄生されれば、それが第一段階であろうと第三段階であろうともう手の施ほどこし様が無いという話だ。寄生された人間を物理的に破壊し尽くしてしまわない限り、ヤドリギ本体をその肉体から引ひき剥はがす事は出来ない。

「神かん薙なぎ君。いいえ――紅蓮」

　由奈はふわりとした動作でこちらに向き直って言った。

「もう一度聞くね。私と付き合って」

「お前――何を」

　喘あえぐ様に紅蓮は言った。

「何を言ってるんだ、お前は……」

　今更だ。

　本当に――もう本当に今更何を言うのだろうこの少女は。

「駄目？　ひょっとしてこの間、襲おそっちゃった事、怒ってるの？」

　まるでちょっとした悪戯いたずらか失敗であるかの様に由奈は言う。

　あの――黒い異い形ぎようと化して紅蓮を喰くおうとした事を。

「杉すぎ崎さき、お前――」

「ごめんね。あの時はちょっと混乱してて。でももう大丈夫。分かるでしょ？」

　由奈はにっこりと微笑ほほえんだ。

「紅ぐ蓮れんも同じモノなんだし。経験済みだよね？」

「なに？」

　問いながらも半ば次に来る言葉を紅蓮は予想できていた。

　同じモノ。

　つまり――

「紅蓮も私と同じ――ヤドリギなんでしょ？」

「違うッ!!」

　殆ほとんど発作的に紅蓮は叫んでいた。

「同じなんかじゃないッ！」

「…………」

　由ゆ奈なは目を瞬まばたかせて紅蓮を見つめる。

　むしろ彼女は驚いている様だった。

「でも紅蓮。普通の人間はあんな格かつ好こになったりしないよ？」

「…………！」

　四よん臂ぴの異い形ぎよう。

　まるで阿あ修しゆ羅らの如ごとき――

「違……」

　その不安は確かにずっとつきまとっていた。

　努めて考えない様にしてきた。

　だが気付かない訳にはいかない。修しゆ羅ら奇き兵へいとヤドリギにはあまりに共通点が多すぎる。

　自分とヤドリギ。

　何ど処こがどう違う？

　ヤドリギに対抗する為ためにヤドリギを作る――そう考えるのが最も単純で理に叶かなっているではないか。

　そもそも〈御ミ火カ槌ヅチ〉の連中はヤドリギをひとまとめにして『化け物』扱いしているし、紅蓮もヤドリギに取とり憑つかれた人間の凶きよう行こうを記録した映像は見ている。

　だが、そもそも殺人も、暴力も、人間だって普通に行う。

　それが熊くま並みの膂りよ力りよくで行われれば、確かにヤドリギのあの惨状になるだろう。

　ではもし――あの〈御火槌〉に狩られたヤドリギ達たちは、単に、ヤドリギの中でもとりわけ凶暴だった奴等らなだけだとすれば？　ひょっとして、普通に、理性を保ったまま、能力だけが増大したヤドリギというものが居ても構わないのではないか？

　それが――それを単に〈修羅奇兵〉と呼んでいるだけだとすれば。

「私と紅蓮は同じなの」

　駄目を押す様に由奈は言った。

「私と紅ぐ蓮れんが結ばれるのが正しいんだよ。琴ことちゃんでも、御み杖つえ代しろ梨り緒おって子でもなくて」

「…………お前……」

　紅蓮はそこで言葉に詰まった。

　いっそ、全く別の、杉すぎ崎さき由ゆ奈なとは明らかに別人と分わかる位に、違う存在に成り果てていてくれたなら、紅蓮としても素直に割り切る事が――彼の中で杉崎由奈の存在を『敵』として認識し、過去の経緯を意識から切り捨てる事も出来たのだろう。

　だがヤドリギになる前と後との由奈の区別はひどく曖あい昧まいで。

　少なくとも由奈は今も紅蓮に対する気持ちを引きずっていて。

　紅蓮は紅蓮で、自分の事を好きだと言ってくれた由奈に――それどころか、人間を止やめても尚なお、自分を好きだって言ってくれる彼女に、好感と罪悪感を抱いていて。

　だから――

「…………」

「…………」

　二人の間に重苦しい沈黙が横たわる。

　何ど処こかで誰だれかが愉たのしげに歌を歌っている声が、微かすかに届いていた。

　当たり前の様にそこに在ある筈はずの日常が――今はこんなにも遠い。

　紅蓮はそれが涙が出る程に哀かなしかった。

「お前は――杉崎由奈、なんだよな」

「そうだよ。何を言ってるの？」

　苦笑して首を傾かしげる由奈。

「だったらそのまま杉崎由奈でいてくれ」

　紅蓮は泣きたいのを堪こらえてそう言った。

「……え？」

「確かに俺おれは普通じゃない」

　紅蓮の脳裏に深しん紅くやこれまでの記憶が過よぎる。

　そう。自分は普通を演じているだけの化け物。

　自分も普通の人間から見れば由奈と大差無い。

　ならば――

「お前の言う通り、俺も、ヤドリギみたいなもんなのかもしれない。けど、俺はこの十年間、何とか普通に生きてきた。普通がいいんだ。だからお前も――」

　ひょっとしたらという想おもいが在った。

　今もやはり由奈は本当に以前の彼女と同じで。

　見た限り何ら変わった処ところなど無くて。

　ならば後は気持ちの持ち方一つで彼女は――

「――無理です」

　紅ぐ蓮れんの祈る様な気持ちは、背後から投げられた声に否定された。

「…………梨り緒お」

　振り返る紅蓮の視線の先で、〈御ミ火カ槌ヅチ〉から来た少女は両手でデトニクス45自動拳けん銃じゆうを構えながら非常階段を上ってきた。

「ヤドリギは例外無く人間を殺し喰くらう化け物です。そして一度ヤドリギになった以上、人間には戻れません。少なくともその方法は未いまだ見つかっていない」

「…………」

　紅蓮が由ゆ奈なを振り返る。

　由奈は場違いな程に朗ほがらかな笑みを浮かべたまま、梨緒の言う事を否定も肯定もしない。

「紅蓮……」

　梨緒は言った。

「逆さか木きさんから連絡が入りました。杉すぎ崎さき由奈の自宅から、死体が見つかったそうです。三人分。彼女の両親と、十二歳になる弟のものが」

　梨緒は表情を微み塵じんも変えずに言った。

「部分的に」

「…………」

　その意味を理解するのに紅蓮は数秒を要した。

　ヤドリギ。人の裡うちに宿る鬼。

　人を殺し喰らう――化け物。

「杉崎、おまえ……」

「だって」

　事も無げに由奈は言った。

「お腹なかすくでしょ？」

「…………」

　紅蓮は喘あえぐ様に息を漏らす。

　徒労感だけが無意味にのしかかってくる。

　腹が空いた。だから喰う。それはごく普通の事だろう。

　だがそこでごく自然に人間を喰う――それも家族を――という発想になっている時点で、もうこの杉崎由奈は人間では在あり得えなかった。由奈の口調はまるで『たまたまそこに居たから』と言わんばかりだった。

　冷蔵庫を漁あさるでもなく、コンビニに行くでもなく、目の前の家族を食い物と認識してしまう時点で、もう由奈の中の人間性は死滅していると言っても過言ではない。

「ヤドリギは人食いです」

　梨り緒おが繰り返す。

「人体を摂取しなければヤドリギは人間の形態を維持出来ません。人間でないものが人間を装う為ためには、人間の要素を補給し続けなければいけない。ヤドリギが人食いである事は、二重の意味で人間でない証です」

「…………」

　たとえ由ゆ奈なが人間であったとしても。

　もう彼女は日常には戻れない。

　自分があれ程に憧あこがれ、必死に取り繕つくろってきた普通の人生。

　その象徴とも言うべき存在だった杉すぎ崎さき由奈は――紅ぐ蓮れんの知らない所で、紅蓮以上の異常な存在に成り果てていた。

「ところで御み杖つえ代しろさん。それは何の真ま似ね？」

　由奈は自分に向けられている銃口を指差し返して尋ねた。

「知ってるよ。拳けん銃じゆうではヤドリギの動きを止める事は出来ても殺しきれないよね」

「…………」

　梨緒は無言。

　こういう時に彼女の無表情は確かに有効だろう。常つね日ひ頃ごろから表情に乏しければ、無む理り矢や理り内面の動揺を押さえ込んでいるとしても区別がつかない。

「たとえ何十発と一度に撃ち込んで肉の器うつわを破壊する事が出来たとしても、ヤドリギは次の寄生先を探すだけだよ。封ふう殺さつ陣の用意は出来てないんでしょう？」

「…………貴様は」

　梨緒の表情が僅わずかに動いた。

「どうして我々の事を――」

「知ってるよ。ヤドリギ封殺機関〈御ミ火カ槌ヅチ〉。そっちもヤドリギの事には詳しいでしょう？　なら知ってるよね。安定したヤドリギは腕力こそ少し落ちちゃうけど、殴る蹴けるだけじゃなくて呪じゆ術じゆつ的な特殊能力が使える様になるって話」

　由奈は愉たのしげにひらりと掌てのひらを振って見せた。

「私のは――これ」

　金属の悲鳴が響き渡った。

　反射的に振り返る紅蓮。梨緒はしかし頑かたくなな程にしっかりと、眼めと銃口を由奈に向けたままだった。

「これは……」

　非常階段の手て摺すりの端が――切断されていた。

　切り離された部分がからんと音を立てて屋上に転がっている。

　そして――

「…………」

　梨り緒おの頬ほおをつう――と赤い雫しずくが伝った。

　一体何が起こったのか？

　由ゆ奈なが何かを投げて、それが梨緒の頬をかすめ、更には非常階段を抉えぐったのか？

　それとも……

「私はとりあえず〈伝でん書しよ鳩ばと〉って呼んでる」

　由奈は小さく首を傾かしげると肩口で切りそろえられた艶あでやかな黒髪を指先で弄いじった。

「種明かしはこの髪の毛」

　指先が毛の一本を摘んで――抜く。

「これは私の一部だから。何かに結びつけておいても私が命じたら戻ってくるの――元々の一つのものになる為ために。大急ぎで、結びつけられたものごと……ね。一直線に、弾丸みたいな早さで」

　それがこの結果か。

　恐らく既すでに由奈は非常階段の手て摺すりに自分の髪を結びつけていたのだ。

　そしてそれを今――呼び戻した。

　対象が固定されていた場合、超高速で引っ張られる細い細い一本の毛髪は、極めて鋭利な刃物として機能し得る。丁度、非常階段の手摺りに生じた現象がそれだ。

　そして梨緒の頬の傷は、恐らく髪の毛に付着していた金属片がかすめた結果だろう。単なる紐ひもですら、細かな鉄片をまぶしておけば糸いと鋸のことして使えるのと同じ理屈だ。

（……なるほど）

　紅ぐ蓮れんは胸の内で呻うめく。

　確かにこんな能力を持った相手ならば、銃器が必要になる筈はずだ。事実としてはただ『自分の一部を高速で引き寄せる』だけの事だが、髪の毛を結びつける位置や対象の状態によっては、とんでもない破壊力をもたらす事になる。

　例えば――

「ちなみに髪の毛を結びつけておいたのは一カ所だけじゃないからね？」

　由奈は見せつける様に髪の毛を弄りながら言った。

「それを全部、一斉に呼び戻したら……どうなると思う？」

「…………」

　例えばもし……人体に結びつけてあったらどうなる？

　そしてその人体と由奈の間にコンクリートの床の様な障害物が在あった場合は？

　最初の加速で人体が切断されるのか。

　それとも超高速移動による空気摩擦で全身に火傷やけどを負うか。

　あるいは障害物に激突して人体が粉微み塵じんに飛散してしまうのか。

　いずれにせよ……

「とりあえず何本か呼び戻してみる？」

「止よせ！」

　紅ぐ蓮れんは思わず叫んでいた。

　そんな彼を由ゆ奈なはまた愉たのしげに見つめて――

「皆には、私はちょっと気分が悪くなって帰ったって言っておいてくれる？」

　そんな事を言い出した。

「あんまりぐずぐずしていると〈御ミ火カ槌ヅチ〉の人間が集まってきて封ふう殺さつ陣を敷いちゃうからね。勿もち論ろん、十分に準備してあれば〈御火槌〉だって別に怖くないけれど」

　そう言うや否や……由奈の姿はその場から消えた。

　同時に――

「――！」

　梨り緒おがデトニクス45の銃口を振り上げる。

　紅蓮の眼めでは追いきれなかったが、彼女の動体視力は由奈の動きをきちんと捉とらえていたらしい。銃口の向く先に――紅蓮達たちの居るビルよりも更に三階層分ほど丈が高い隣のビルの壁に、まるで蜘く蛛もかヤモリの如ごとく垂直の平面を登る由奈の姿が在あった。

　恐らくは僅わずかな壁面の凹おう凸とつや露出した配水管の類たぐいに指を掛けているのだろう。

　鍛えられた登山家は、指先が僅か数ミリの出っ張りに掛かっただけでも自分の体重を持ち上げ得るというが――それはまるで重力が狂ったのかとすら思える光景だった。

「…………杉すぎ崎さき」

　思わず鉄てつ柵さくの処ところまで駆け寄ってその様子を見上げる紅蓮。

　だが由奈は瞬く間に壁を登り切ってその屋上に消えていった。

「…………」

　さすがに追えないと判断したのだろう――珍しく短い溜ため息いきをついて梨緒はデトニクス45を降ろす。彼女は左手で携帯電話を取り出すと何ど処こかに電話をかけ始めた。恐らくは〈御火槌〉の本陣に連絡をしているのだろう。

　そして――

「くそ……どうしてこんな……！」

　紅蓮の拳こぶしが苛いら立だたしげに屋上の鉄柵を叩たたいた。



　　　



　時間が時間なので、普段とは逆に紅蓮は琴こと音ねを笹ささ原はら家まで送り届けた。

　くどい位に早めに風ふ呂ろに入って身体からだをよく洗えと言う紅蓮を、琴音は不思議そうに眺めていたが……素直に『うん。分わかった』と答えて家の中に入って行った。

　その後、紅ぐ蓮れんと梨り緒おがマンションまで戻ってきた時には時刻は既すでに九時半を過ぎていた。

　琴こと音ね以外の生徒や、あのカラオケ・ボックスの建物に仕掛けられたかもしれない由ゆ奈なの〈伝でん書しよ鳩ばと〉に関しては、紅蓮や梨緒には調べる術すべが無かったが――梨緒の連絡を受けて〈索さく組ぐみ〉が調査に出向いている筈はずだった。呪じゆ術じゆつは機械では調べられない。〈索組〉には文字通り探索系の呪術に通じた者が多いので何とか調べる事が出来る筈――との事だった。

　梨緒の報告を受けて既に〈御ミ火カ槌ヅチ〉は杉すぎ崎さき由奈をヤドリギと断定し、動き始めている。

　だが……

「――？」

　マンションの前には見覚えの在ある車が停とまっていた。

　大きく鼻面を凹くぼませた白黒のミニ・クーパーである。

「逆さか木き……」

　呟つぶやく紅蓮。

　紅蓮と梨緒が近付くと中からは例の胡う散さん臭くさい格好で逆木が車から降りてきた。

「や……紅蓮。同どう棲せい生活の方はあんじょういっとるか？」

「おかげさまで気が狂いそうだ」

「そりゃ結構」

　紅蓮の肩を叩たたきながらへらへらと笑う逆木。

　だが彼は次の瞬間――表情を消して言った。

「大変やった様やな。話は聞いた」

　そのままミニ・クーパーの背後に回ってハッチバックを開きながら逆木が言う。

「同級生がヤドリギやったって？　それも割とクラスでも親しい子やそうやな」

「……ああ」

　流石さすがに梨緒も前半のやり取りは聞いていなかったのか、由奈が紅蓮に告白した事や、紅蓮が彼女との交際を断った事については〈御火槌〉にも詳しい情報が回っていないらしい。

　まあ紅蓮と琴音と由奈本人しか知らない事実だ。〈御火槌〉も調べようが無いのだろうが…………

「今の処ところ、杉崎由奈の行方は分かってへん。けどヤドリギはお前さんに何やら因縁があるそうやから――気を付けや」

　車から、何やら旅行用のトランク・ケースの様なものを降ろしつつ逆木は言う。

　由奈の家族が殺されたという事実を発見したのは、紅蓮の高校関係者をつぶさに調べていた〈御火槌〉の〈索組〉で――実は警察には未いまだ報されていないのだという。既に暮くれ林ばやし教諭の家族が惨殺された事件が警察に知られている以上、一週間と間を置かずに発生した類似の事件の存在は、世情不安を煽あおりすぎる、との判断から、情報隠いん蔽ぺいの作業が行われているらしい。

　ともあれ――

「気を付けろって……」

　そんな事を言われてもどうすれば良いのか。

　当惑の表情を浮かべる紅ぐ蓮れんに、逆さか木きは溜ため息いきをついて言った。

「再会したら問答無用で逃げた方がええ。奴等ら……特に第三段階にまで達しとるヤドリギは、一見、理性的に見えるし、『案外話したら分わかるんちゃうか？』とか思うかもしれんけどな。油断したらあかん」

　逆木は溜め息をついて言った。

「あいつらには、基本的にタガっちゅーもんが無いからな」

「……タガ？　タガって」

「タガが外はずれるのタガや」

　逆木は紅蓮を振り返って言った。

「人間っちゅーのはな、道徳とか理性とかそういうもんがあるやろ。だから社会生活が営めるねん。そやけどヤドリギには知性は在あっても道徳とかそういうものは無いねん。欲求があって、それが可能なら、躊躇ためらったりせえへん。ライオンが目の前に兎うさぎがおったら、襲おそいかからへん理由が無いのと同じや。我慢とかせえへん。する理由があらへん」

　単体で充分以上に強力な力を持った生物が、協調や互ご助じよといった概念を自みずからの行動に組み込む理由は無い。

「正直、転移してから三日で第三段階に達したって事は――余程、その杉すぎ崎さき由ゆ奈なって子は自分が嫌いやったんやろうな。なんぞ嫌な事でもあったんか」

「なんだって？」

「普通はな、ヤドリギに寄生されたら拒否反応が出るもんなんや。それが第一段階や第二段階の時間の長さになって顕あらわれる。そやけど何らかの理由で、自分が自分でなくなる事を歓迎する傾向が宿やど主ぬしにあるとな、積極的にヤドリギを受け入れてしまうねん。まあ要するにヤケになっとると寄生が早く進むっちゅーこっちゃ」

「…………」

　紅蓮は声にならない呻うめきを漏らす。

　何か嫌な事。由奈が自分を嫌いになる理由。

　原因が自分ぐれんに在ったと考えるのは――自意識過剰だろうか。

　勿もち論ろん、寄生が早く進行しても、遅く進行しても、結果は同じである。ヤドリギに寄生された人間を元もとに戻す方法は無い。ましてや由奈が人間を止やめてしまった事に関して紅蓮に責任は無い。

　だが……

「とにかく――お前さんとその杉すぎ崎さき由ゆ奈なに特別な因縁が無いんやったら気にする必要はあらへんが、あるんやったら気ぃ付けや。執しつ拗ようにお前さんを狙ねらってくる可能性も在ある」

　そこまで言ってから逆さか木きは傍かたわらに立てたトランク・ケースを叩たたいて見せた。

「とりあえず今日はそれを言いに来たんと――まあ、急きゆう拵ごしらえやが幾いくつか装備品をな」



　　　



　笹ささ原はら琴こと音ねは優等生だ。

　高校生としての彼女は――火に関する心理的外傷トラウマを除けば、ありとあらゆる意味で非の打ち所が無い。

　成績優秀。品行方正。趣味は読書。運動はちょっと苦手。

　多分に幼おさな馴な染じみの神かん薙なぎ紅ぐ蓮れんにべったりという行動は特異だが……二人はあくまで幼馴染みという枠を越えている様子は無く、そこから不純異性交遊だの非行に走る気配も無い以上、教師や両親から文句が出る事も無かった。

　だが琴音自身は自分の事をあまり真面目まじめな生徒だとは思っていない。

　自分の優等生振りは単に必要が在ってそう演じているだけの事だ。

　紅蓮に償いをしなければならない。

　その為ためには先まず自分が、誰だれからも後ろ指を指されない存在でなければいけなかった。それこそ非行だの何だので非難される立場になれば、むしろ紅蓮の脚を引っ張る結果に――紅蓮に迷惑を掛ける事になりかねないからだ。だが逆に優等生でありさえすれば、むしろ多少の無む茶ちやや奇矯な言動も許されてしまうものである。むしろ色々な事に融通が利いたりもする。

　だから琴音は頭のてっぺんから爪つま先さきまで、理想的な優等生を演じ続けているのだ。

　誰の前でもそれは変わらない。同級生や教師に対しては勿もち論ろん――親や妹も前でもだ。

　そんな彼女がいわゆる『素』に戻るのは、他ほかに誰も居ない自分の部屋の中でだけだった。

　故ゆえに――

「んん～…………」

　普段の優等生としての琴音を知る者達たちが今の彼女を見れば驚くかもしれない。

　ベッドの上で琴音は背中を丸めてごろんと横になり、右へ左へと転がりながらストッキングを脱ぐ。その格好は、スカートがめくれ上がって下着丸見え、手て脚あしもばたばたと大おお雑ざつ把ぱな仕し草ぐさで動かし、決して上品などとは言えない姿で――だが良くも悪くもごく普通の女子高生といった姿がそこには在った。

「……ふう」

　ぽいっとストッキングを投げ捨ててから、溜ため息いきを一つ。

　優等生を演じ続けてきた事で、普段はもう頭の中身までその『役』にはまりきっている琴こと音ねだが、自分の部屋の中だけはそうした制限が取り払われ、優等生としての自分を客観的に見る事が出来る様になる。

　そうして初めて自覚出来る事は多々在あった。

　例えば――

「なんだろ……これ」

　どうもこの数日、部屋に戻って溜ため息いきをつく回数が増えた。

　紅ぐ蓮れんと由ゆ奈なとの話を聞いて。

　紅蓮と梨り緒おとの話を聞いて。

　更には明あか月つきと自分との話が在って。

　立て続けに色恋やそれに類する話を聞くことになって――どうも自分は少し混乱気味になっているらしい。

　何より紅蓮に婚約者が居たなどという事を、琴音は全く知らなかった。

　幼い頃ころから、ずっと一緒に居るというのに、そんな話は聞いた事が無かったのだ。勿もち論ろん、神かん薙なぎの家の方で紅蓮の両親が決めていた事なのだろうから、琴音が知らないのも無理は無いのだが。

　紅蓮に自分の知らない側面が在って。

　そしてあんなに綺き麗れいで格好いい許嫁いいなずけが居て。

　それが――何だかもやもやした気分になって。

「……別に落ち込む事じゃない……けど」

　むしろ琴音の立場としては喜ぶべき事である筈はずなのだが――自分は一体、紅蓮の側そばに十年も居て、何を見て聞いてきたのか、と情けない気持ちになったりもする。

「紅蓮を幸せにするんだって……口だけなのかなぁ、私」

「――お姉ちゃん」

　妹の声と扉を叩たたく音。

　殆ほとんど無意識に背筋を伸ばしてベッドの上に座り直しながら、琴音は答えていた。

「鈴すず音ね？　なに？」

「お風ふ呂ろセットしたのお姉ちゃんでしょ？　沸いてるよ」

　そういえば紅蓮に何やら出来るだけ早く風呂に入れと言われ、風呂のシステムを追おい焚だきにセットしておいたのだ。

「あ――うん。ありがとう」

　琴音は妹にそう答えると、手早く部屋着に着替えて階下の脱衣所へと向かった。



　　　



　逆さか木きは装備を置いて早々に帰っていった。

　彼を含め〈索さく組ぐみ〉は杉すぎ崎さき由ゆ奈なの捜索に尽力するとの事である。

　ヤドリギはどの段階であれ危険な存在だが、第三段階となると自覚的に能力を使う為ため、より厄介な相手となってくる。能力に対して応用が利く様になり、思いも寄らない使い方をしてくる場合があるからだそうだ。だから自分の能力を完全に使いこなせる様になってしまう前に、発見して狩らねばならない――と逆木は説明した。

　紅ぐ蓮れんは、梨り緒おと共に自宅待機を求められた。

　勿もち論ろん、修しゆ羅ら奇き兵へいとしての紅蓮が実戦に参加する事は期待されているのだが……いきなり顔見知りで、しかも第三段階に達したヤドリギが相手となると、危険過ぎると逆木や迫さこ水みずが判断したらしい。

　だが――

「…………」

　紅蓮は落ち着かなかった。

　梨緒は逆木が置いて帰った装備を点検している。

　その様子を眺めながら――紅蓮は由奈の言葉を脳内で繰り返していた。

『紅蓮が私と付き合ってくれなかったのは……琴ことちゃんが居るからだよね』

『どうして琴ちゃんにそんなにこだわるの？　私より好きなの？　どうして？』

　…………

　ヤドリギは自分の欲望を抑制しない。

　互ご助じよや協調を必要としない圧倒的な力は、自制というものを無意味化する。人間としての記憶を引きずるヤドリギは、結果として自分の中の執着に従い、一切の倫理や道徳や常識を振り捨てて行動する事が多い。

　逆木はそう説明していた――『ヤドリギはタガが外はずれやすい』と。

（あいつがもしタガが外れるとしたら）

　それは紅蓮を狙ねらう事ではないのではないか？

　むしろ――

「くそっ！」

　紅蓮は立ち上がると革ジャンを羽織った。

「待ってください。何ど処こに行くのですか」

　その行動を見み咎とがめて梨緒が声を掛けてくる。

「琴こと音ねの処ところだよ」

「確かに杉崎由奈は笹ささ原はらさんの知り合いですが。彼女を襲おそうと決まった訳ではないでしょう？　むしろ――」

「襲おそわないと決まった訳でもないだろう」

　考えて見れば四日前――紅ぐ蓮れんが怪物化した由ゆ奈なと出会ったのも、このマンションから見れば笹ささ原はら家の在ある方角だった。笹原家に向かおうとした由奈と、たまたま紅蓮が鉢合わせしただけなのかもしれない。

「大体、行ってどうなるものでもありませんよ。修しゆ羅ら奇き兵へいとしての能力も未いまだきちんと使いこなせていないのでしょう？」

「だから黙って見てろってのか」

　紅蓮は眼めを細めて梨り緒おを睨にらむ。

「…………」

　立ち上がって梨緒が紅蓮の前に立ちはだかる。

「いけません」

「何な故ぜだよ!?」

「〈破は組ぐみ〉も待機中です。杉すぎ崎さき由奈の居場所が確認出来たなら即座に動ける様に――」

「それじゃ遅いかもしれねえだろうが！」

「…………」

　梨緒は紅蓮の前に立たち塞ふさがったまま――無言。

　行かせない。どうしてもというのなら自分を倒せ。

　彼女はつまりそう言っているのだろう。

「………ッ」

　まともに戦っても勝てない。

　それはもうよく分わかっている。だからこの少女を退けるのならば、まともでない戦い方をせねばならない。

　例えば――

（……修羅奇兵）

　あの怪物になる力。

　あれさえ在れば梨緒を押おし退のけて行けるだろう。実際に紅蓮は武装した彼女と一度やり合っているのだから。

（でも……どうやったら？）

　過去の二回共に、紅蓮の意志で修羅奇兵化が行われた訳ではない。

　殆ほとんど発作の様なものだ。恐らく命の危険か、それに類するものに晒さらされて、無意識下での緊張が――

（……いや）

　違う。それは違う。

（……深しん紅く）

　存在しない筈はずの双子の妹。

　紅ぐ蓮れんの心の中に住み着いている片割れ。

（出てきてくれ。深しん紅く。俺おれに――力を貸してくれ）

　紅蓮は心の中でそう唱えた。

　いや――祈ったと言った方がよいのかも知れない。

（頼む。深紅。俺に――俺を）

「しょうがないですね……兄様は」

　ゆらりと胸の奥底で何かが揺らぐ気配。

「……！」

　ふと気付けば――すぐ側そばに黒衣の少女が立っていた。

　紅蓮にしか見えない妹は、わずかに首を傾かしげると、くすりと小さく笑った。

「でも兄様。初めて兄様から私を呼んでくださいましたね」

　そして深紅は優雅な足取りで――まるで舞いを踊るかの様に紅蓮の前に回り込むと、両腕を回して彼を抱き締めた。その白い頬ほおを紅蓮の胸に押しつけながら彼女は謡うたう様に涼やかな声で――唱える。

「のぞめるつはもの」

　それは――呪じゆ文もん。

「たたかうもの」

　呪のろいの言葉。

　紅蓮の中に組み込まれた呪じゆ詛そを起動する為ための鍵かぎ。

「みなじんをはり。れつをつくりて。まえにあり――」

　深紅は囁ささやく様に言った。

「さあ兄様」

　大きな瞳ひとみが情欲に満ちたかの如ごとく潤うるんで紅蓮を見上げる。

「兄様自みずからの意志で……自らを呪いなさいな」

　紅蓮に異い存ぞんはない。

　無力な自分を呪うのだ。

　何も出来なかった愚かな自分を憎むのだ。

　そして――

「――臨のぞめる兵つわもの」

　紅蓮の唇からそれは自然と滑り出た。

「闘う者」

「…………!?」

　何かを察したのか梨り緒おが身構える。

　だが構わず紅ぐ蓮れんは詠唱を続けた。

「皆みな陣じんをはり」

「神かん薙なぎ紅蓮、貴方あなたは――」

「列をつくりて」

　紅蓮は続けて言った。

「前に在あり」

　かちりと何かが填はまり込こむ。

　臨りん。兵びよう。闘とう。者しや。皆かい。陣じん。列れつ。在ざい。前ぜん。

「――！」

　先手は意外な事に梨り緒おから打ってきた。

　掌しよう底ていの形で突き出された彼女の右手が――空を切る。

　紅蓮を転倒させて押さえ込む積もりだったのだろう。だがむしろ初しよ手てをかわされて態勢を崩したのは梨緒の方だった。紅蓮は瞬間的に後方へと飛んでこれをかわし、そして。

「紅蓮……ッ!?」

　愕がく然ぜんと梨緒が叫ぶ。

　彼女の大きく開かれた両の眼めに、自分の姿が映っているのを紅蓮は見た。

　ざわざわと伸びる髪が、まるでそれ自体に意志が在るかの様に蠢うごめき、紅蓮を包み込んでゆく。同時にそれらは自みずからよじれ、自ら形を成して、紅蓮を、人でない別のものへと化せしめてゆく。

　修しゆ羅ら奇き兵へい。

　三さん面めん六ろつ臂ぴの悪あつ鬼きを名に戴いただく――呪じゆ術じゆつの怪物。

　いつの間にか深しん紅くの姿は消えていた。

「貴方は――」

「……どけ」

　声と共に紅蓮の肩からもう一対の腕が伸びる。

　髪の毛が束ねられて出来た筈はずのその腕の感覚を――本来、人間にはある筈の無い、三本目と四本目の腕の感覚を、確かに紅蓮は感じ、そして把は握あくしていた。

　認識が広がる。感覚が広がる。

　それまでの自分がまるで眠っていたかの様に、世界が鋭えい敏びんな情報で溢あふれる。

　そして――

「どかねえと力尽くになる」

　紅蓮の言葉に応じる様に――梨緒が仕掛けてきた。

　素早く前に出ながら紅蓮の脇わきに脚を降ろして――

（…………見える！）

　昨夜、仕掛けられたのと同じ技。

　力押しで殴り倒すのではない。人間の重心を崩し、関節を利用して相手を地に這はわせる技である。

　紅ぐ蓮れんの顎あごに向けて突き出される掌しよう底てい。

　恐らくこれを受けても避けても態勢が伸びきって仰あお向むけになる。

　態勢を立て直そうとする脚は、しかし梨り緒おが先に降ろしていた脚に引っかかって転倒する――という寸法だ。空手ではない。拳法でもない。合気道の一種か。簡単と言えばどうしようもなく簡単だが、実際には一瞬の手管、身に着けるにはそれなりの修練が必要な技なのだろう。

「――！」

　ぱしんと音を立てて梨緒の手が止まった。

　紅蓮の右手が彼女の掌底を受け止めている。

　しかも――

（こうか！）

　要は相手の態勢を崩し、それを建て直そうとする反射的な動きに更につけ込む。

　掴つかまれた腕を無む理り矢や理りに押し返され、梨緒は態勢を大きく崩し、それを建て直そうと脚を踏み出す。だがそこには紅蓮が先に動かしていた脚が在あった。

　引っかけるのではなく払う脚。

　梨緒は今しも重心を移そうとしていたその脚を払われ、背中から――

「――！」

　いや。梨緒は身をひねると腕立て伏せの様な態勢で着地。

　次の瞬間には跳ねる様にして立ち上がっていた。

「…………さすがにプロか」

　紅蓮は呟つぶやく様に言う。

　見み様よう見み真ま似ねの技は通じないらしい。

　だが――

「驚きました」

　梨緒は言った。

「貴方あなたに格闘技の素養は無かった筈はずです。今のは？」

「お前が俺おれに仕掛けてきたのを真似ただけだよ」

「…………」

　梨緒は険しい表情で紅蓮を見据える。

　どうやら驚いているらしいのだが、小憎らしい程に表情が揺らがない。

　薙なぎ払はらう様に右腕を揃えて振り、苛いら立だちに沸騰する声で紅蓮は叫んだ。

「お前とＫ―１ごっこしてる場合じゃねえんだ！　そこをどけ、本気でぶん殴るぞ！」

「…………」

　梨り緒おは束つかの間ま、視線を紅ぐ蓮れんから外はずして黙もつ考こう。

　そして――

「分わかりました」

　溜ため息いきをついた。

「三分待ってください」

「なんだと？」

「私に貴方あなたを止められないなら、せめて支援をすべきでしょう」

　そう言うと、台詞せりふの意味が分からず立ち尽くしている紅蓮に背を向け、未いまだ壁際に積んだままになっていた段ボール箱の一つを彼女は開いた。

「ちょっ――お前、何を」

　紅蓮に背を向けたまま彼女は平然と自分の服を脱いでゆく。躊ちゆう躇ちよも逡しゆん巡じゆんも無く――羞しゆう恥ちの様子すら無く。上下、それぞれ下着一枚ずつになるのに三十秒と掛からなかった。

「――紅蓮」

　半裸らで振り返りながら梨緒は言った。

「その格好で外を出歩く訳にもいかないでしょう。貴方も戦いくさ支じ度たくを」

「……戦支度って」

「修しゆ羅ら奇き兵へい形態で使う事を想定した防具や戦闘服です。逆さか木きさんが持ってきました」

　そう言って梨緒はトランク・ケースを指差す。

「それと下に私のバイクが在あります。移動はそれで」

　自分は段ボール箱から取り出したウェット・スーツの様なものを着用し始める。以前、〈御ミ火カ槌ヅチ〉でも見た〈破は組ぐみ〉の戦いくさ装しよう束ぞくだ。同じ段ボール箱の中には弾だん倉そうポーチやベストが詰められているのも見えた。

「…………どうして」

「何ですか？」

　一瞬も手を留めず梨緒が応じる。

「どうして協力してくれる気になった？」

「今の私、この状況では私は貴方を止められません。銃を使って傷つけても良いというのならばまた別ですが――それは貴方という対ヤドリギ戦における兵力を削そぐことになり、最終的にマイナスにしかならないでしょう」

　むしろ何ど処こか不思議そうに梨緒は答えた。

　こんなに至し極ごく明快な事をどうして尋ねてくるのか？　といった表情だった。

　その間も彼女は手を止める事無く、戦闘用のベストを帯び、弾倉ポーチを腰に巻き、拳けん銃じゆうとナイフのホルスターをそこに吊つり――

「…………」

　最後に梨り緒おはＵＭＰ短機関銃サブマシンガンを手にすると装填桿コンキングハンドルを操作して初弾を薬室に装そう填てん。じゃかっ――とそれ自体がまるで区切りをつける儀式であるかの様に、印象的な金属音が響いた。

「……なるほど、確かにプロだな」

　紅ぐ蓮れんは溜ため息いきをついて頷うなずく。

　好意的でも何でもない――冷徹な程の計算。だがこの際、邪魔にならないのなら何でもいい。琴こと音ねを守る手助けをしてくれるというのならば、悪魔とでも紅蓮は手を組める。

「では――参りましょうか」

　梨緒は静かにそう告げた。



　　　



　湯船に浸つかりながら長々と息を吐く。

　身体からだの中のあちこちに凝こごっていた冷たい何かが溶けていく様な感覚。琴音は肩までと言わず顎あごの辺りまで湯に浸かりながら――考えを巡らせた。

　紅蓮の事。由ゆ奈なの事。そして梨緒の事。

　この数日で紅蓮の回りでは急激な変化が生じている。

　特に梨緒の存在は驚きだった。紅蓮の婚約者。

　しかも話を聞く限り何だか御お嬢じよう様さまっぽい。

　ならば紅蓮が彼女と結婚する様な事になれば――充分に幸せになれるのではないか。

　だがそうなれば……紅蓮と琴音の、これまでの様な日々と関係は終わらざるを得ない。幸いにして梨緒はあまり琴音の存在を気にしていない様だが……周囲の人間もそうだとは限らない。これからは紅蓮とは距離を置いた方が良いのかもしれなかった。

　だが――

「…………紅蓮」

　考えてもみなかった。

　贖しよく罪ざいが終わる日が来るかもしれないなどとは。

　一生を紅蓮に捧ささげるとまで決めていた訳ではないが、具体的に自分の贖罪がどうなれば終わるのか――何を以もつて紅蓮が幸せになれたと判断出来るのか、そういう部分についての目もく算さんが琴音の中には全く無かった。

　紅蓮はいつも優しい。

　だから琴音には何を求めてくるでもなく……紅蓮の勉強を見たり、マンションの掃除や衣類の洗濯をしたりといった諸もろ々もろも、紅ぐ蓮れんからの要求ではない。琴こと音ねが良かれと思って勝手にやっている事だ。

　だからこそ終わりが見えない。

　何をすれば罪を償えたと言えるのかが分わからない。

　琴音が覚えている限り、彼が唯一要求してきたのは――

「…………」

　ぶくぶくと口の端から漏れた吐息が泡となって湯を乱す。



　――じゃあ俺おれが『犯やらせろ』つったらお前はやらせんのかよ？



　勿もち論ろん、それは冗談、言葉の綾あやなのだと紅蓮は言ったが。

「何だろ……私」

　湯船から立ち上がって琴音は呟つぶやく。

　嬉うれしいような。哀かなしいような。

　よく分からない気持ちが胸の奥に在ある。

　ふと振り返れば鏡に湯の雫しずくを滴らせた裸体が映っている。

　自分は……一体何を望んでいるのだろう。



    

  
    
      



    

  
    
      　紅ぐ蓮れんが幸せになれば良いというのならば……ただそれだけならば、どうして今、自分は躊ちゆう躇ちよや逡しゆん巡じゆんにも似た奇妙な、やるせない気持ちを持て余しているのだろうか。

「…………？」

　一瞬――何かが視界の端を過よぎった様な気がした。

　琴こと音ねは半ば反射的にそちらへと眼めを向ける。

　浴室に備わった磨すりガラスの窓は閉められたままで、その向こう側には曖あい昧まいに濁った夜の闇やみの色が横たわっているだけだ。

　琴音は窓に歩み寄って少し開いてみた。

　見えるのは――やはりごく平凡な街の夜景だけである。笹ささ原はら邸は一階がほぼ全すべて車庫になっている為ために、浴室は二階に位置している。お陰で割と窓からの見晴らしは良い。迂う闊かつに全開にすると他ほかの家から覗のぞかれかねないので、普段は閉じてあるが――

「……何……？」

　再び何か黒いものが視界の端を――近くの民家の屋根の上を過ぎった。

　だが一体あれは何だろうか。

　猫にしては大き過ぎる。

　では――アレは、一体、何？



　　　



　火と鉄の咆ほう哮こうが夜や気きを叩たたく。

　少女と修しゆ羅らを乗せて人造の馬が走っていた。

　ＢＭＷＦ６５０ＧＳ〈ダカール〉。

　パリ・ダカール・ラリーにおいて活躍したというＢＭＷ社の自動二輪である。悪路を走破する事を念頭に置いたそのデザインは街中においても少々の段差や、時には階段すらものともせずに駆け抜ける能力を備えている。まるで何かを睨にらみ据すえる隻せき眼がんの如ごときヘッドライトが、夜の闇を切り裂いて何ど処こまでも白い光を伸ばしていた。

「しっかり捕まっていてください！」

　と梨り緒おが叱しつ責せきの様に叫ぶ。

　つい紅蓮が身体からだを垂直に保ってしまう為に、運転しづらいのだろう。

　経験の在ある者ならば当然の様に知っているが――バイクは単にハンドルをきれば曲がるというものではない。同時に車体を傾ける事で遠心力に対抗しなくてはならないのだ。速度を出していればそれだけ角を曲がる際に掛かる遠心力も強くなる為、対抗してより大きく内側に倒す事になる。

　だがバイク操縦の経験が無い紅蓮は、その際、反射的に傾いた身体を垂直に保とうとしてしまう。勿もち論ろんこれは転び掛けた時に平衡をとろうとするのと全く同じ感覚で、直立二足歩行をしている以上は、当然の反応だ。

　だがバイクの操縦者にしてみれば勝手に余計な方向へと動く錘おもりが付いている様なもので運転しづらい事この上無い。理想は後部に乗っている者が、操縦者と一体化する事である。

　故ゆえに――

「私の背中にしがみつく様にしてください」

　互いのヘルメット内に装備された通信機を介して梨り緒おがそう言ってくる。

「いや――でも……」

　若干の羞しゆう恥ち心しんと、更には男が女の背にしがみつくという事への抵抗が紅ぐ蓮れんの脳裏を過よぎったが、今はそんな場合ではないと考え直してしがみつく。

　更に――

「笹ささ原はら琴こと音ねの処ところに杉すぎ崎さき由ゆ奈なが現れるとは限りません」

　確認する様に梨緒は言ってきた。

「ですがもし現れて、私と貴方あなたが戦闘状態に入ったとします」

「……ああ」

「その際に問題となるとが貴方の呪じゆ術じゆつ能力についてです」

　と梨緒は言った。

「呪術なんて知らねぇぞ」

「でしょうね。どれだけの潜在能力が在あるのかは分わかりませんが――」

　ここで梨緒は戸惑う様に口調を澱よどませる。

「わからないが、なんだ？」

「いえ。分かりませんが、何の下準備も知識も無い状態で封ふう殺さつ陣は敷けないでしょう」

「……だろうな」

　逆さか木きの台詞せりふを信じるとすれば、修しゆ羅ら奇き兵へいはヤドリギ『暗殺』用の存在だ。

　ならば単に肉体を破壊するだけでなく、その精神寄生体そのものを封滅出来る『機能』を備えている筈はずである。

　だが勿論、紅蓮には呪術の知識など無い。

　逆木によると、両親が紅蓮の無意識の領域にそうした知識を刷り込んでおいた可能性もあるという話だが――それを引き出す術を紅蓮が知らないなら、そんな知識は無いも同じである。

「ですから私達たちがすべきは、あくまで時間稼ぎです」

　梨緒はきっぱりとそう言った。

「もし杉崎由奈が笹原邸に姿を表せば、私が即座に〈御ミ火カ槌ヅチ〉に連絡します。現場に〈滅めつ組ぐみ〉が到着し封殺陣を敷くまで持ちこたえ、その場から逃がさなければ、私達の勝ちです。ですが――」

「ですが？」

「貴方あなたの修しゆ羅ら奇き兵へいとしての呪じゆ術じゆつ的構造。それに関しては未いまだ解析が済んでいません」

「……あ？」

「封ふう殺さつ陣が起動する際に、陣内に貴方が一緒にいた場合――貴方にも影響が出る恐れがあるという事です」

　高密度呪じゆ詛そ情報体を抹殺する為ための呪術的な罠わな――封殺陣。

　それはあくまでヤドリギを殺す為のものだが、強力であるが故ゆえに、ヤドリギ以外の呪術も影響を受ける。大抵の呪術は結合を解とかれて崩壊するそうだが、ではもし同じ陣の中に修羅奇兵状態の紅ぐ蓮れんが居たとすれば……つまり激しく呪術的機能を稼働させている紅蓮が居れば、どんな影響を受ける事になるのか。

「それが単に貴方の修羅奇兵としての能力の消去になるのか、それとも、貴方自身の人格を破壊する事になるのか。普通の人間ならば特に影響は無いのですが」

「……分わかった。気をつける」

　紅蓮としてはそう言うしかない。

　その時――

「…………!?」

　紅蓮の感じたそれを何と表現して良いのかは分からない。

　強いて言えば気配――か。聴覚でも嗅きゆう覚かくでもない。皮膚感覚に近いそれ。たとえ暗くら闇やみの中でも、高熱を発しているものには手を翳かざせば大まかに存在する方向が分かるかの様な。

　修羅奇兵状態は感覚も鋭えい敏びんになっているのだろう。

　反射的に紅蓮はある方向を振り返っていた。

「あそこ！」

　視界の隅を明らかな異い形ぎようが跳ちよう梁りようする。

　鳥ではない。猫でもない。蝙こう蝠もりでもない。

　そんなありきたりの動物よりも遙はるかに大きい。明らかに人間一人分、いやそれ以上の大きさを備えた何かが近くの建物の屋根の上にいた。

　梨り緒おは素早くブレーキング、間髪入れずに地に足を付けてスピンターン。

　紅蓮は――敢あえて梨緒から両腕を離した。

「紅蓮!?」

　梨緒の驚く声が横に流れる。

　いちいちまともにバイクから降りている時間が惜しい。

　紅蓮は慣性の法則に逆らわずに〈ダカール〉から背中を丸めて転がり落ちていた。修羅奇兵の力か、それとも逆さか木きの持ってきた防具が優れているのか、痛みらしい痛みを感じる事も無く、そのまま紅ぐ蓮れんは数メートルを転がって、そこで立ち上がった。

「先に行くぞ！」

　そう言い置いて紅蓮は地を蹴ける。

　――いける。

　梨り緒おから手を離した際と同様――何な故ぜかそんな確信が在あった。

　一歩。二歩。三歩。

　たったそれだけの助走と共に――紅蓮は跳躍していた。

　高々と、塀を越え、十メートル以上もの高さに。

（……！）

　一瞬、思った以上の自みずからの跳躍力に紅蓮の意識は恐慌を起こしかけたが、何故かそれは瞬間的に抑え込まれ、彼は当然の様な心境で、黒い影の佇たたずむ二階建て家屋の屋根に飛び乗っていた。

　がり……と屋や根ね瓦がわらが紅蓮の着地の衝撃を受けて擦こすれ合う。

　前傾姿勢で、両腕と、そして副腕わんを動かして姿勢の均きん衡こうをとりながら紅蓮は仮面越しに相手の姿を見据えた。

　ヤドリギ。

　かつて紅蓮に――『好きだ』と告げてくれた少女の、なれの果て。



    

  
    
      



    

  
    
      　今は完全に人の姿すら忘れ果てた、化け物。

「こんばんわ」

　かつて杉すぎ崎さき由ゆ奈なだったものは桜色の唇の下からぞろりと牙きばを剥むいて笑った。



　　　



　唐突な停車に、貨物室内の隊員達たちは顔を見合わせた。

　信号等で停止する――といった感じではない。運転手の驚きがそのまま伝わってくる様な急停車だった。まるで通れて当然の進路に予想外の何かが立たち塞ふさがっていたかの如ごとく。

「――どうした？」

　隊員達を代表して迫さこ水みずが車内通話機に話し掛ける。

『それが、工事中で』

「工事中だぁ？　――またか!?」

　迫水が苛いら立だたしげな声を上げる。

　そう。迫水達を乗せたベンツ・アクトロスが工事中の立て看板を前に、迂う回かい路ろをとらざるを得なくなったのはこれが初めてではない。今夜はこれが三度目だ。

「年度末でもあるめえし――なんでこんなにあちこちで道路工事やってんだ!?　おい。無む理り矢や理り突破はできねえか」

『無理です』

　運転手は悔しげに答えた。

『下水工事らしいんですよ。えらくでっかく、二メートル以上掘り返してます』

「…………」

　迫水は唇を噛かんで黙もつ考こうする。

　おかしい。

　ここまで工事が重なるのはあまりにも不自然だ。しかもどれもがアクトロスが強行突破出来ない様な大きさの孔あなを、道路に掘っているのだ。

　およそ五分前――梨り緒おから杉崎由奈を発見したとの報告が来た。

　相手は第三段階のヤドリギだ。勿もち論ろん、新人の梨緒と素人しろうとの紅ぐ蓮れんでどうにかなる相手とは思えない。修しゆ羅ら奇き兵へいの能力は未いまだ未知数である以上、確実に発動するかどうかすら怪しい。それに頼る様な真ま似ねなど出来る筈はずが無かった。

　迫水達は一秒でも早く現場に急行せねばならない。

　なのに何者かがまるで邪魔をしているかの様に――通る道路、通る道路に、工事中の立て看板が置かれているのである。

（ヤドリギ？　いやしかし）

　迫さこ水みず達たちが何ど処こで待機していたかなど、相手のヤドリギは知りようが無かろう。

　ましてや杉すぎ崎さき由ゆ奈なは数日前までただの高校生だった。如い何かに特殊能力を身に付けていたとしても、道路工事の看板を用意し、〈御ミ火カ槌ヅチ〉が現場に急行する際に使う道路を予測してそこを適切に封鎖しておくなどという真ま似ねが可能だろうか？

　そもそも一個人に可能な真似とも思えない。

（組織的な――妨害？）

　だが一体誰だれが？

「…………」

　黙もつ考こうはおよそ十秒余り。

「全員、降車」

　そして迫水は命じた。隊員達の間から驚きの声が漏れる。

　かくなる上は徒歩で向かうしかない。一般人に目撃される可能性は高いが、銃器さえ外套マントの下に隠して目撃されなければ『変な格好の集団』と認識されるだけだ。『映画の撮影です』とでも言って誤ご魔ま化かす事も出来るだろう。しつこく疑われれば記憶操作をする必要があるが――それは後ですべき心配だ。

「野郎共。駆け足すんぞ。訓練時代を思い出せ。心配すんな――たった二キロ程度だ」

　迫水は言った。



　　　



　技術の進歩は素晴らしい。

　特に昨今の電子機器は高性能化、小型化、そして何より低価格化が著しい。

　例えば――自分の部屋に居ながらにして、離れた場所の映像を幾いくらでも見る事が出来る。街角に幾つも仕掛けたＷＥＢカメラは電力とネット接続の問題さえ解決すれば幾らでも増やせる『眼め』だ。その気になればパターン認識技術を使って、それらの『眼』が捉とらえた映像を選別して必要な情報だけを取り出す事も出来る。

　今……実際に太た刀ち花ばな明あか月つきがしている様に。

「――さて」

　パソコンの液晶ディスプレイを前に明月はひっそりと微笑ほほえんだ。

「神かん薙なぎの遺児にして遺産にして――最終兵器。修しゆ羅ら奇き兵へい・神薙紅ぐ蓮れん。君の性能――存分に見せて貰もらおうか」

　明月のパソコンには、笹ささ原はら家の周囲五十カ所に仕掛けた『眼』から逐次情報が送られ、記録が採とられている。予あらかじめ明月が『ここならば』と厳選した位置と角度は、普通の人間ならばまず見ない様な場所の映像を捉える事に貢献していた。

　例えば屋根の上。例えば細い路地裏。

　人目を憚はばかり闇やみ夜よに跳ちよう梁りようする者達たちが――いかにもその身を潜ませそうな場所を。

　今しもそこに二つの黒い影が佇たたずんでいる。

　勿もち論ろんそれは……

「――明あか月つき？」

　ふと明月の背後で扉を叩たたく音が響いた。

　素早くキーボードを一度叩いてディスプレイ上の表示を切り替える。

　そこには平凡なインターネットの動画サイトが映し出されていた。可愛かわいらしい子猫が戯たわむれている無害な映像が流れている。

「高たか木ぎさんからいただいたケーキが在あるから、御茶を煎いれたのだけれど？」

「あ。いただきます」

　母親の声にそう応こたえると――明月はパソコン内で『記録』が続いている事を確認し、席を立った。



　　　



　まるでそれは悪夢の様だった。

「紅ぐ蓮れん。こんばんは」

　由ゆ奈なだったものは微笑しながら言った。

　同時に黒い異い形ぎようが――ゆらりと緩む。

　まるで幾いく重えにも全身を覆おおっていた布を巻き取るかの如ごとく、由奈の姿は小さくなって、闇の色は薄れ、そして白い肌が露出する。およそ三秒余りで彼女はヤドリギの鎧がい鬼き態から、通常の人間形態へと変化していた。

　美しい。

　星灯あかりのみの薄うす闇やみの中で、白い裸ら身しんがまるで自みずから輝いている様にも見える。

　彼女は服などという無粋なものなど何一つ身に付けていなかった。その形の良い乳房も下腹部の茂しげみも、平然と冬の夜や気きに晒さらしている。寒さ故ゆえにほんのりと薄紅を帯びたその姿はおぞましい人喰ぐい鬼の正体を理解して見つめてもなお、天使か女神の如く優美に見えた。

　だが――

「杉すぎ崎さき……」

「そんな格かつ好こしていても分わかるよ」

　艶えん然ぜんと由奈は笑う。

「好きな人の事だもの」

「……何を……しているんだ……杉崎」

　紅ぐ蓮れんは噛かみ締しめた歯の間から押し出す様にして問うた。

　この期に及んでこんな平凡な言葉しか出てこない自分が――いや、コレと言葉を交わそうとしている自分が滑こつ稽けいだった。どれだけ梨り緒おや逆さか木きに否定されていても、心の何ど処こかではまだ由ゆ奈なが由奈である事を、言葉と道理の通じる相手である事を期待しているのかもしれなかった。

　当たり前だ。

　交際を断りはしたが、紅蓮は別に杉すぎ崎さき由奈の事が嫌いではなかった。自分が本当に普通の少年であったなら、喜んで交際できただろうし、二人で楽しい想おもい出を沢山積み重ねていく事だって出来ただろう。善い奴だった。本当に優しくて綺き麗れいで――

「分わかってるんでしょう？」

　由奈は紅あかい舌で己おのれの唇を舐なめた。

　それは何処からどう見ても、可か憐れんな少女の姿でありながら――何な故ぜか、まるで猛獣が舌なめずりしているかの様な、途方も無く獰どう猛もうな印象が在あった。

「紅蓮が私を愛してくれないのは、琴こと音ねがいるから」

「違う、俺おれは――」

「だからね」

　優しく由奈は言う――由奈の顔をしたものが。

「私が琴音になるの。そうしたら紅蓮は私を好きになってくれるよね？」

「……なん……だって……？」

「分かったの。食べるっていう事は命を溶け合わせて一つにするっていう事なの。最初は怖かったけど――やってみたらとても気持ち良かった。お父さんも。お母さんも。弟も。私ね――家族と一つになれたよ？」

「お前――」

　堰せきが切れる事は即すなわち全すべての決壊を意味する。

　人間の条理や常識は――自みずからを人間たらんと欲し、仄ほの暗ぐらく血生臭ぐさい異世界に転げ落ちぬ様にこちら側に繋つないでおく為ための命綱づなだ。確かにそれは多くの人間にとって強固だが――それでも一度切れてしまえば、後はもう転げ落ちてゆくだけだ。

　父親を殺し母親を殺した由奈は平凡な高校生にはもう戻れない。

　嬉き々きとして人間を蹂じゆう躙りんし喰くった由奈は人間にすらもう戻れない。

　だから後は加速するだけ。

「だからね」

　由奈は後方を振り返って言った。

　そこには――百メートルばかり向こうには笹ささ原はら邸が在る筈はずだ。

「琴音を食べちゃえばいいんだよね？」

「……なに……？」

「そうなればあの琴ことちゃんはいなくなるし。私と琴ちゃんが血も肉も一つになってしまえば……紅ぐ蓮れんは私を愛してくれるよね？」

　由ゆ奈なはまるで夢見る様な表情でそう言った。

　駄目だ。もうどうしようもない。言っている事が支離滅裂で説得など出来る筈はずも無い。既すでに考え方が根本から違う。

「そんな事……ある訳ねえだろ…………！」

　喚わめく様に言いながら――紅蓮は泣き出したい気持ちを堪こらえていた。

　自分は何をしているのだろう。

　この子はもう人間じゃない。人間だった別モノだ。

　でも――こんな。

　こんな馬ば鹿かげた終わり方をする為ために、由奈は人間に生まれてきた訳ではないのだろうに。

　こんな異常な化け物にする為に、由奈の両親は彼女を産み育ててきた筈はないだろうに。

（俺おれは――俺達たちは……）

　物心ついた時には、もうあの両親を自称する鬼き畜ちく共どもから畜生にも劣おとる扱いを受けてきた。

　だが由奈は違う。

　愛されて。愛されて。数多くの人に生まれてきた事を祝福されて。

　そんな普通の人間であった筈なのに。

　それが――

「最初はね。琴ちゃんを殺そうと思ったけど。でもこっちの方がいいよね」

　一瞬――由奈の輪りん郭かくが霞かすんだかの様に見えた。

　錯覚などではない。全身の体毛が震えながら濃さを増す。そして同時に――闇やみ夜よの黒さに紛れて伸びたその髪が、それ自体が意志が在あるかの様に蠢うごめいて、体毛と絡み合い、彼女自身を押し包んでゆく。

　瞬く間に彼女の身体からだは倍近くまで膨れ上がった様に見えた。

　腕を。脚を。首を。ぞわぞわと蠢く剛ごう毛もうが包み込み、ごつごつとした異様な輪郭を描いていく。肘ひじから先は在あり得えない程に伸びていて――指先は彼女自身の膝ひざよりも下だ。

　まるで巨大な猿の様な姿。

　だが猿には決して備わっていない器官がその頭部には在った。

　角だ。山や羊ぎの如ごときねじくれた角つの。

　しかも何な故ぜか顔と――そして胸から腹にかけては元もとの少女のまま白い肌を晒さらしている。手足や胴体の何割かが獣そのものの剛毛で覆おおわれているが故ゆえに、余計にその部分が強調され、ひどく淫いん猥わいにも見える。

　その姿はもう鬼というよりも、西洋の『悪魔』に近い印象だった。

「…………くっ……」

　仮面の下で紅ぐ蓮れんは呻うめいた。

　あの、顔も含めて全身を黒い剛ごう毛もうに覆おおわれていた時の方が――恐らくはあれが第二段階の姿なのだろう――未まだマシだった。

　部分的に少女の姿を残しているが故ゆえにこそ、獣とも人ともつかぬ異い形ぎようとの混在が、狂気じみた不気味さを醸し出していた。綺き麗れいな少女の身体からだが獣と絡み合い、犯されているかの様な……それは冒ぼう涜とく的な光景だった。

「紅蓮。邪魔しないでね。これが一番いい方法だよ」

　怪物の異形の真ん中で由ゆ奈なの顔が微笑ほほえんでいる。

「杉すぎ崎さき…………」

　紅蓮は悔しかった。

　自分が手に入れられなかった綺麗なものが……どうしようもなく汚された気がした。

「紅蓮？」

　不思議そうに由奈は言った。

「……泣いているの？」

「杉崎――」

　紅蓮は唸うなる様な声で言った。

「お前の事は忘れない。絶対にだ」

「…………え？」

「俺おれの――罪として一生憶おぼえておく」

　もう救いようが無いのならば。

　せめて……

「だから死ね」

　紅蓮は喘あえぐ様に言った。

「死んでくれ――杉崎由奈」

　動揺も逡しゆん巡じゆんも懊おう悩のうも――全すべてを押し殺して紅蓮の右手は跳ね上がり、そこに握にぎっていたＵＭＰ短機関銃サブマシンガンを発砲する。距離は四メートル。撃ったのは二発。銃声抑制器サプレツサーによって抑え込まれた銃声が響き屋根の上に立つ由奈の姿勢が揺れた。

　だが――

「――痛いなあ」

　言葉とは裏腹にさして痛つう痒ようを感じた様子も無く言って――由奈は屋根の上を走り出した。

　笹ささ原はら邸に向かって。

「くっ……！」

　一発や二発の弾丸では精せい々ぜいが、動きを鈍らせる程度の効果しかない。

　紅ぐ蓮れんは屋根の上を駆けながら続けざまに引き金を引いた。銃弾はしかし由ゆ奈なに命中する事無く闇やみ空ぞらに消える。由奈が身をかわしたからだ。

「一発二発じゃ――ダメか」

　逆さか木きが十発近くを撃ち込んでも由奈は平然と活動していた。

　ヤドリギは自己再生能力が在ある。

　確かにその肉体は物理的にはあくまで生物――つまりは肉である為ために、命中した瞬間その部位を破壊する事は出来る。だが由奈が額に銃弾を受けても平然と起き上がってきた様に、その肉体はもう、器うつわ以上の意味を持たない。

　再生能力を上回る速度で完全に破壊しきる事。

　そうしなければ止める事すら出来ない。

『――紅蓮！』

　ヘルメット内部の通信機から梨り緒おの声が聞こえる。

　同時に背後から迫るエンジン音に振り返れば――〈ダカール〉で道路上を紅蓮と併へい走そうしながら、梨緒も由奈を追跡しているのが見えた。

『手て脚あしの関節、頸けい椎つい、脳、そういう処ところを集中的に狙ねらってください！　いくらヤドリギが不死身でも、人の形を器としている以上、複雑な構造の場所は当然の脆ぜい弱じやくであり、再生・復元にも時間が掛かります！』

　確かにその理屈は分わかる。

　しかし――

「簡単に言うな！」

　ＵＭＰ短機関銃サブマシンガンが、拳けん銃じゆうに比べればいくら命中しやすいとはいえ、紅蓮にそんな小さな部位に――しかも素早く動き回る相手に命中させるとなると至し難なんの業わざだ。渡されたＵＭＰ短機関銃には汎はん用ようレールに、レーザー照しよう準じゆん器も付いているが、紅蓮にはまだそれを使いこなせるだけの経験がない。

「くそっ!!」

　紅蓮はＵＭＰ短機関銃の選択器セレクタを全自動射撃フルオートに合わせた。

　勿もち論ろん――梨緒に素人しろうとの全自動射撃は当たらないと言われたのは忘れていない。だがとにもかくにも由奈の動きを止めねばどうしようもない。走っている最中に一発でも当たれば、由奈が姿勢を崩して転倒してくれる可能性が在る。

「あたれえッ!!」

　引き金を引く紅蓮。

　反動でＵＭＰ短機関銃本体が激しく震え、銃側面に取り付けられた回収袋キヤツチヤーに大量の空から薬やつ莢きようが蹴けり出だされる。抑制されくぐもった銃声と共に45ＡＣＰ弾の群れが放たれていた。

　だが――

「――くそ!?」

　紅ぐ蓮れんは悲鳴じみた声を上げた。

　二十五連の弾だん倉そうは三秒と保もたずに空になった。映画のアクション・シーンを見ていると十秒も二十秒も延々と撃てる様な錯覚を憶おぼえるが、実際にはこの程度だ。

　ただ……無様に弾たま切れを起こす程、弾をばらまいた甲か斐いは在あった。

　どうやら数発が由ゆ奈なの背中に命中したらしい。屋根の上を走る彼女の姿が揺らぎ、数枚の屋や根ね瓦がわらを蹴け散ちらしながら転倒する。

「ぬあッ！」

　短く吼ほえて紅蓮は跳躍した。

　十メートル以上を一気に詰めて由奈の上にのしかかる。

　当てられないのなら、当てられる距離にまで近づけばいい。いくらヤドリギが不死身でも、押さえ込んでから、外はずしようの無い超至近距離で先程梨り緒おの言っていた部位に銃弾を撃ち込めば、束つかの間まとはいえ身動きが取れなくなるだろう。

　それとも、いっそ手て脚あしを切り落としてしまう方が良いだろうか。

「紅蓮――」

　仰あお向むけに倒れていた由奈は……むしろ嬉うれしげにその剛ごう毛もうに包まれた腕を伸ばしてきた。

　のしかかる紅蓮の背に腕を回し、まるで抱き締める様に力を込める。

　そして――

「忘れてない？　私の能力――〈伝でん書しよ鳩ばと〉」

　由奈は笑いながらそう言った。

　ぞくりと背中を悪寒が駆け上がる。

　次の瞬間――

「――!?」

　紅蓮は激しい痛みを背中と後頭部に受けて吹っ飛ばされていた。

「な……に……？」

　空中で紅蓮は見る。

　彼の背に激突し砕け散ったのは、何十枚という――屋根瓦。

「この姿だと、髪の毛だけじゃなくて手脚の毛でも出来るんだよ？」

　愉たのしげに由奈はそう告げてきた。

（まさか……走っている時に……!?）

　脚の剛毛を瓦に擦こすり付けていたのだろう。硬い毛はよじられれば自みずから丸まって色々なものに絡み付く。そして由奈は紅蓮を抱き締める事で自分に向けて戻ってくる〈伝書鳩〉の標的としたのだ。

　押さえ込むどころか……押さえ込まれたのは紅蓮の方だった。

　距離が近かったせいか、それとも修しゆ羅ら奇き兵へい態の防御力、野の神がみの造つくった防具の性能が高かったのか、とにかく屋や根ね瓦がわらを喰くらっても、それが即座に致命傷になる事は無かった。

　しかし……

「ぐ……く……」

　屋根から転がり落ちる事こそ無かったものの……紅ぐ蓮れんは全身に食い込む痛みに身動きが取れなくなっていた。気が付けばＵＭＰ機関銃も手放してしまっている。何ど処こに行ってしまったのか分わからなくなっていた。

　逆に言えば防具を着けて、修羅奇兵態の紅蓮がこの在あり様だ。恐らく生身の人間が喰らっていたら全身の骨を砕かれて即死していたに違いない。

「ごめんね。紅蓮」

　悠然と紅蓮に歩み寄りながら由ゆ奈なは言った。

「でも紅蓮も私に痛い事したしね。おあいこだよね」

「…………」

　紅蓮は俯うつぶせに倒れたまま答えない。答えられない。

　せめて相手を視界に捉とらえようと紅蓮は屋根の上で仰あお向むけに転がる。

　そこへ――

「紅蓮……」

　数秒前と全く立場を逆転させて由奈が紅蓮の上にのしかかってきた。

　しかも――

「……ふふ」

　鈍い衝撃が紅蓮の頭部に炸さく裂れつした。

　視界が一瞬だがまっ白に染まり――意識がふと遠ざかる。歯を食いしばってこれを堪こらえた紅蓮は、しかし自分の頭部を覆おおっていたヘルメットが綺き麗れいに割れて屋根を転がり落ちていくのを見た。

　頭づ突つきだ。

　ある種の山や羊ぎが闘争をする場合、跳躍してから体重を載せて、自らの角つのを叩たたき付つける様な真ま似ねをするという。角は単に見た目だけでなく、実際に威力を備えた立派な凶器だ。

「……そっか」

　ふと紅蓮を見下ろしながら由奈は眼めを瞬まばたかせた。

「なぁんだ。そうだよ。そうだね」

　何か由奈は一人で合が点てんがいったかの様に頷うなずいている。

　そして――

「食べちゃおう」

　だらりとその口から涎よだれが落ちた。

「…………お前」

「そうだよ。それがいいよ」

　異い形ぎようの真ん中で瞳ひとみを無邪気に――本当に無邪気に輝かせて由ゆ奈なは言った。

「紅ぐ蓮れんを食べちゃえばずっと一緒だものね。別に琴ことちゃんを食べる必要なんて無かった。私の中で私と愛し合えるよね。ずっと」

　歪ゆがみきった怪物の論理。

　だがそれすらも元々は紅蓮に対する恋れん慕ぼに端たんを発はつしているのだ。

　こんな自分を、怪物になってまで慕ってくれる少女。

　食人に何ら躊躇ためらいを示さぬヤドリギの思考に戦せん慄りつする一方で、自分が喰くわれて由奈を救ってやれるならそれも悪くはないと思う気持ちが在あった。

　だが――

「そういう訳に……いくか……っ！」

　此こ処こで紅蓮が由奈に喰われても何の解決にもならない。

　梨り緒おの話が正しければ、ヤドリギは生態として人間を食い続ける。自己を維持する為ために人間を餌えさとして捕食し続けるのだ。ここで紅蓮が犠牲になったところで、由奈の凶きよう行こうは停とまらない。彼女は人喰いの化け物として存在し続け――いつか〈御ミ火カ槌ヅチ〉に殺される。

　既すでにこれは紅蓮の個人的な感情など、何の影響も無い世界の出来事だ。

　感傷に負けて戦いを放棄するのは楽だが――

「杉すぎ崎さきッ……！」

　紅蓮は身体からだをよじるが、由奈はがっちりと彼を押さえつけていて身動きがとれない。

　見れば彼女の両手両脚の鈎かぎ爪づめは、紅蓮を押さえ込んだまま、屋根に食い込んでいた。

　肩からすぐの部分を諸もろ共ともに押さえ込まれている為に、副腕わんもろくに動かない。無論肘ひじから先は動く訳だが、その程度では由奈を押おし退のける事はおろか、腰のナイフや拳けん銃じゆうを抜く事すらも出来なかった。

　紅蓮が強化されているとはいっても、単純な力比べならば、やはりヤドリギとなった由奈の方が強いらしい。恐らく人間である事を積極的に捨てている分、人間としての構造上の限界を超えているのだろう。

「紅蓮。好きよ。大好き。キスを――しましょう」

　びちびちと音を立てながら由奈が唇を開く。

　切れ込みの様な口は、限界を超えて、さらに広がる。音は唇の両端が耳まで裂けていく音そのものだった。キスといいつつ紅蓮の頭を丸まる呑のみする気なのかもしれない。

　牙きばと呼ぶにはあまりに白い凶器が唾だ液えきで光っている。

　せめてもの抵抗としてそれを睨にらむ紅蓮。

　そして――

　乾いた銃声が響く。

　立て続けに五発。

「――っ！」

　拘束が緩んだ。

　渾こん身しんの力を振り絞って紅ぐ蓮れんは身をよじり、のしかかる由ゆ奈なを跳ね飛ばす。びじびじと布が千ち切ぎれる音と共に、由奈の巨体は空中に投げ上げられていた。

　その左の脛すねから先が……無い。

　咄とつ嗟さに視線を向けた紅蓮は、そこに、民家の屋根に食い込んだままの由奈の左足首を見た。五発も銃弾を喰くらった処ところに紅蓮の爆発的な力を受けて、千切れてしまったのだろう。

　鎧がい鬼き態を採とって肥大化しているとはいえ、脚一本に銃弾を集中させるとなると――正確無比な射撃能力が必要になる。

　この場に心当たりは一人しかいなかった。

「――梨り緒お」

　身を起こしながら呟つぶやく紅蓮。

　振り返った先には――〈ダカール〉の上に跨またがった梨緒が、ＵＭＰ短機関銃サブマシンガンを構えている姿が在あった。流石さすがに訓練を積んだ玄人、命中精度は紅蓮の比ではない。

　だが――

「邪魔しないでよ」

　次の瞬間、梨緒の直すぐ前に由奈が着地していた。

　四つん這ばい――いや三つん這ばいと言うべきか。獣の様な体勢で顔だけを上げて梨緒を睨にらんでいる。銃弾で撃ちきられた左足は、まるで痛つう痒ようを感じていないらしい。

　さすがに一つの部位が丸ごと欠けつ損そんしたものを修復するのには時間が掛かるのか、その脚の傷口は泡立つ様に蠢うごめいているが――すぐに脚が生えてくるという訳でもない様だった。

「…………」

　慌てず騒がず梨緒はＵＭＰ短機関銃を構えて撃つ。

　数発の銃弾が由奈の肩に命中し、少女の顔を備えた怪物は震えた。

　そして――

「死んじゃえ」

　由奈の呟きと同時に――銀ぎん光こうが梨緒の背を打った。

「――!?」

　姿勢を崩し〈ダカール〉から転がり落ちる梨緒。

　一瞬遅れて――主あるじを失った自動二輪も鈍い音を立てて倒れた。

「梨緒!?」

　思わず紅蓮は由奈から視線を逸そらして叫んでいた。

　一体何が起こったのか。

「…………く」

　梨り緒おは己おのれの背中に手を回す。

　からんと音を立てて路面に跳ねるそれは――彼女の背中に突き刺さっていたそれは、尖せん端たんの尖とがった果物ナイフだった。

「予あらかじめ……用意していたのか」

　梨緒が呟つぶやく様に言う。

　そう――咄とつ嗟さに現場で色々なものに擦こすり付けるだけではなく、恐らく由ゆ奈なはこういう武器を幾いくつも戦いの前に用意して、予め毛を結びつけてあったのだろう。迂う闊かつに近寄ってくる相手は、凄すさまじい勢いで由奈の元もとに還かえろうと飛んでくる刃物を、背中に喰くらうという寸法だ。

「くそっ……」

　紅ぐ蓮れんは呻うめきながら屋根から飛び降りる。

　迂闊だった。

　自みずからの身体からだがそのまま凶器足り得るからといって、特殊能力を持っているからといって、武装していけない理由は無い。現に紅蓮自身が修しゆ羅ら奇き兵へいでありながら、銃器や刃物を装備して事に臨のぞんだのだ。

　果物ナイフなんぞ百円ショップでも買える。

　そして使い捨てならば百円ショップのそれで充分だ。

「試してみたんだけどね」

　由奈は明るい口調で言った。

「飛距離。大体――百メートル位離れてても帰ってくるよ。私の〈伝でん書しよ鳩ばと〉」

「百メートル……」

　それは絶望的な数字だった。

　由奈が予め、どれだけの刃物やそれに類する武器を用意していたのかは知らないが、その全すべてを彼女と戦いながら探し出す事は不可能だろう。まして由奈の〈伝書鳩〉の攻撃方向は一つではない。由奈はただ自分とその〈鳩〉の間に紅蓮や梨緒を置くだけでいつでも攻撃出来るのだ。

　由奈と戦うという事は――無数の狙そ撃げき銃の前に身を晒さらすのと同義だ。

「梨緒！」

「大丈夫……です」

　駆け寄る紅蓮に、顔をしかめつつも梨緒は気丈にそう答えた。

「傷は浅い……です。防刃防弾スーツですから……」

　言われて彼女の背を見れば、確かに服の背に刃物傷らしきものはついているが、血は滲にじんでいない。恐らく刃物は彼女の身体からだに刺さる前に止められたのだ。

　もっとも梨り緒おの様子を見ていると……刺さらなければ問題無いという訳でもないのだろう。服としての柔軟性が在ある以上、貫通は防げても、激突の衝撃までは殺し切れまい。良くて打撲による内出血、最悪の場合には骨折の可能性も在った。

「頭に刺されば良かったのに」

　笑いながらそう言う由ゆ奈な。

　ひょいと軽い動作で彼女が片手を挙げると――何ど処こからともなく飛んできた凶器がぱしんと音を立ててその掌てのひらの上に収まった。これもまた〈伝でん書しよ鳩ばと〉の能力なのだろう。

　やたらに重そうな――鉈なた。

　由奈はこんなものまで用意していたらしい。ヤドリギの膂りよ力りよくでこんなものを振るえば、斬ざん首しゆどころか、人体を縦に両断する事すら可能かもしれなかった。

「よせっ……！」

　紅ぐ蓮れんは戦闘ナイフを抜きながら梨緒と由奈の間に立ちはだかる。

　ナイフと言っても普通の長さのものではない。〈御ミ火カ槌ヅチ〉の施設内で梨緒達たちが使っていたのと同様に刃渡りは六十センチ弱――小刀とも言うべき長さの代しろ物ものだ。紅蓮は右腕に副腕わんを絡ませる様にしてこれを構えた。

　続けて紅蓮の左腕――そして左副腕がホルスターからグロック36自動拳けん銃じゆうを抜き放つ。

　銃口と切きっ先さきを由奈に向けて紅蓮は彼女を睨にらみ据すえる。

「どいて――紅蓮。そいつまだ生きてるから。とどめを刺さないと」

　由奈は言った。

　ひどく気軽な口調である。

　見ればその足はいつの間にか復元を終えている。

　由奈は悠然と立ち上がった。

「きちんと首落として血抜きした方が、後から食べやすいしね」

「殺させないって言ってんだよ」

　銃と刃を構えたまま一歩前に出る紅蓮。

「紅蓮……」

　由奈は溜ため息いきをついて。

「だからどいてて。ね？」

　彼女の両りよう眼めが何かを狙ねらう様に細められる。

（兄様。後ろ）

　脳の何処かで響く深しん紅くの声。

　次の瞬間――空気を抉えぐり抜く勢いで紅蓮は回転した。

「おおッ!!」

　見える。捉とらえられる。

　背後から飛んできたのは十本余りの果物ナイフ。振り返った紅ぐ蓮れんは――彼の修しゆ羅ら奇き兵へいとしての感覚は、その全すべてを確実に認識していた。まるで基本の動作速度が切り替わったかの如ごとく、彼の時間感覚は大きく引き延ばされ――その眼めは凶器の軌道を一本残らず把は握あく、耳は風切り音を捉えている。特に果物ナイフが流星の様に尾を引いて見えるのは――果物ナイフを包み込む淡い霧の様なものは、あれはひょっとして呪じゆ力りよくそのものだろうか。

　紅蓮の叫びに呼応するかの如く、グロックが立て続けに吼ほえ、ナイフが閃ひらめく。

　空中にばらまかれた十発の弾丸と、紅蓮の振った戦闘ナイフの刀身ブレードによって、果物ナイフの大半は叩たたき落とされていた。

「何度も同じ手を喰くうか！」

　吼える紅蓮。

　彼が果物ナイフをほぼ全て撃げき墜ついできたのは偶然ではない。

　由ゆ奈なの〈伝でん書しよ鳩ばと〉は確かに脅威だ。

　だが少なくとも物体を引き寄せて敵に命中させるという使い方をする場合に限って言えば、その軌道は極めて限定される。由奈と自分を繋つなぐ延長線上――凶器はその軌道を正確になぞって飛んでくるからだ。

　まして銃弾と異なり、果物ナイフや包丁は大きい。夜とはいえ街灯の光を跳ね飛ばしながら飛来する銀色のそれらは、とても視し認にんし易やすかった。

　墜とすのに失敗したのはわずかに二本。その一本は紅蓮の肩の防具に突き刺さり、もう一本は紅蓮の左腕をかすめて飛び去った。だが果物ナイフがかすめた部分はわずかに白く跡がついているだけで、内側には届いていない。梨り緒おのものと同様〈御ミ火カ槌ヅチ〉の用意した戦闘服は高い防弾・防刃性能を備えている様だった。

「…………」

　梨緒も短く呻うめきながら立ち上がる。

「紅蓮――」

　由奈は溜ため息いきをついて。

　そしていきなり地を蹴けって突進してきた。

「――！」

「背後は……任せてください！」

　叫ぶ梨緒。

　咄とつ嗟さに彼女へ背中を預け――紅蓮は由奈に集中する。

　梨緒がＵＭＰ短機関銃サブマシンガンを撃ちまくり、あるいは戦闘ナイフを振って、〈伝書鳩〉で飛来する諸もろ々もろの凶器を撃ち落とす音が響く。鋼はがねと鉛なまり、鋼と鋼が打ち合う響きは、甲高くも涼やかで、小気味良い程だった。

　それを背中で聞きながら紅ぐ蓮れんは迫り来る由ゆ奈なに備える。

　大きく振り上げられた鉈なた。

　それが――空気ごと切り裂く勢いで振り下ろされる。

　鋭い金属の悲鳴が迸ほとばしった。

　鉈の刃が半ばまで鋼はがねに食い込んで――止まる。

　凶器は、グロック21自動拳けん銃じゆうの遊底と銃身によって受け止められていた。

「――！」

　そして戦闘ナイフは。

「あああああ！」

　渾こん身しんの力でこれを突き出す紅蓮。

　それは狙ねらい違たがわず、最も紅蓮から見て近い部位――即すなわち由奈の喉のどを刺し貫いていた。

「がげっ…………」

　由奈が奇妙な声を漏らす。

　マルエージング鋼の刀身ブレードは由奈の首筋を貫いて抜け、そこで止まる。由奈の口から奇妙な声と――そして鮮血ががぼがぼと溢あふれ出でた。

「ぎ……げ……」

　いかにヤドリギが強力な再生能力を備えているとしても、刃物を刺されたままならば傷を治せる道理は無い。紅蓮は梨り緒おから予あらかじめ教えられていた通り、安全装置を親指で解除、続けて鐔つばの根本に設けられたボタンを押し込んだ。

　ばし！　と音を立てて高圧電流が走る。

　同時に刃の呪じゆ術じゆつ紋が強制的に呪のろいを由奈の中へと送り込んでいた。呪術仕込みの銃弾で撃たれてもさして痛つう痒ようを感じていなかったヤドリギにもこれは多少効いたのか、びくんと由奈の身体からだが痙けい攣れんするのを紅蓮は感じた。

　紅蓮はナイフから手を離し、由奈の身体を蹴けり飛とばす。

　二メートル余りを飛んで、怪物化した少女は地面へと落ちた。

　更に――

「…………」

　くるりと踵きびすを返した梨緒がＵＭＰを連射。

　吊り帯スリングと銃床ストツクと右手を使って三点保持だけでＵＭＰを撃ちながら、梨緒は左手で腰のポーチから予備弾だん倉そうを掴つかみだし、瞬時に弾倉交換。一秒と明けずに銃撃は再開され、総計三弾倉分――百発近い銃弾が由奈の身体に注ぎ込まれた。

　肉が弾はじける。血がしぶく。

　特に右半身に集中した銃弾は、その細くなっている部分――つまりは右腕と右足を付け根から切断する結果となった。

「……これで」

　梨り緒おはさすがに息を荒げながら言った。

「しばらく身動きは出来ないでしょう」

　確かに事実上、腕や脚を破壊されれば、いかにヤドリギとてその場から動く事は出来まい。左の腕と脚は未いまだ残っているものの、人体の構造上、何の支えも無しにその状態で立つ事は出来まいし、這はうにしてもバランスをとるのは困難な筈はずだ。

　勿もち論ろん、破壊された部分は即座に再生は始まるものの、一度切り離された腕や脚を丸ごと修復するのにはそれなりの時間が掛かる。まして梨緒も紅ぐ蓮れんも近くに居て見張っているのだから――〈滅めつ組ぐみ〉が来て封ふう殺さつ陣を張るまで何度でも腕や脚を破壊すれば良いだけの事である。

　勝った。

　とりあえずはそう判断して良いだろう。

　紅蓮はわずかに肩の力を抜いた。

　勿論――勝利の高揚感など微み塵じんも無い。

　異い形ぎように成り果て、しかもそれすら無惨に破壊された同級生の少女を見下ろしていると、喩たとえようのない虚脱感だけが湧わいてくる。

　しかし……

「…………」

　由ゆ奈なは――何度か瞬まばたきをして。

「そっか……しょうがないね」

　と呟つぶやく様に言った。

「杉すぎ崎さき――」

「じゃあこの身体からだは棄すてよう」

　まるで痛んだ服や靴を棄てるかの様に平然と彼女はそう言った。

「…………!?」

　次の――瞬間。

　まるで轟ごう、と空気が鳴めい動どうしたかの様だった。

　殆ほとんど本能に促うながされるまま紅蓮は梨緒を抱いて地面に身を投げる。

「――紅蓮!?」

「伏せろ！　動くな！」

　叫ぶ紅蓮の背中を、後頭部を、無数の何かが擦過する感覚が続く。

　そして……

「――！」

　まるで赤い霧が発生したかの様に……辺り一面の空気そのものが血の色に染まっていた。

　顔を上げた紅ぐ蓮れんが見たものは、既すでに原型すら留とどめぬ程に破壊された人体と、その周囲に散らばる無数の刃物であった。果物ナイフ。包丁。鉈なた。カッターナイフ。鋏はさみ。その他ほか諸もろ々もろが血や肉片に塗まみれて転がっている。

　そしてその真ん中に在あるのは、肉塊どころか骨まで幾いくつもに分断された由ゆ奈なの姿だった。

〈伝でん書しよ鳩ばと〉を使って一斉に呼び戻した刃物が、彼女の身体からだを徹底的に解体したのだ。

　いかにヤドリギとはいえ、ここから再生する事は不可能だろう。

　だが――

「……これは……」

　濃密な血臭と、惨状を前に、こみ上げる嘔おう吐と感を堪こらえながら紅蓮は考える。

　こんな事をすればどうなるのか由奈自身にも分わかっていた筈はずだ。

　ならばこれはもう逃げられないと悟っての自殺なのか。

　だが『この身体は棄すてる』というあの言葉――

「しまった！」

　紅蓮の下で梨り緒おが叫んだ。

「ヤドリギは――転移する！」

「……！」

　そうだ。ヤドリギの本体は人間に寄生する『呪のろい』だ。

　そしてヤドリギは寄生先の肉体が完かん膚ぷ無きまでに破壊されると、そこで初めて呪じゆ詛その本体が遊離する。逆に言えば一度『着ちやく床しよう』してしまえばヤドリギ自身も自由に依より代しろから離れて別の相手に寄生する事は出来ない。

（くそ……勘違いしてた！）

　紅蓮は胸中で呻うめいた。

　自分が戦っていたのは由奈だと思っていた。

　だが違う。違うのだ。

『まあ生きている死体、人の形をした「現象」とでも思っとった方がええ』

　逆さか木きの言葉が脳裏を過よぎる。

　あれはもうヤドリギなのだ。

　ヤドリギが由奈の姿形を借りて、由奈の思考や感情まで真ま似ねて、活動していただけなのだ。自分は由奈の形を残しただけの、全くの別物を相手にしていただけだ。

　アレはもう普通の意味での生物ですらない。

　肉体など交換可能なものでしかない。

　由奈の肉体に見切りを付けたヤドリギは、〈伝書鳩〉の能力で用意してあった全すべての凶器を引き寄せ自みずからの依代を破壊、自由になったのだ。

　では……

（……転移する。つまり……）

　この呪じゆ詛その怪物が次に取とり憑つく先は誰だれなのか。

「…………」

　呆ぼう然ぜんと由ゆ奈なだった肉片の山を見つめる紅ぐ蓮れんは――

「……!?」

　まるで血の流れに同化するかの様にして、するすると肉片の下から滑り出す何かを見た。

　赤黒く細いそれは、しかし止まる事無く地面の上を這はい、壁に突き当たると壁を這い、移動してゆく。何か影の様でもあり、霧の様でもあり、じっと見据えてもその形状をはっきりと見定める事が出来ないが――

「おい、梨り緒お、あれか、あれが呪詛なのか!?」

　紅蓮は梨緒の肩を掴つかんで叫んだ。

「あれがヤドリギの本体か!?」

「――え？」

　梨緒は驚いた様子で紅蓮の指差す方向を見る。

　だが――

「あれとは？」

「……見えないのか!?」

　この状況で梨緒が嘘うそや冗談を言うとも思えない。

　彼女にはあの黒い紐ひもの様なものが見えていないのだ。

　だとするとこれは、修しゆ羅ら奇き兵へい状態に在ある紅蓮だからこそ視し認にん出来るものなのか。

　黒い紐は尚なおもするすると影の様に壁を這いながら移動してゆく。

　その方向は――

「……まさか」

　最初から由奈が向かっていた場所。

　笹ささ原はら邸――

「待てッ!!」

　叫んで紅蓮は飛び出していた。

　ヤドリギの高密度呪詛情報体にどれだけ杉すぎ崎さき由奈の意識が反映されているのかは分わからない。だがヤドリギは『縁』を伝って次の憑ひよう依い先を決める。そして当然だが琴こと音ねと由奈は面識が在る以上――伝うべき『縁』も在る筈はずだ。

　ヤドリギは……目の前の紅蓮でも梨緒でもなく、琴音に憑依する積もりなのだ。

「くそっ……！」

「駄目です、呪詛には呪じゆ術じゆつしか――」

　梨緒の声が背中に追おい縋すがる。

　そう。追っても――たとえ追いついても何が出来る訳でもない。

　だがそれでも黙って見送るなど出来る筈はずが無かった。

　琴こと音ねが由ゆ奈なの様な怪物になってしまうなど――多分、紅ぐ蓮れんは耐えられない。

「くそっ……！」

　走る。走る。走る。

　今の紅蓮の脚きやく力りよくなら、あの黒い紐ひもが琴音の家に到達するまでに追いつけるだろう。

　だが――そしてどうする？

　精神寄生体。

　殴れもしなければ引き裂けもしない。

　捕まえる事すら――

「俺おれは…………」

　ならば殺すのか。

　由奈にした様に――ヤドリギに取とり憑つかれた琴音を。

　撃って。刺して。手をもいで。脚をもいで。そしてバラバラの肉片にするのか。

「……がああああああああああああああああああああッ！」

　やり場の無い怒りの咆ほう哮こうが漏れる。

　どうしようも無いのが分わかっていて――しかしそれでも紅蓮は目の前の黒い紐に手を伸ばした。見えるのならば――そしてこの、呪じゆ術じゆつの場で形成されているという修しゆ羅ら奇き兵へい態の肉体ならば、ヤドリギを掴つかめるかもしれない。

　封滅出来ないまでも捕獲出来れば。

　あるいは――ひょっとしたら、この修羅奇兵の手で掴む事でヤドリギを自分の身体からだの中に転移させる事が出来るのではないか？

「――梨り緒おッ！」

　ヘルメット内の通信機に向かって紅蓮は叫んだ。

「〈滅めつ組ぐみ〉が来たら遠慮するな――俺ごと封滅陣ってのを仕掛けろ！」

『紅蓮？　何を――』

「万が一俺がヤドリギに取り憑かれたら、俺ごと滅ぼせ！」

『紅蓮――』

　さすがの梨緒も絶句する。

　そして紅蓮の考えている事はおおよそ理解した様だった。

『無む茶ちやは止やめてください！　貴方あなたは貴重な――』

　紅蓮は走りながらヘルメットを脱ぎ捨てると、それを脇わきに放ほうった。

　梨緒は何か叫んでいた様だが、これで聞こえなくなった。

　壁を、地面を、素早く這はって移動していく黒いヤドリギの本体を直接見据える。

　紅ぐ蓮れんとの距離は二メートル余り。だがそれも次第に縮まっていく。

　笹ささ原はら邸に達する前に紅蓮は追いつくだろう。

　だが果たして今の紅蓮に、ヤドリギの本体を直接捕まえる事が出来るのか。

　出来ないならば――

「くそ――考えてもしょうがねえ！」

　紅蓮は右腕を伸ばす。

　そして――

「……やれやれ」

　心底呆あきれた声が鼓膜に触れた。

　同時に――紅蓮が伸ばす修しゆ羅ら奇き兵へいの黒い腕に重なる様にして、まるで二重露光か幻影の様に、白く細い腕が伸びた。

「……深しん紅く!?」

「琴こと音ねの為ためではありませんよ」

　紅蓮の腕が。深紅の腕が。

　重なってヤドリギを――掴つかむ。

　実体の無い筈はずの呪じゆ詛そを。実体の無い筈の少女が。

　ならばこれは全すべてが幻か。

　それとも――

「……ふふ」

　まるで奇怪な生き物の様に暴れる黒い紐ひもを紅蓮／深紅の腕が壁から引ひき剥はがし、頭上に掲げる。怯おびえるかの様に高密度呪詛情報体は小さく収縮し、握にぎり締められた拳こぶしの左右で、ミミズの様な尖せん端たんが激しく震えていた。

「我等らが身は修羅なり」

　深紅が歌う様にそう告げた。

「鬼滅ぼす鬼き神しんなり」

　ヤドリギを握る右腕を左の掌てのひらが包み込む。

「其その掌に羅ら喉ごうの印、其の掌に婆ば稚ちの印」

　それを更に副腕わんの右掌、左掌が包み込む。

「その掌に羅ら騫けん駄だの印、其の掌に毘び摩ま質しつ多た羅らの印」

　次の瞬間――紅蓮の眼めには、何か魔法陣めいた複雑な紋様が見えた気がした。

「非天四王の威を以もつて今此こ処こに汝なんじを覆ふく滅めつせん」

　朗ろう々ろうと謡うたう様な深紅の声が呪じゆ文もんを組み上げる。

　ヤドリギの本体が激しく四枚の掌の中で暴れるが――抜け出る事が出来ない。複雑に絡み合う指が檻おりを成して、その黒い紐状の呪詛を閉じ込めている。

　そして――

「臨りん兵びよう闘とう者しや皆かい陣じん裂れつ在ざい前ぜん――破は」

　破は邪じやの法とも戦意高揚の法とも言われる九字護身法に、一字を足して行う十字法。

　そんな知識を紅ぐ蓮れんが知ったのは後日の事である。

　まるで集しゆう束そくするかの様に紋様が拳こぶしの中へと消えていき――



　――ぱん。



　その音もあるいは幻聴だったのかもしれない。

　ヤドリギの黒い紐ひもは、微み塵じんに分解されて空に散った。

「……………」

　後には何も残らない。

　少なくとも紅蓮にはもう何も見えなかった。

　これは――つまり。

「…………ヤドリギを」

　殺した？

　ヤドリギ暗殺用呪じゆ術じゆつ改造人間――修しゆ羅ら奇き兵へい。



    

  
    
      



    

  
    
      　その機能を、紅ぐ蓮れんは我知らずに発揮したという事か。

「俺おれは……」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやく紅蓮。

　説明を求めて深しん紅くの姿を反射的に探すが、妹を自称する幻影もまた既すでに影も形も無い。

　これでヤドリギを滅殺出来たのか。

　もう安心なのだろうか。

　呪じゆ術じゆつ的な知識も無い紅蓮には、最後の一線で判断がつかない。

　ここは梨り緒おに尋ねて最終的な判断を委ゆだねようと、投げ捨てたヘルメットを拾うべく歩き出した――その時。

「…………？」

　頭上後方で、がちゃりと音がする。

　そちらを反射的に振り仰いだ紅蓮は――凍り付いた。

「え？　だ、誰だれ？」

　聴き慣れた声を耳にするまでもなかった。逆光気味でもその輪りん郭かくで誰なのか分わかる。

　どうやらヤドリギを追う事に集中する余り、自分が何ど処こまで走ってきていたのかを紅蓮は失念していた様だった。

　紅蓮の立つ路上脇わきの民家。

　その二階の窓が開かれている。

　そして――

「ど、泥棒？　痴漢？」

　そこには琴こと音ねの姿が在あった。

（――見られた！）

　戦せん慄りつが紅蓮の全身を貫く。

　琴音に――見られた。

　この修しゆ羅ら奇き兵へいと化した自分の異い形ぎようを！

　浴びせられるのは悲鳴か。

　それとも――

「――誰？」

　思わず身構える紅蓮の頭上に、何処か間の抜けた声が振ってきた。

　分かっていないのだ。

　どうやら琴音はそこに居るのが紅蓮なのだとは、分かっていないらしかった。

「――ッ！」

　それに気付いた瞬間に、紅蓮は全力で地を蹴けっていた。

　脇わき目めもふらぬとはこの事だ。無我夢中で疾走し、跳躍し、近くに在った民家の塀を、屋根を蹴けり、出せる限りの速度で紅ぐ蓮れんは駆け続け……琴こと音ねの視線が届かぬ様な、暗い闇やみが凝こごっている物陰に己おのれの身体からだを投げ込んだ。

「は……はあ……はあ……」

　荒い息をつき――そしてふと視線を上げる。

　何ど処こかの家の納屋か何かだろうか。小さな小屋の脇わきには、農具らしくものや肥料の袋が幾いくつか乱雑に置かれていて……そこには水を張ったバケツも在ある。

　滑らかな水面を覗のぞき込こむと――そこには修しゆ羅ら奇き兵へいの異様な顔が映った。

「………………そうか」

　そこでようやく紅蓮は気付いた。

　修羅奇兵状態の紅蓮は、顔も伸びた黒髪が覆おおっている。だから紅蓮の姿を見ても琴音はそれと気付かないのだ。あるいは逆光気味か何かで、そもそも輪りん郭かく位しか見えなかったのかもしれなかった。あの様子だと、そこに居たのが異い形ぎようの存在だという事にすら気付いていないだろう。

「そう……か…………」

　安あん堵どの吐息が漏れる。

　紅蓮は納屋の壁に背中を預けてその場に座り込んだ。

　緊張が緩んで、疲労が一気に襲おそいかかってきたかの様な感さえ在る。そのまま眠り込んでしまいたい誘惑にも駆られたが――

「……！」

　突如として夜の闇を裂いて斬きり込こんできた光の輪が、彼を捉とらえた。

　琴音に見られなかったのは幸いだが、ヘルメットを投げ捨てた今、この修羅奇兵態の顔や四本の腕を一般人に見られれば、どんな騒ぎになるか分わかったものでない。紅蓮は眼めを細めて額に手を翳かざしながら、跳ねる様にして身を起こす。

　そんな彼に――

「大丈夫ですか!?」

　光の向こうから投げ掛けられたのは、〈ダカール〉に乗った梨り緒おの声だった。



    

  
    
      
終章





　概おおむね教室はいつもの通りだった。

　始業前の見慣れた風景がそこに在ある。

　ただ――杉すぎ崎さき由ゆ奈なの席だけが、いつまでも空席のままだった。

　生徒達たちの奏でるざわめきの中で、ぼんやりと紅ぐ蓮れんは主あるじの居ない机に視線を注いでいた。

「……紅蓮」

　掛けられた声に顔を上げると……沈んだ表情の琴こと音ねが立っていた。

　紅蓮が、由奈の席を見ている事に気付いたからだろう。

「杉崎さんの事――」

「…………」

　由奈とその家族の一件は『強盗殺人』として処理された。

　ただ由奈の死体が殺人現場から見つかっていない為ため、彼女はその日家に帰らず難を逃れた、という事になっていて――今は『家族が殺されたショックで、彼女は行方不明』というのが世間的な『結論オチ』である様だった。

　勿もち論ろんこれらは全すべて〈御ミ火カ槌ヅチ〉が裏から手を回した結果である。

　真実が明かされる事は、恐らく永遠に無い。

　当然だ――貴方あなたの側そばに、貴方を喰くう化け物が潜んでいるかもしれません、貴方の友人、知人、恋人、親兄弟ですら、ある日、怪物になって貴方を喰らうかもしれません、などと報道できる筈はずも無い。社会性生物である人間の社会が崩壊するという事は、即すなわち種の滅亡にすら繋つながりかねない。

　だから真実は闇やみに葬られる。

　関かかわった者達の想おもいも――誰だれにも知られる事無く。

「どうして……杉崎さんが……こんな事……」

　琴音が今にも泣き出しそうな顔で言った。

　行方不明とはつまり生死不明という事だ。

　少なくとも琴音の中では、由奈は生死も定まらない中途半端な状態なのだろう。

　その方が辛つらいという事もある。

　特に琴音の様な――他人に感情移入しやすい少女は。

　紅蓮の一件の有る無しに関わらず、由奈は琴音にとって親しい同級生の一人であった事に違いは無い。紅蓮が由奈をふった事についても、琴音は何か責任を感じている様な雰囲気が在あったし、出来れば彼女を励ましたり、元気づけたりしたいと考えていたのかもしれない。

　そんな中で杉すぎ崎さき一家の事件と由ゆ奈なの行方不明を聞かされれば――行き場の無い感情が生まれてそれに振り回されるのも当然だ。

「どうしてかな……」

　紅ぐ蓮れんは呟つぶやく様に言った。

　別に誰だれが悪かった訳でも無いのだろうに。

　ヤドリギですら――あるいはあれはそういう存在だというだけで、悪意や害意が在った訳でも無いのだろう。

　かくて人は死に。

　人でないものも死に。

　残された者は哀かなしみを噛かみ締しめる。

「本当に――どうしてなんだろうな」

　紅蓮は溜ため息いきをつく様に言った。



　　　



　屋上に上がると、空は意地悪い程に晴れ上がっていた。

　雲一つ無い蒼そう穹きゆうを紅蓮はぼんやりと眺める。

　哀しいのではない。辛つらいのでもない。

　ただひどい気け怠だるさだけが残っている。

　紅蓮は逃げるように教室を出てきた。哀しむ琴こと音ねの顔を見たくなかったのと、由奈が居なくなっても、それでも当たり前の様に続いていく日常風景を見ているのが、何となく不愉快だったからだ。

　今は正直誰とも会いたくなかった。

　だが――そういうときに限って人は放ほうっておいて貰もらえないものである。

「――紅蓮」

　静かな声が彼を呼ぶ。

　振り返れば、非常階段の柵さくを軽々と跳び越えて梨り緒おが屋上に立った処ところだった。

「梨緒……」

「昨日の事ですが」

　梨緒は紅蓮に歩み寄りながら言った。

「〈破は組ぐみ〉と〈滅めつ組ぐみ〉の到着が遅れたのは、ある種の妨害工作が行われていたからだった、との事です」

　そう。

　昨晩、紅ぐ蓮れんと梨り緒おが、由ゆ奈なと戦った際――すぐに現場に駆け付けてくる筈はずの〈破は組ぐみ〉と〈滅めつ組ぐみ〉が全く間に合わなかったのだ。いつものトラックを乗り捨てて、徒歩の彼等らが現場に辿たどり着ついたのは、戦いが終わってから二十分近くも後だった。

　正直言って紅蓮は〈御ミ火カ槌ヅチ〉そのものを信用していないので、その事に関して特に思う所は無かった。ただ――〈御火槌〉の一員である梨緒はかなり気になったらしい。紅蓮は先にマンションに戻る事になったが、梨緒は迫さこ水みず達たちと何やら話し込んでいて、朝まで帰ってこなかった。

「妨害工作？」

　半ば反射的に問い返しはしたものの、紅蓮にとっては正直、どうでも良い話だった。

　しかし――

「〈御火槌〉の上層部は、〈御火槌〉の活動に対して敵対する者が――少なくとも組織的に活動できる相手がいるのではと考えています」

「組織的って……」

　つまりは終わっていないという事か。

　ひょっとしたら由奈の事件すらも――何ど処こかで何者かが関かかわっていた？

「妨害工作は個人で出来る様なものではありませんでした。杉すぎ崎さき由奈のヤドリギ化についても何らかの情報を持っていた可能性が在あります。偶然の動きにしては、あまりにタイミングが良すぎる」

　梨緒の口調は淡々としたもので、そこに紅蓮や琴こと音ねの様な感情の揺らぎは見えない。

　当然だろう。梨緒は殊更に由奈と親しかった訳ではない。

　まして……彼女はこんな戦いをずっとしてきた〈御火槌〉の人間だ。今更一人や二人が死んだ処ところで気き鬱うつになったりはすまい。

　その冷淡さが――腹立たしくもあり、だが何な故ぜか今は心地良くもあった。

　感情に振り回されては何も出来ない。

「奇くしくもそのお陰で、紅蓮、貴方あなたのヤドリギ封ふう殺さつ能力がきちんと機能していると判明した訳ですが」

　正確には紅蓮のではなく深しん紅くの能力の様だが、これは梨緒に言っても仕方あるまい。

　紅蓮は未いまだ深紅の事を梨緒に――〈御火槌〉の者達に教えていない。彼等は最後の一線で信頼出来ない。目的の為ためならば手段を選ばないその非情さは、ある意味でヤドリギの思考にも近い。

「何にせよ……」

〈御火槌〉の少女は続けた。

「今回は幸運でした。犠牲者がこの程度で済んだのは奇跡と言っていいでしょう」

「この程度――ね」

　皮肉げな紅ぐ蓮れんの呟つぶやきが梨り緒おに届いたかどうかは定かではない。

　だが――

「銃も。剣も。格闘術も」

　毅き然ぜんとした口調で梨緒は宣言する。

「これから覚えていって貰もらいます」

「…………」

「もう二度と杉すぎ崎さき由ゆ奈なの様な人間を出さない――とは言えません。いや。間違いなく出ます。ですがその数を減らす事は出来る筈はずです」

「……梨緒」

「だから、神かん薙なぎ紅蓮、貴方あなたには今以上に強くなって、これからも協力して貰います」

〈御ミ火カ槌ヅチ〉の人間としてはそれは当然の要請だろう。

　ただ――

「貴方も――」

　珍しく梨緒は一瞬、口ごもる様に言葉を切ってから、言った。

「辛つらいのでしょうけれど」

「…………」

　紅蓮は梨緒を振り返る。

「だが貴方には力が在あります。貴方にだけしか無い力が」

　決然とした眼まな差ざしで梨緒はそう言ってきた。

「……俺おれの……」

「悲劇をなくす事は出来なくても、最小限に食い止める力です。それが、笹ささ原はら琴こと音ねに、言えぬ事柄を増やしていく結果になるとしても――その力は、間違いなく、必要です」

「俺は――」

　言いかけて、紅蓮も口ごもる。

　否定したいのか。肯定したいのか。

　それも分わからない。

　だから代わりに紅蓮は苦笑を浮かべて言った。

「どうせ元もとから言えない事だらけだよ」

　深しん紅くの事も。由奈の事も。自分自身の事も。

　言う勇気が無いままに――ずっと琴音を縛ってきた。

「だからせめて」

　何かあれば彼女を守れる強さを手に入れる。

　その為ためには〈御火槌〉に利用され、利用するのも、悪くはない。

「そうだな……確かに俺おれは……強くならないと」

　それが人間を辞める事と、同義語であったとしても。

　紅ぐ蓮れんはもう一度蒼そう穹きゆうを見上げて――

「ごめん」

　琴こと音ねか。由ゆ奈なか。それとも梨り緒おか。

　誰だれに向けたのか自分でも分わからない詫わびの言葉は、屋上を吹き抜ける晩秋の風に融とけて消えた。



    

  
    
      
あとがき



　どうも、軽小説屋の榊さかきです。

「ミカヅチ」二巻をお届けいたします。



　先日、銃を撃ちにグアムに行ってきました。

　銃を撃ちにと明言する以上、それ以外は一切何もしない潔さ（笑）。南国の太陽と紺碧の海原を臨のぞむオーシャン・ビューの部屋に泊まりながら、海には一切入らないという言語道断ぶりで（スキューバ免許はもっとるんですが）、数百発の銃弾を消費してきました。

　まあ趣味というのもあるんですが、実際に銃を撃つ、というのは勿もち論ろん、取材の意味もあります。紅ぐ蓮れん達たちが使う45口径の弾たまの感触、実際の銃を取り扱う作業など、意外にやってみんとわからんとか気付かないとか、そういうのも少なくないんですよね。

　実際に描くかどうかはさておき、知っておくと、描写に幅が出たりする事は多いです。私みたいにファンタジーとも言うべき設定の話を書いていても――書いているからこそ、そういう細かい部分のリアリティって結構、重要だったりします。

　次の巻では逆さか木きに「ああ、訓練の前に爪つめきっとけよ」とか言わせましょうかね。





　前巻の後書きでもちらりと書きましたが、この『ミカヅチ』は敢あえてそう珍しくないモチーフを使って（変身ヒーロー）、それを逆手にとったり、重箱の隅をつついたりして再構築するという手法を採とっています。

「そもそも変身ヒーローなんてものがどうしても必要な状況って何よ？」と考えると、私の場合『暗殺』に行き着いたのですな。何せ単に何かを破壊したり、何かを殺傷したりするだけなら、どう考えても重武装の兵隊を用意する方が早い（コスト的にも、人的資産としても、そして戦術的な蓄積にしても）。わざわざ変身ヒーローという既存のシステムに対応出来ない様な特異的な――突然変異的な戦力を生み出す意味がない。更に言えば『変身』の意味がない。在あるとすればそれはやはり、『世間に知られてはいけない何物かを人知れず猟かる』為ためのものなのだろうな――と。



　一巻二巻で基本的な主人公の立ち位置と、登場人物たちの提示は終了。

　ここからどう展開させるかはお気に召すまま。とりあえずヒーローものの基本として幾いくつか「そりゃやっとかないと嘘うそだろ」という展開を考えてありますので、読者の皆様の御支持が在る限り、それを書いていこうかと考えております。

　榊流変身ヒーロー物語、よろしければ、今少しおつきあいの程を。

　ではまた、次の巻で。



２０１０／４／25　榊さかき一いち郎ろう



    

  
    
      　著者

　榊一郎（さかき・いちろう）

　　自ら「軽小説家」を名乗る、ライトノベル界を代表するベストセラー作家。主な著作に『スクラップド・プリンセス』シリーズ、『ストレイト・ジャケット』シリーズ（富士見ファンタジア文庫）、『神曲奏界ポリフォニカ　クリムゾン』シリーズ（ＧＡ文庫）、『まかでみックス』シリーズ（ファミ通文庫）など多数。

　　ホームページ『うごうご榊くん』

　　http://www.ugougo.net/



　イラスト

　中村龍徳（なかむら・たつのり）

　　１９７６年生まれ。家庭用ゲームメーカーとフリーで主にイラスト関係で活動。『聖女さま、参る！』（角川スニーカー文庫）が小説の挿絵の初仕事となる。近作では『ムシアオの森、カササギの剣』（一迅社文庫）、『魔女の戴冠』シリーズ（幻狼ファンタジアノベルス）。

　　ホームページ『ＲＹＵＴＥＮ＠ＯＮＬＩＮＥ』

　　http://ryuten.omiki.com/
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